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　──おまえの名まえにはね、『ななつの誓ちかい』、という意味があるんだよ。




　ずいぶんと幼い頃の記憶に、そうやわらかい声で語りかけてくるひとがいた。

　──おじいちゃま。

　いまではそのひとこそが、リドホルム王国第七代国王エーリクだとわかっている。そして、そのひとに無条件でかわいがられていた自分こそが、第九代国王となる存在であることも。

　けれど、そのときのエリーザベトは、ようやくななつになったばかり。

　自分はただのちいさな女の子で、おじいちゃまは「おじいちゃま」という名まえのやさしいひと、という認識しかなかった。

　やさしいひとは、歳の割りにはちいさいエリーザベトを膝ひざのうえに座らせ、くせの強い赤毛を撫なでながら、いった。




「おまえの名まえにはね、『ななつの誓い』、という意味があるんだよ」




　三月も終わりに近い日のこととはいえ、まだまだ国土は雪に埋うもれている。

　こぢんまりとした屋や敷しきの、こぢんまりとした居間の、こぢんまりとした暖だん炉ろには盛大に火が燃えていて、ちょっとしたお祝いが終わったその余よ韻いんを愉たのしむように、四人は、思い思いにくつろいでいた。

　お祝いとは、エリーザベトの七回目の誕生日を祝ったもので、四人とはエリーザベトとおじいちゃま、そしてねえやとばあや──あと二、三年で失うことになる、エリーザベトの閉へい塞そくした世界の住人たちだった。

　暖炉のまえの椅い子すに座り、エリーザベトごとちいさく揺ゆれているのはおじいちゃま。

　火を絶たやさないことがおのれの使命だとばかりに、暖炉のそばに座り込んで、白い頰ほおを赤く焼いていたのはねえや。

　ばあやは、食卓のうえに散らかった皿やコップなどを片づけたあとで、エリーザベトのためにちいさな手袋を編んでいた。




　どういう話の流れでそうなったのかはもう覚えていない。

　誰かがきっかけとなることをいいだしたのか、それともおじいちゃまの思いつきであったか。

　ただ確実なのは、エリーザベトが自身の名まえの由ゆ来らいを耳にしたのは、その日がはじめてだった、ということだ。




　おじいちゃまの言葉に、あれ、とばかりにねえやが顔をむける。

「エリーザベトは確か、『神の誓い』という意味ではなかったですか？」

　うん、と頷うなずいたのは、違う意味を口にしたばかりのおじいちゃまだった。

「そうだね、古い古い意味ではそうだ。だがね、いまではもっぱらこっちだそうだ。確認したら、コレの母も、その意い図とを思ってつけたのだと」

「えー。『ななつの誓い』っていわれても、わけがわからなくないですか？　具体的になにか、自分でななつも誓いをたてなきゃなんなかったり、エリーザベトってつけられたら半強制的に誓わなきゃなんないことがななつあったり、するんです？」

　ねえやの問いにおじいちゃまは一瞬口を閉ざし、しばし思案したうえで、

「それが名まえに託されたプレゼントだろう？」

　という。

　ちいさなエリーザベトは、おじいちゃまの胸に後こう頭とう部ぶをこすりよせるようにして、うえをむく。

「エリーザベトは、もういっぱいプレゼントをもらったのよ。もうなんにもいらないわ」

　今日は朝からたくさんの荷物が届いた。

　すべてエリーザベトの誕生日を祝うためのもので、花やドレス、帽ぼう子し、アクセサリといった身を飾るものに加え、子犬や子猫、子馬などの動物、果ては話し相手にとおなじ年頃の男の子と女の子まで送り込まれていた。

　送り主は、さまざまだった。

　なぜか薊テイステルやら石ネイ竹リカといった花の名まえを名乗る使つかいもあれば、送り主の名まえのまえに長々と難しい言葉をくっつけて語る使者もいた。

　屋敷を切り盛りするばあやが彼らからプレゼントを受け取り、それをねえやが記録し、おじいちゃまが丁てい寧ねいに吟ぎん味みし、エリーザベトの手元に残されるものもあれば、動物やこどものように、遣いとともにこの積雪のなか、もときた道を引き返す羽目になるプレゼントもあった。

　それをつぶさに見ていたので、エリーザベトのその言葉は、ちょっとした懇こん願がんの響ひびきも帯びていたのかもしれない。

　おとなたち三人の顔に、ちいさな笑顔が浮かぶ。

　ばあやがいった。

「だいじょうぶですよ、エリーザベトさま。それは、エリーザベトさまがお生まれになったときにすでに受け取っておいでです。あのちいさな犬やこどもたちのように、送り主にお返ししたりはしなくてもよろしいのです」

　エリーザベトが、ほんのわずかの間に子犬や子猫、こどもたちと仲良くなってしまっていたのを、そしてそれらとの別れを泣きそうなくらい悲しんでいたことを、ばあやはちゃんと見抜いていたらしい。

　ばあやのほうへ目をむけて、そのあとでもう一度おじいちゃまを見あげると、おじいちゃまもこっくりと頷く。

「おまえの名まえはね、エリーザベト。ずっとずっと昔、遠い国にいた王おう妃ひさまのお名まえをいただいてつけたのだそうだよ」

「おうひさまの？」

「そう。王妃さまはとてもすばらしいかただった。怖い戦争を終わらせて、いちばん最初に、国民にお誓いになったのだよ。もう戦争はしません、と」

「へー。支配者階級がそれを宣せん誓せいしたんですか？　国民に？　無理じゃないんです？」

　こばかにしたようなねえやの言葉に、ばあやは「これ！」と咎とがめるが、おじいちゃまは苦笑いを浮かべる。

「無理ではなかったようだ。少なくとも、その王妃が存ぞん命めいのあいだは、ちいさな紛ふん争そうすら起こらなかったと歴史書には記されている」

「その王妃さまの国で書かれた歴史書でしょ、どうせ」

「他国のだ、残念だったな」

「へー！」

　ねえやがこころから驚いたような顔をする。薪まきを無む造ぞう作さに炎にくべると、エリーザベトよりも興きよう味み津しん々しんといったていで、おじいちゃまに先をねだる。

「それでそれで！　ほかにはどんな誓いをしたんですか？」

「国民を、飢うえさせない。国民に、学問をする場を無料で提供する。国民に、安全な飲み水を無料で提供する。国民に、医者にかかる場を無料で提供する。国民に、屋根のしたで行われるべき生活を保障する。そして、恒こう久きゆうの和平……」

「──すっごーいっ！」

　ねえやは感心して声をあげた。

　ちいさなエリーザベトには、自分とおなじ名まえの王妃が国民に誓ったことがどれほどすばらしく、また困難な誓いであったかはわからなかった。

　だが、めったにひとを褒ほめるようなことがないねえやの、手放しの賞しよう賛さんが、深くこころに響いた。

　おじいちゃまは続ける。

「そう、これはほんとうにすばらしい誓いだった。王妃が生きていたほんの三十年ばかりのことだったけれど、王妃のこの誓いをかなえるために、王妃だけでなく、王も、国民も、すべてが一丸となって実現へと取り組んだというのだから、なおすばらしい。ゆえに、その功績を未来に残すという意味で、エリーザベトの意味は『ななつの誓い』といわれるようになったのだ」




　なあ、エリーザベト。

　おじいちゃまはエリーザベトの両りよう脇わきに手を入れて、一度からだを浮かせるとくるりと反転させて、顔を見合わせた。




「おまえは、誰に、どんな誓いを立てる？　いくつ立てる？　その立てた誓いが、おまえをよき王の道に進ませるよう、こころから祈る」




　──おじいちゃま。

　雪も雨もなく、ただひたすら大地が鉄のように凍こおりつき、その年の凶作を意味する《鉄の冬ヤーン・ヴインテル》の夜、突とつ如じよとして訪れたエーリク王の死にともない、女王の住むトリーヴァルト城へ引き取られたエリーザベトは、あれよあれよという間に、王太子となる。

　その立りつ太たい式しきの場でのこと。

　あらかじめ伝えられていたとおりに粛しゆく々しゆくと式典は進み、女王リリーの許可を得、宰さい相しようエイジェルステット公から正式に王太子となったことを告げられ、定められ暗記していた誓句を述べていたそのとき、




「──この身に流れるアレニウスの血と、偉大なるわが父祖スヴェン王の花紋、紅薔薇ロード・ロースにかけて、われリリーの娘エリーザベト＝アレニウスは、リドホルム国民の誠実なる僕しもべとならんことをここにちか……ち、ちか……」




　──誓う、という最後の言葉だけが、でてこなかった。




　なかなか誓句が唱となえられないのをいぶかしむ声がそこここであがり、立太式式場内が騒そう然ぜんとするなか、エイジェルステット公の機転によってその場はなんとか切り抜けられたが、あとでエリーザベトはこってりと絞しぼられることになる。

　だが、あのとき、どうしてもその「誓う」という言葉だけは口にできなかったのだ。




（──すっごーいっ！）




　ひとに定められいわされた誓いを、ねえやは褒めてくれないだろう。




（その立てた誓いが、おまえをよき王の道に進ませるよう、こころから祈る）




　こころにもない誓いは、おじいちゃまが祈るように、よき王の道には進ませてくれないだろう。




　異国の王妃が国民に誓ったという『ななつの誓い』。







　──わたしは、誰に、なにを誓うのだろう？
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　恐ろしくあわただしい一ヶ月半だった、とあらためてセットは思う。




　国内唯一の貿易港アルーンで、エリーザベトとアルノルトに出会ったのが、先月──八月の中旬のことだった。

　それから、なぜかともに王おう都とエリングマルクへの帰途についていたが、立ち寄ったナンセン村でパン職人ヨナタンの娘アネッテの誘ゆう拐かい事件に首を突っ込み、アルーンへ引き返す羽目に。

　そこでアネッテ救出のついでとばかりに人身売買組織の大おお本もとをぶっ潰つぶしたあとで、落ちつく間もなく別れたのが、同月下旬。

　そのあと、エリーザベトやアルノルトがどうしていたのかは知らないが、セットに関していえば、その別れの翌日に隣国ブリクセンのちいさな町の酒場で、リドホルム入りをしようとしている商人一行と出会った。

　ハルネス出身の豪商ブロル＝ケイと、その用心棒ビョルン、モーエンス、イクセルという四人組である。

　気さくな彼らとセットは、すぐに意気投合。四人目の用心棒として雇やとわれ、ハルネスを目指し辿たどりついたのが今月上旬のことだった。

　だが、そこで待ち受けていた不運──贋にせ金がねを使った罪で逮たい捕ほ、一週間の投とう獄ごく生活、古ふる馴な染じみフーゴの捕ほ縛ばくなど──を乗り越えて、セット自身の拠点である王都に戻ってきたのがつい十日まえ。

　おまけに一週間まえには、エリングマルク最大の色いろ街まちエレン通りでアルノルトと、そのなかの高級娼しよう館かん《気まえのいい花嫁フエネロース・ブルードグム》でエリーザベトと合流してしまうのだから、セットでなくても、それは偶然ではなく、なにものかの思おも惑わくが働いていたのではと疑ってしまうだろう。

　そのうえ昨今のエリングマルクを騒がせていた『逃がし屋』『運び屋』なるふたり組が、実はどちらもがセットの古馴染みで、《気まえのいい花嫁》で働く身み請うけ目前のメルタと、先にセットが逮捕したフーゴだと知ってしまってはのんきにかまえてはいられない。

　五日に渡る建国祭に王都中がにぎわうなか、ふたりの隣国への逃亡の手助けをし終えたのは、つい昨日のことだった。




　だからといって、あわただしさが落ちついたわけではさらさらない。




　国を捨て恋人と生きることにしたフーゴに、別れ際ぎわセットは頼まれごとをしてしまった。セットはそれを遂すい行こうするために、またしても王都を離れなければならなくなっていたのだ。

　しかし今度はエリーザベトとアルノルトだけでなく、どうしてどうして、ハルネスで別れたはずのブロルたちとも再会していた。気のいい傭よう兵へいたちは、フーゴの依頼内容を聞かせると、雇用主であるブロル＝ケイの許可を得たうえでなら、と協力を申しでてくれた。フーゴの逮捕に一枚嚙かんでいた罪悪感があったのだろう。

　おかげで、『灰色の街』と渾あだ名なされる王都エリングマルクが、年に一度色彩にあふれかえる祭りの日々を惜しむようひと晩中続く騒ぎのなか、彼らは早はや々ばやとそれぞれの場所──セットとアルノルトはセットの下宿、エリーザベトは劇団《森スコのーグア・テザイスミテル》の本拠地、三人の傭兵と商人ブロル＝ケイは宿──で眠りにつく猶ゆう予よがあった。

　そして朝を迎え、ごそごそと起きだしては、昼まえにはブロルたちが泊まっていた宿が併設する食堂に集合し、強制労働所に収容されているフーゴの協力者ペーテルを救いだす計画を立てるつもりだった。

「──さあ、ここはわたしのおごりだよ、遠えん慮りよなく、好きなものを好きなだけ注文しておくれ！　これからの冒険の腹ごしらえといこうじゃないか！」

　祭りも終わり、日常がふたたびはじまったいま、昼の食事をわざわざ店にきてまで食べる人間は少ないのだろう。朝や夜、宿泊客や仕事帰りのものを多く取り込むために広く造られた店内に、ひと影はまばらだった。

　そこへどやどやと押しかけて、エリングマルクでの取引がうまくいったらしいブロル＝ケイがそう告げたために、彼らのテーブルのうえは、またたく間に賑やかになる。

　混合麦とライ麦のパンは籠かごいっぱいに積まれ、何種類かのニシンや肉の酢漬け、こけももジャムを添えた肉団子、茹ゆでたジャガイモといった定番料理の大皿が豪ごう快かいに並んでいる。

　エビやら豆やら野ばらやらのスープ類は各人が注文したものでそれぞれが確保し、飲のん兵べ衛えのビョルンのところには焼しよう酎ちゆうとつまみが、エリーザベトのまえには、ディルといっしょに茹でたザリガニ（これのみセットの自腹で持ち込み）があった。

　──こういう金の使いかたをするから、ハルネスのときみたいに、金がないなんてことになるんじゃないのか？

　昨日のうちに、以前もらえなかった護ご衛えい代だいをイロをつけて渡されておきながら、セットは思う。

　ブリクセンでブロルに雇われてからハルネスに辿りつくまでのあいだ、セットはずいぶん楽な旅をさせてもらった。そのことについては、とても感謝している。

　ゆえに、そのあとのことも恨みに思うつもりはまったくないが、ハルネスにつき、商談を成立させたブロルから支払われた護衛代が、なんと贋金だったのだ。

　おかげで役所の地ち下か牢ろうに一週間も拘こう留りゆうされた。

　地下牢からは、みずからも贋金を摑つかまされたことに気づいたブロルに助けだしてもらったが、そのときブロルの手元には、あらためて報ほう酬しゆうを支払えるだけの金がなかったのだ。ハルネスまでの道中で、宿も食事も贅ぜい沢たくをしたせいだ。

　おかげでセットは結果として無報酬──ただ働き。

　すぐさま別の仕事にありついて──古馴染みのフーゴを捕らえることになったそれはかなり後味の悪いものであったが──、下宿の家や賃ちんを払い、剣をメンテナンスにだし、ついでに慈じ善ぜん院いんに募金までできたが、

　──あの道々の贅沢を慎つつしんでいればなァ……。

　とはいえ、食事を口に運ぶ手をやすめるつもりはさらさらないが。

「──落ちついたところで、詳しい話を聞かせてもらえたらと思うんだけどね。セット、そのペーテルってひとはなにもので、どうして助けにいく必要があるのかな？」

　肉の酢漬けを豆のスープと味わいながら、贅沢もののブロルが尋たずねる。テーブルを囲む七人のなかで、唯一なにも知らないのが彼なのだ。

　セットは、半分に切ったパンのうえにニシンの酢漬けを載のせて、ザリガニと格闘している右隣のエリーザベトのほうに押しやると、

「そうか、あんたにはいってなかったな。ちょうどいい、みんなも状況のおさらいに聞いていてくれ」

　と話しはじめる。

「エルサとアルには昨日ちらっとだけ話したが、ペーテルというのは、ブリクセンとの国境近くの村で『運び屋』の手助けをしていた老人なんだ」

「はい、質問！　『運び屋』ってなんだい？」

「あー、そこからか」

　商売人というのは、機を見て商品の売買をするためにすぐれた情報網を持ち、世せ俗ぞくのことに長たけていると思っていたが、なかには例外もいるらしい。

　思わず助けを求めようと視線をむけた『運び屋』のことを実際に知っている五人は、目のまえのものを片づけるのに必死だ。聞いてもいない。

　セットはためいきをつき、ブロルのためだけに簡単に説明する。

「ここエリングマルクで、スリやかっぱらいといった冬場の軽犯罪者や、娼しよう婦ふとその恋人を逃がすのにひと役買っていたふたり組がいたんだ。ひとりは『逃がし屋』といって、こっちが逃がす算段をつける。そしてもうひとりが『運び屋』といって、文字どおり、エリングマルクからブリクセンの国境付近までその娼婦や軽犯罪者を連れていき逃がしていたんだ」

　リドホルムは法ほう治ち国家である。

　よって、日常にさまざまな法律が適用されているが、こと犯罪に関しての処罰はとにかく厳しい。

　他国においてはせいぜいが鞭むち打うちや数日から数ヶ月に渡る拘留程度の刑罰ですむ軽犯罪だったとしても、リドホルムではよくて強制労働所送り、悪くて鎖さ刑けいという、鎖に繫つながれ、船の底で櫂かいをこぎ続ける死と隣り合わせの罰則があたえられるのだ。

　もともと、そこまで厳しい刑罰に処されるものは少なかったという。

　一年のほとんどを雪に閉ざされてしまう国内で罪を犯すものは、生きるために必要に駆られてという場合が多い。

　そのため被害者のほうでも、ある程度はしかたがないものだと考えあきらめる余裕があったからだ。

　だが、四十年ほどむかし、エリーザベトの祖父である第七代国王エーリクが玉座にあったおり、ならずものたちの襲しゆう撃げきを受け、殺されかけたことがあった。

　それがきっかけで、エーリク王は、盗とう賊ぞくや街かい道どうに行きかうならずものたちを一いつ掃そうする制裁をはじめたのだ。

　捕らえたものには、強制労働に鎖刑、処刑といったありとあらゆる罰則をあたえた。寒さや飢えから思わず犯罪に手を染めた他国からの難民ですら、容よう赦しやがなかった。国内から犯罪者あるいは犯罪者予備軍のすべてを消し去るまで、死神の斧おのを振るいまくったのだ。

　やがてエーリク王は亡くなり、厳しい罰則だけが残った。

　だが、二、三年おきに起こる《鉄の冬ヤーン・ヴインテル》は、どんなに誠実な人間であろうと、簡単に道を踏みはずすきっかけを作っていく。

　耕たがやすべき畑が凍りつき、作物を育てられない。小麦や食料の値段が高こう騰とうし、満足に食べられなくなる。住すみ処かを失い、寒さに凍こごえ、街道をさまよう。




（そんなときに、目のまえに無造作に林りん檎ごが置かれていたとしましょう。つやつやとして、すごくおいしそうです。ひとは、誰もいません。そこにいるのはあなたひとりです。もう一週間以上も、なにも食べていないあなたひとり）




　以前、天才密猟者はそんなふうにたとえ話をした。




（林檎を盗んで死ぬか、林檎を盗まずに死ぬか。その二択しか与えられないのが、この国の貧しい者の現状なのよ）




『逃がし屋』である娼婦は、そんなふうに断定した。

　だから、王都の人間は、義ぎ憤ふんに駆られた『逃がし屋』『運び屋』のことを──、

「──『エリングマルクの英雄』といっていたみたいだが、聞いたことはないか？」

「わたしはあまり王都には立ち寄らないんだ」

　と、どこまでもマイ・ペースにブロルは応じる。

　セットはかまわないことにした。

「そうか。じゃ、本筋に戻すが、この『運び屋』というのが、実はおれの下宿の隣人だったんだ。ほら、ハルネスで、役所の牢からだしてくれたとき、あんたが教えてくれた『捕りものをするから腕うでの立つのを集めてる』、ってアレ。アレで捕まえた相手だったんだよ」

「ということはだ、セット。きみは、きみの知りあいを役所に突きだしたってことかい？」

「……」

　ブロルのあまりに遠慮のないものいいに、さすがにセットも押し黙る。

『運び屋』フーゴはただ知りあいだっただけではない。セットの昔馴染みの娼婦メルタの恋人でもあったのだ。

　それを知っているアルノルトが、エリーザベトのむこう側でくすくすと笑っている。

　あいだのエリーザベトのあたまのなかはザリガニでいっぱいなのだろう、反応がない。

　セットは手を伸ばしアルノルトから蜂はち蜜みつ酒しゆの入ったコップを奪うと、

「まァ、そういうことだ」

　と中身を飲み干す。

「あ──っ、なにするんだよっ！　きみのぶん、ちゃんとあるじゃないか!!」

「笑うからだ。……いろいろあったが、一応『運び屋』は助けだしたし、それなりのフォローはさせてもらった。ペーテルの救出っていうのは、そいつからの頼みなんだよ」

「もうっ！」

　今度はアルノルトが身を乗りだすようにして、セットのまえにある蜂蜜酒のコップを奪い取る。

　それを予想済みだったセットは、目があったウェイターに蜂蜜酒ふたつを追加した。ブロルの金銭感覚に不安を抱いだいたばかりだが、テーブルいっぱい料理を並べておいて、遠慮するのもいまさらだろう。

　実際ブロル＝ケイはたいして気にしたようすもない。

「ふぅん」

　と応じておいて、自分もさらにほうれん草のスープを頼んでいた。

「でもサ、セット。ペーテルを助けにいくのはわかったんだけどサ、ペーテルがどこに収容されてんのか、知ってんの？」

「どういうことだ、イクセル？　労働所は普通、領地にひとつあるかないかだろう」

「ほら、いま自分でいったじゃないか、普通、って。マイエル伯領ハルネスは、普通じゃないほう、例外的に三ヶ所、強制労働所を持っているんだよ。そうですよね、ブロル」

　イクセルの代わりにセットの疑問に答えたアルノルトは、このなかでもっともハルネスに詳しいだろうブロルに確認する。

　これにはブロルも頷いた。

「ハルネスは、リドホルムきっての鉄の産地だからね。鉄を掘りだす重労働は、犯罪者の懲ちよう罰ばつにむいているのかもしれないね、国益にも繫がるし」

「リドホルムの鉄の産出量は、わしの祖国ブリクセンに次いで多いのだぞ、セット」

「へェ、そりゃすごい」

　七人のなかで唯一外国籍を持つモーエンスが、髭ひげをしごきながら、突きでた腹を揺らして自慢する。

　そのことを知らなかったセットは、素直に感心した。そのときだった。

「──エルサ！」

　鳥のさえずりのような軽やかな女の声が、広々とした店内に響き渡る。

　声のほうを見れば、劇団《森スコのーグア・テザイスミテル》の衣装のうえにマントを引っかけただけの娘が、つかつかとこちらへ歩み寄ってくるところだった。

　剝むき身のザリガニを口に突っ込んだばかりだったエリーザベトは、娘の姿を認めると、あわててそれを飲み込んだ。

「こんにちはヘイサン、シュティーナ」

「こんにちは、エリーザベト。こんにちは、セット、アルノルト。商人さま、傭兵の皆さま。ご歓かん談だん中申し訳ないのですけれど、この子に急用がございますの。引き取らせていただいてもよろしゅございます？」

　有無をいわせぬ笑顔で《森のアザミ》の娘はそういうと、誰の許可も得ぬまま、座っているエリーザベトの腕をがしっと摑つかむや否いなや引き起こし、引きずるようにして店の外へと連れだしてしまった。

　あまりの強引さに、残されたものは思わずぽかんと口をあけてそれを見送っていたが、

「……なんだ、あれ」

　それ以外になんとも述べようのない感想をイクセルが漏もらしたとき、セットとアルノルトは吹くようにして笑いだした。

　娘のようすから、どうやら劇団《森のアザミ》ではないところ──エリーザベトの『本職』あたりで、なにやら急用ができたのだろう。

　あたりまえのように彼らとテーブルを囲んで、食事をしながら、ペーテル救出計画に参加していたエリーザベトだったが、彼女はまさにこの国の王女なのである。

　貿易港アルーンでゴロツキにかどわかされそうになったところを救って以来、ちょこちょこ行動をともにしたが、本来ならセットのような傭兵風ふ情ぜいが気安く口を利きいてはならない相手だったのだ。ごく自然に忘れていた。

　ひとしきり笑ったあとで、アルノルトと顔を見合わせ、

「……まァ、あれで王太子クローン・プリンセツサンだしな」

「だったね」

　と、また苦笑する。

　が、それを聞き咎めたモーエンスとイクセルが、椅子をひっくり返す勢いで音を立てて立ちあがり、異い口く同どう音おんに叫ぶ。

「いま、なんといった、セット!?」

「うん？」

「いまサ、あんたサ、王太子、っていったよな？　王太子、って……」

　イクセルが、青ざめた顔をして指で自分の後方を差し示す。

　その方向にむかってエリーザベトは連れていかれたが、そちらには王城トリーヴァルトがあるのだ。

「あんたたちなら、かまわないか。あいつの名まえは、エリーザベト・リリー＝アレニウス。われらがリドホルム王国の未来の支配者さまだ」

　途端モーエンスとイクセルの口から、苦悩の呻うめき声があがった。

「なんてことだ！　あのザリガニ娘のなかに、わがブリクセン王室の血が流れているとは!!」

「王太子っていったらサ、王女のことだろ？　王女ってサ、こう、たおやかでサ、しとやかでサ、はかなげでサ、ザリガニなんか食わねーよな!?」

　よもや、昼に店のまえで集合したときセットにむかってザリガニを催促し続けていた少年のような少女が王位継承者だなどと、思いもよらなかったのだろう。

　自分にも覚えがあるので、セットは苦笑するにとどめた。

　だが、骨格だけで女であることを見抜き、「愛いとしのエルサ」とエリーザベトのことを呼ぶアルノルトは、ちょっとむっとしたようだった。

「なんてこというんだよ。失礼だよ、きみたち」

「そうはいうけどサ！　アレを見て、どこの誰が王女だと思う!?」

「そうだとも！　王女というものは、可か憐れんで清らかな存在でなくてはならんのだ！　ザリガニなど食ってはならんのだ!!」

「モーエンスのは偏へん見けん！　イクセルのは目が節ふし穴あななだけじゃないか!?」

「なんだと!?」

　それをきっかけにぎゃあぎゃあと口論をはじめた三人をあたまの痛い思いで眺ながめていたセットだったが、ふと、気づく。

　あいかわらずぽかんと口をあけたまま、エリーザベトと《森スコのーグア・テザイスミテル》の劇団員が去っていったほうを見ている真正面のブロルはともかく、左隣のビョルンがまったくなにごともなかったかのように、ひとり、おだやかに焼酎をすすっていたのだ。

「……ビョルン、あんたは動じないんだな？」

　セットの問いかけに、ビョルンは、隻せき眼がんを懐なつかしむように歪めた。

「あまりにもきれいな紺こん碧ぺきの瞳ひとみだったからの。ムシコ人の先祖がえりが多い王家の血を引いているんだろうとは想像ついたのよ。……さすがに、王太子とまでは思わなかったがの」

「──！」

　それこそ、セットにとっては思いがけない言葉だった。酒びたりのビョルンが、そんな観察力を持ちあわせていたとは！

　ビョルンは老兵だ。歳も六十に近いだろう。十代、遅くとも二十代から傭兵として生き延びてきたすごさをそこに見た。

　セットはいった。

「焼酎のおかわりはどうだ？　おれがおごる──よ？」

　と、同時に三人のいい争いがピタリととまった。ブロルのひとのいい顔がふと警けい戒かい心しんをあらわにする。ビョルンの隻眼に、醒さめた光が灯ともる。

　セットは、振り返った。

　いつのまにかそこに、質しつ素そだが上品なコートに身を包んだ青年が立っていたのだ。

　長年傭兵として生きてきた人間がこれだけ揃そろっていながら、セットが背後を取られるまで、誰ひとりその存在に気づいていなかった。

　──なにものだ、こいつ……。

　内心の焦あせりを隠し、青年を見る。

　青年は、おのれにむけられる警戒をものともせず、優雅に一礼してみせた。そうしておいて、セットに問いかける。

「──失礼ですが、ユストゥスの息子セットどの？　ノイマン通りにお住まいの？」

「……なんだ？」

「当方の主人が、貴き殿でんにお会いすることを望んでおられます。ぶしつけなのは承知しておりますが、どうかこのままご同行を」

「立派な馬車でおれを迎えにこさせるような金持ちに知りあいはいないんだが」

　店のまえで、入り口をふさぐようにおおきな馬車が停とまっている。先ほどまではなかったものだ。この青年が乗ってきたに違いない。

　青年は否定しなかった。

「主人の名は、ミカル＝カールフェルトと申します。この名まえにご記憶は？」

「あ」

　った。

　アルーンの酒場《怠けものの犬ラート・フンド》で、早朝に出発の準備を手伝ったらやたらと気に入られ、王都に戻ったときには連絡するように、といってくれた商人だ。
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　アルノルトには下宿に帰っておくよう伝え、三人の傭兵とブロル＝ケイにはまたあとで落ちあうことを約束して、セットは馬車に乗り込んだ。

　豪ごう奢しやな馬車の窓から見る建国祭が終わったあとの王都エリングマルクは、ひと晩あけただけだというのにずいぶんとくたびれていた。

　通りという通りにぎゅう詰めになって並んでいた露ろ店てんはすでになく、旅芸人の一座も雪が降りだすまえに次の公演場所へ移動したようだ。

　遠方からの観光客は疲れきった顔でおおきな荷物を引きずりながら乗のり合あい馬車を待ち、市民は溜たまっていた仕事や家事労働に億おつ劫くうそうに取りかかっている。

　元気なのはこどもと野の良ら犬いぬばかりで、冬の午後の薄い光を惜しむように駆け回り、そこここで喧けん嘩かをしている。

　──平和だ。

　彼らはまだ『エリングマルクの英雄』が、この街を去ったことを知らない。

　つまらない事件で鎖さ刑けいとされたものや、身分違いの恋に命を捨てることさえ考えた恋人たちを隣国へと逃がしていた『エリングマルクの英雄』の『逃がし屋』メルタと『運び屋』フーゴが、自分たちの恋のためにブリクセンへと逃亡したのは昨日のことなのに、もうずいぶんまえのことに思えてしまう。

　ふたりがいなくなったことで、第二、第三の『逃がし屋』があらわれるまで、しばらくこの街は、また泣かなくてもいいひとが泣き、苦しまなくてもいいひとが苦しむことになるだろう。

　だが、ひとまず世間は表面的には平和で、くたびれていて、こどもと野良犬が元気だ。元気なこども。エリーザベト。

　──王宮からの急用って、なんだろうな。

　別れの挨あい拶さつも再会の約束もしないまま、《森スコのーグア・テザイスミテル》の劇団員に連行された、エリーザベトについて思う。

　短い赤毛に、百人並みの容よう貌ぼう、肉づきの薄いからだは、どこから見ても少年そのものだった。アルーンでの夜、彼女自身に名乗られるまで男だと思い込んでいたくらいには。

　しかし、短い赤毛に豊かに波打つかもじを足し、四し肢しに華はなやかなドレスを纏まとい、ちいさな顔に瞳の紺碧が映はえる化け粧しようを施ほどこしたとき、エリーザベトはひとりの妖よう艶えんな美女へと変化することをセットはもう知っている。

　どういう偶然か、セットのまえでのみ閃ひらめくその笑顔が、こころを震ふるわせ、呼吸を奪うほどうつくしいものであることを、知りすぎるほど知っている。

　──おれの、『運命の女』。

　幼い頃に旅の占術師から、彼はいつか、『神は跪ひざまずき、悪魔ですら魂を捧ささげる』『笑顔のうつくしい女のために、剣を捧げることになる』と予言を受けたことがある。

　十中八九、エリーザベトがその『運命の女』なのだろうとは思う。

　だからといって、『運命の恋の相手』ではないはずだ。

　メルタはいった、エリーザベトはセットに気があるのだと。メルタ自身は幸せにできなかったが、エリーザベトを幸せにはできると。

（──セット）

　セットの名を呼び、はにかんだように笑うエリーザベトは、いつもの淡黄色のコートに裾すそのはみだした紫紅色のウールのズボンといったいでたちではなかった。

　長い赤毛にちょこんと乗せられているのは冠状の帽子で、真っ白なシュミーズと複雑な文もん様ようが刺し繡しゆうされたベストを着ていた。珍しく深しん紅くのスカートを穿はいていて、そのうえに重ねた純白のエプロンが目にまぶしい。腰に巻かれた飾り紐ひもにはアレニウス王家の花紋・紅薔薇ロード・ロースの模様があり、ひと目で、特別な衣装だとわかった。

　──そうだ、特別な衣装なんだ、これは。

　それをエリーザベトが、思いがけずかわいらしく着こなしていて、セットは満足する。

（なかなか似合うじゃないか、そういう格かつ好こう。いつもそれを着てればいい）

　照れ隠しもあってからかうようにいってやれば、エリーザベトはぷぅと頰を膨ふくらませた。

（ばかをいえ。これは一生に一度しか着られない衣装だ）

（わかってる、二度は着させるか）

　セットの言葉に、彼女はまたしても微笑ほほえむ。

　いつ見てもうつくしい笑顔だとつられて笑い返したとき、ふとセットは疑問に思った。

　──こいつ、こんなに笑う女だったか？
















　瞬間、激しい衝しよう撃げきがからだを揺さぶり、セットは目を覚ました。馬車の心地ここちよい揺れに、転うたた寝ねをしていたようだ。

　むかいに座っていたカールフェルト家の遣いが、目があうと、にっこりと隙すきのない笑顔を浮かべる。

「お顔が楽しそうでした。よい夢をごらんになっていたのですか？」

「あ、ああ、まァ……」

　にやけた寝顔を見られていたことが気恥ずかしく、曖あい昧まいに返事をして顔を窓の外にむける。

　生命を失い乾燥した木々の葉が、時折吹く風に、はらはらと身を躍おどらせているのが見えた。すでに葉を落としきって、細々とした枝ばかりを冬の曇どん天てんへと伸ばしている樹木ばかりだ。

　暦こよみのうえだけではなく、名実ともに冬がきたのだ。

　セットは、景色を楽しんだあとで、ふと我に返った。

　──うん？

　遣いの言葉を思い返す。

　──よい夢？

「う、うわあああ──ッッ!!」

　自分の潜せん在ざい意識が見せたありえない妄もう想そうに、セットは思わず悲鳴をあげた。

　夢によく笑うエリーザベトがでてきただけでも正しよう気きの沙さ汰たではない。なのに、夢のなかの彼女が纏まとっていた衣装といったら！

　──結婚式の衣装だと!?

　リドホルム王国の伝統的な婚礼の衣装だったのだ。

　それを着たエリーザベトを、セットは満足げにみつめていた。照れ隠しに軽口を叩いたりもした。それだけではない。

　──二度は着させるか、だと!?

　夢のなかの自分は末すえ恐おそろしいほどトチ狂っていた。

　とっさに馬車の窓枠にあたまをぶつけ、ありえない、しかもやたらとリアルな妄想の数々を追い払おうとするが、

「……ど、どうかなさいましたか？」

　遣いが若じやつ干かんとまどいぎみに尋ねてくるその声に、なんとか自分を取り戻す。

「す、すまん、なんでもない……」

　それに手を振って応じるが、いまの自分はどう見てもなんでもないようには見えないだろう。

　顔は赤らんだり青ざめたりしているかもしれない。脂あぶら汗あせさえ浮かんでいるようだ。心臓がばくばくしていて、耳元で血液がすばらしい勢いで流れているのが聞こえる。

　──ありえないあるはずがないあってたまるか、あんなこと！

　深呼吸を繰り返し落ちつくと、そこでようやくセットは、窓から見える景色が先ほどと変わっていない──馬車が動いていない──ことに気がついた。

「……？」

　彼が窓の外を確認するように覗のぞいたのを、遣いの青年は察したらしい。

　こほんとひとつ咳せき払ばらいをして、完かん璧ぺきな笑顔でいった。

「つきました」

　セットは二度と青年の顔が見られそうになかった。




　ミカル＝カールフェルトという商人の家は、すでに家と呼ぶのがはばかられるほどの大だい邸てい宅たくであった。

　積雪対策に玄関が二階にあるのは、どの家とておなじである。

　しかし、馬車を降りたあたりから、ひとが十人並列してのぼってもまだ幅に余裕のありそうな階段が、ゆるやかな勾こう配ばいを描いてその玄関まで続いている屋敷にはそうそうお目にかかれない。

　簡単にいえば、玄関まえに巨大なテラスが張りだしていて、そこに階段がくっついているだけなのだが、なにせ規模が違いすぎる。

　屋敷のほうも屋敷のほうで、鳥が羽を広げたかのように玄関を中心にして左右対称に造られている。その広さは、屋敷の両端が、セットの視界におさまりきらないほどだ。

「……」

　ミカルは隠いん居きよの身だと聞いていた。隠居爺じじいが住むのがこれだとしたら、現当主が住んでいる本邸はどれほどのものなのだろうか。王城トリーヴァルトですら霞かすみかねない広さなのかもしれない。

　王都の暮らしが長いとはいえ、セットの根は田舎ものである。飲まれているうちに、客間に案内されていた。

　ちりひとつない、掃き清められた絨じゆう毯たんが床を覆おおっている。壁紙やカーテン、調度品はすべてやわらかい色合いに統一されていた。

　壁にかかった絵とおおきな窓から見られる光景に季節のずれはない。それでも見るものに寒さを感じさせないのは、火があかあかと焚たかれている暖炉のせいだけではないだろう。

　暑すぎもせず、寒すぎもせず。屋敷で働く使用人が、この部屋に招かれる客が過ごしやすい室温を保たもつために、視覚的にも気を遣っている証拠だった。

　セットの傭兵という身分を考えれば、この場合、使用人の控ひかえの間まあたりに通されるのが常識である。だが、そこを敢あえてちゃんとした場所に案内されている時点で、セットは自分の扱いがなにやら分不相応なものになっていることに気づき、尻しりがむず痒くてしかたがない。

「……」

　落ちつかないのと、ミカルがやってくるまでのあいだ手持ち無ぶ沙さ汰たなのとで、室内を軽く調べてしまう。ちょっとした職業病だった。

　暖炉のマントルピース、壁にかけられた燭しよく台だい、重厚なテーブル。

　触れば手て垢あかがつきそうなほど磨みがき込まれたそれらに施されたちょっとした細さい工くを見つけ、セットは、首をひねる。

　──花紋？

　そこへ、

「やっときてくれたか。この１ケ月半ものあいだ、きみがいつ、わたしのもとを訪ねてきてくれるか、楽しみに待っていたのだよ」

　見事な銀髪の老紳士ミカル＝カールフェルトがあらわれたので、ひとまず客としてぶしつけにならない程度に礼節をとる。

「すみません、バタバタしていたんで」

　戻ったときには仕事を頼むといってくれていたが、セットがエリングマルクに帰ってきたのはたった十日まえのこと。そのうち四日は『逃がし屋』と『運び屋』を逃がすことで完全に潰れていたのだ。バタバタしていたといっても、噓うそではない。

　ミカルはそのことを知っていたのか、鷹おう揚ように笑う。セットに握あく手しゆを求めるように手を差しだしてきた。

「しかし、いまこうやってきてくれたのだ、長く待たされたことは不問にしよう」

「ありがとうございます」

　礼をいいつつ手を握り返すと、てらいなく左手で背を軽く叩かれた。

　アルーンでは早朝の薄うす闇やみのなかで接したこともあり、この気さくな態度から商人だとばかり思っていた。だが、こうして見ると、エリーザベトよりよっぽど貴族めいた雰ふん囲い気きをかもしだしているのがわかる。

　着ているコートやズボンは一見質素だ。しかし、よく見れば金をかけているのがじゅうぶんにわかるほど、拵こしらえも布地も上等だった。抑おさえた色調が頭髪の銀と瞳の濃い青──それはすでに紺碧と呼ぶほうがふさわしい深さの色──を際立たせている。

　──ビョルンなら、どう判断しただろう。

　この老紳士をただのムシコ人の先祖がえりと取るだろうか。それとも上流階級の人間しか持つことを許されない姓を持つ以上、王室関係者とみるだろうか。

　セットは暖炉をちらりと見て、そのマントルピースに刻まれた紋章の花を心中でつぶやく。

　──石ネイ竹リカ、か。

　セットの謝罪を受けて、満足げにうんうんと頷いた彼は、セットを暖炉のそばの長椅子へと案内しながらいった。

「で、単刀直入に聞かせてもらう。ユストゥスの息子セット、きみはちょっとばかり厄やつ介かいな仕事の依頼を受けるつもりはあるかね」

「……厄介な仕事……？」

　馬小屋を掃除するついでに出立の準備を手伝っただけで、目が飛びでるほどの高額チップを、いとも簡単に支払った男の依頼だ。完かん遂すいすれば、フーゴを捕らえたとき以上の報奨金が手に入るだろう。

　一瞬こころが揺らいだが、ペーテル救出の件がある。

　──『忠誠と礼節』が騎士の謳うたい文句なら、『義理と情け』が傭兵の代名詞だ。

　セットは断った──断ろうとした。

「それが、いま……」

「──そのつもりで来てくれているのだったな、愚ぐ問もんだ。よろしい、実は仕事を依頼したいのはわたしではなくて、知人なのだ。ウルフ、引き受けてくれるようだ、入れ、説明したまえ。ウルフは、ちょっとした身分の人間で、そうそう自分で動き回れない。それで、わたしに相談してきたのだ、自分の代わりに動ける人間はいないかと。そこで思いだしたのがきみだ。一度ちょっとばかり面識を得た程度だ、どれだけ動けるかは実際のところわからない。でも、手際のよさや気働きぐあいから、あたえられた仕事をこなすのに必要なだけのもの──金や人材、ちょっとした融ゆう通ずうもだね──を揃えてやれば、きちんと成果をだせる人間だとわたしは判断した。違うかね」

　初しよ見けんでそれだけの評価をしてくれたことには感謝したいし、よっぽどのことでもないかぎり期待には応こたえられるとセットも思う。だが、

　──引き受けるなんざひとこともいってないぞ!?

　おのれの意思が通らなかったことが一度もない。そんな環境で生まれ育った人間独特の強引さで、セットに断る機会もあたえず、ミカルは彼とおなじぐらいの年頃の男を部屋に招き入れると、自分はさっさと革かわ張ばりの椅子に腰をおろす。

「……おまえが、ユストゥスの息子セットか」

　眼光の鋭い、見事な髭ひげを蓄たくわえたウルフという老紳士は、入るなりセットを値踏みするように視線を走らせる。

　──うん？

　その目の色もまた、深く濃い青──重い雪雲が晴れたその一瞬に見られる夜空の色。紺碧。

　王都エリングマルクで、こうも立て続けに紺碧の瞳を持つ、あからさまに身分の高そうな男を見ると、いやがうえでも考えてしまう。

　──やっぱり王室関係者か？

　つい表情がいぶかしむものになってしまったようだ。老紳士の眼光がますます鋭くなる。

「生まれて二十年もたってない若造が、年長者にむける顔としてはどうだ？」

「悪いんですがね、真冬の頃に二十歳になります。それより、六十を越えられたような立派な御ご仁じんが、初見の若造にかける第一声として、それはいささかおとなげなくはないですかね」

　ウルフというのが、偽ぎ名めいであるのはすぐにわかった。

　名を偽いつわってまでここに来るのだから、よっぽど名の知れ渡った御仁なのだろう。

　だが、ミカルの言葉が事実であれば、ウルフは依頼者であり、セットはその依頼を引き受けるかどうか選ぶ側の人間だ。立場は平等だ。いやむしろ、セットのほうが若干優位に立っている。

　昂こう然ぜんといい返したセットに、ミカルが楽しげに援えん護ごする。

「いうな、ユストゥスの息子セット！　ウルフ、悪いが、わたしは彼の肩を持つ。早く話をしたまえ」

　ミカルとウルフのあいだにも、多少なりとも上下関係が存在するらしい。

　どういうわけか自分を高く買ってくれているミカルが、ウルフよりも立場が強いことに、セットはほんの少し気分がよくなる。

　とはいえ、

　──依頼を受けるといったわけじゃないぞ!?

「あの──、」

　仕事の内容を聞かされてしまうと、以降断るチャンスはないだろう。

　そう思ったセットは、あわてていま依頼を受ける気はないのだと告げようとした。しかし、ウルフが内容を口にしたほうが、ほんの一瞬早かった。

「鋳貨偽造犯を洗いだせ」




　果たしてそれは、セットに辞退の言葉を飲み込ませるのにじゅうぶんなものだった。
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　侍じ女じよが運んできた茶が、優美なティー・カップのなかで、ほんのりと白い湯ゆ気げと香こう気きを漂ただよわせている。

　ミカルはテーブルのうえに置かれたそれに手を伸ばし、ついでとばかりに椅い子すと茶を勧すすめてくる。

　断る理由もないので素直に従い、少し熱めの茶を口に含んだときだった。

「……どう見る？」

　ミカルが問うてくる。

　ティー・カップ越しに視線をあげれば、ミカルは実に楽しげににやにやと笑っている。

　いまはもう帰ってしまい、ここにはいない件くだんの傭兵のことを訊かれたのだとわかり、ウルフことヨーン＝エイジェルステットは舌打ちしたい気分になる。

　そこを敢あえて問い返す。

「どう、とは？」

「彼が、われらが姫君、エリーザベト殿下の恋の相手としてふさわしいか否かだ。いわないでもわかるだろう、そんなこと。もしや不ふ愉ゆ快かいがすぎて、思考回路が凍結したか」

「……」

　ヨーンは、答えなかった。

　昨日エリーザベトからとんでもない手紙を受け取って、セットとはなにものだと大騒ぎしているときにふと思いだしたのが、ミカルの話だった。

　エリーザベトと劇団《森スコのーグア・テザイスミテル》がアルーンを訪れていたのとおなじ時期に、仕事でやはりアルーンへ赴おもむいていたミカルが、宿屋で非常に気持ちのいい青年と出会ったといっていたのだ。

　ミカルも、ミカルの娘も、男児に恵まれなかった。

　そのこともあって、優秀な青年を手元に集め、教育を施し、国政に送りだすのを老いの道楽としていたミカルが目をつけていたその青年の名がセット。父親の名まえはユストゥスで、出身はムシコ山脈の麓ふもと・ヴァルカーレ地方。現在は王都エリングマルクのノイマン通りに住んでいる。

　歳の頃からなにから共通項が多く気になったのを、《初フオ代スタ》に確認すれば、間違いなくその青年こそがエリーザベトの想いびとであることがわかった。そこで、天敵のミカルにあたまをさげ、セットを呼びだしてもらったのだが。

「どうした、ヨーン。なぜ答えない？」

　ミカルの問いに答えないのは、もちろん思考回路が凍結したわけでも、セットを見てなにも思わなかったからでもない。

　──まずいな。

　人材マニアのミカルが、肩入れするのもわかる。

　──あのむこう意気の強さは、育て甲が斐いがある。

　エリーザベトの恋の相手云うん々ぬんよりも、エリーザベトが王冠を戴いただくそのときに、《賢者の森クローク・スコーグ》のあの天才少年とともに側近として置いておきたいと思ってしまったのだ。

（絶対に、どんな手を使っても、エリーザベトと会わないようにしむけて!!）

　セットと会ってくると告げたとき、女王リリーにそう厳命されたが、守れそうもないな、とちいさくためいきをついた。
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　カールフェルト家をあとにし、下宿のあるノイマン通りまで、行き同様カールフェルト家の馬車に揺られながら、セットは考えていた。

（鋳ちゆう貨か偽造犯を洗いだせ）

　ウルフという男がいったことは、つまり、セットや三人の傭兵たちを地下牢にぶち込んだ真犯人を探しだせ、ということだ。ほかの三人はともかく、セットは一週間も拘置されたのだ。否やはない。

　だが、ペーテル救出の件がある。

（ひと晩、考えさせてもらえますかね？）

　できるかぎり不ふ遜そんな態度でそういって、返事を待ってもらうことにした。

　それを快かい諾だくしたミカル＝カールフェルトの正体は、すでに商人などではないとわかっている。しかし、

　──ウルフとは、なにものだ？

　ミカルとは精神的に多少の上下関係があったようだが、身分的にはほぼ対等だろうと思われる。

　贋金造りの犯人を捜せと依頼してくるということは、役所関係かと思うが、それならば手駒で解決するはずだ。セットに押しつけてくる理由がない。

　それに、あの、

　──紺碧の、瞳。

「……なァ、ひとつ、訊きたいんだが」

　セットは、やはり馬車のむかいに座っていた遣いの青年に問いかけた。二度と顔が見られないと恥じたことなど、この際、無視だ。

　遣いは、ちいさく頷いて、セットを促うながす。

「あんたのところのご主人さまは、うすうすなにものかわかった。だが、あいつがわからない。ウルフ。なにものだ？」

「直接、お伺うかがいにならなかった？」

「訊ける雰囲気じゃなかったんだ」

「それは残念でした。では、わたしのほうからはさる貴い身分のかた、とだけ」

「いえないのか？　いわないのか？」

「先ほどからお顔を拝見しておりますと、なにやらお悩みのようす。ウルフさまの正体を申しあげて、ますます混乱させてしまっては」

「……混乱してしまうような身分の人間だと？」

　遣いの青年は、完璧な笑顔で、ごまかした。

　やがて馬車はノイマン通りの手まえで停まり、セットは礼をいって降車した。馬車はそのまま走り去る。

　この先に用事があるのか、それとも別の通りに入って屋敷へと引き返すのかはわからないが、馬車に刻まれた石ネイ竹リカの花紋がただの円にしか見えなくなる程度に見送った。

　それから、両側に、あちこちが傷いたみ、ひと冬越えられるかどうか不安な建物がぎっしりと並んだ、狭せまく窮きゆう屈くつなノイマン通りを歩きだす。

　その脇をすり抜けるようにして、通りの下宿に住む貧乏な学生や職人の弟子たちが、せわしなく駆けていく。どこかの下宿からは大家が家賃を請求する怒鳴り声が聞こえ、こどもか、赤ん坊の泣き声が響き渡っていた。彼らには、祭りのあとだからといってだらけている暇などないのだ。

　セットは、深呼吸をした。嗅かぎ慣れた生活臭で、肺をいっぱいにする。

　ふと、肩のあたりが妙に強こわ張ばっていたことに気づく。

　慣れない馬車で、慣れない場所に連れていかれ、慣れない階級の人間と会ったことに、少々緊張していたらしい。

　──ザマァないな。

　苦笑して、ボロ下宿に足を踏み入れたとき、ちょうど大おお家やと鉢はち合あわせした。

「おや、セットさん」

「……！」

　条件反射で、からだが固まる。

　枯れ枝のように瘦やせさらばえた老女のこの言葉のあとに続く「今月のお家賃、まだもらってないよ」という台詞せりふに、店たな子このセットはどれだけ怯おびえてきたことか。いや、セットだけではない。隣室の住人だったフーゴも、そのほかの下宿人たちも、みな一様に恐怖してきたのだ。

　ごく稀まれに、「今月はきちんと支払った」というものがあらわれたが、そいつはその時点で勇者となり、店子連中から祝い酒を振る舞われていた。そのくらい家賃を滞たい納のうせずに払うというのは英雄行為だったのだ（どうしてその酒代で家賃を払わないのかは誰も指摘しなかった）。

　セットは、いつもの癖くせで臆おく病びようになってしまった自分を奮ふるい立たせる。

　──滞納していた家賃はすべて払った！　おれはいま、うしろ暗いものはなにもない!!

　こころのなかでそういい聞かせ、挨拶をして、大家の横をすり抜けようとしたら、「ちょいとお待ちよ」と呼び止められる。ありえないことだった。

　──なんだ、なにごとだ、なにかしたか!?

　固まったからだがぎしぎし音を立てそうなのろさで、老女を振り返る。

「……なんすか？」

　だが、老女はセットを見ていなかった。天井に視線を送り、心配そうにためいきをついている。

「最近ね、あんたの隣の部屋の、フーゴさんを見ないんだよ。あんた、知らないかい？」

「……」

「あんたはいつもふらふらしてたから知らないと思うけど、あの子ね、どうやら悪い女に引っかかっちまったようでね。学生なのに、ろくに勉強もしないで、夜なかによく部屋を抜けだしていたんだよ。まぁね、男の子だからね、いろいろあるとは思うけど、アタシャいちおう、親代わりなわけだからね、心配でねぇ」

　老女は、大家としては恐怖の対象ではあったが、だからといって誰ひとり、悪くいう店子はいなかった。

　セットは笑った。

「心配しなくていいんじゃね？　男なんだから、いろいろあるんだよ」

「でもねぇ……」

「どこかで見かけたら、大家さんが心配してた、っていっておくよ。滞納してた家賃抱かかえて、あわてて帰ってくるぜ、きっと」

　だといいんだけどね、と老女はいう。

　ブリクセンで落ちついたら、フーゴはきっとメルタをともなって、老女のもとを訪れるだろう。家賃と、ひょっとすると赤ん坊までいっしょかもしれない。

　老女の心配を取り除くためにいろいろ話してやりたいが、それはセットのすべきことではないだろう。

　暇いとまを告げて、階段をのぼる。

　先に部屋に戻っているアルノルトが、暇をもてあましているはずだ。

　──確か、ハルネスの強制労働所は三ヶ所あったんだったよな。

　そのなかで、ペーテルの収容されている場所がどこかを探るのは、ハルネスの名士であるブロルに手を打ってもらうつもりだった。場所さえ限定できれば、アルノルトと三人の傭兵のちからを借りて、収容所を脱出させることは可能だと思われたからだ。

　──だとすると、問題は贋金犯のほうか。

　まず、組織的になされているのには間違いないだろうが、どこで偽造されているのかわからない。いつ頃に、どこから出回りはじめたのか、場所の特定からしなければならない。

　──これは傭兵の組合や《賢者の森クローク・スコーグ》に頼れるか？

　イクセルが組合で贋金注意の張り紙を見たと以前いっていた。ならば、組合にもそこそこ情報は集まっているだろうし、国内外に協力者やメンバーがいる《賢者の森》も、情報を持っている可能性がある。

　そのとき、一瞬、

　──《賢者の森》自体が鋳貨偽造犯、ってことはないよな……？

　そんな考えがあたまをよぎったが、すぐに首を振って打ち消す。

　──あいつらは《賢者の森》を解放したいだけであって、贋金を偽造して、国を混乱に巻き込むようなことはしないはずだ。

　あいつらといっても直接知っているのはアルノルトだけだが、彼の──多少裏表があるけれど──まっすぐな気性を育はぐくんだ《賢者の森》を、セットは不思議と信頼していたのだ。

　──そうすると、ペーテルの救出と贋金犯の捜索、どっちを優先するか、だな。

　人数はあるのだ、いっそのことふた手にわかれるのもありかもしれない。それらは全員が揃ったところで相談のうえ決めればいいだろう。

　セットはなんとなく簡単に解決できそうな気分になる。

　が、

「……アルノルト？」

　部屋に戻ったとき、帰っているはずのアルノルトがいなかった。寝室も、念のために部屋をでて、共同の風呂や便所のあたりも探したが、見あたらない。

「おかしいな」

　ふたたび部屋に戻ったとき、居間のテーブルのうえに置手紙があることに気づいた。

　アルノルトの達たつ筆ぴつで、




『《賢者の森》から呼びだしがかかった。ペーテルの救出は、みんなとがんばれ』




　と書かれてある。

「……」

　セットは少しばかり、あたまを抱えた。

　──なにはともあれ、ひとまずはハルネスだ。

　気を取り直すと、ブロル＝ケイたちのいる宿へ急ぐことにする。

　セットが贋金を使って捕まったのも、ペーテルが収容されている労働所も、ブロルの出身もハルネスにある。

　──ブロルたちとハルネスに入れば、あとはどうとでもなるだろう。

　半分投げやりにそう考えて宿に辿りついたら、

「ごめん、セット、ブリクセン行きの仕事が入ってしまったんだ！」

　ブロルに速攻で離脱を宣言されてしまった。それはすなわち、ビョルン、モーエンス、イクセルの三人の傭兵の協力も得られないということだ。

　もともと、フーゴからペーテルの救出を頼まれたのも、ウルフから鋳貨偽造犯の洗いだしを依頼されたのもセットだ。いままでだって無ぶ頼らいの傭兵として、たったひとりで仕事をこなしてきたのだ。

「……仕事なら、しかたないさ」

　空から元げん気きに、笑うしかない。

「いっしょにひと助けとやらがしてみたかったんだがの」

「気持ちだけ受け取っておくよ」

　四人にいつかの再会を約束して、セットは宿を離れた。

　──ひと晩、返事を待ってもらわなくてもよかったな。

　ひとりでふたつの仕事をこなすのは無理だ。

　セットはおのれの技量でできうるものの範囲と優先すべきことはどちらかを判断したうえで、ミカルのもとに断りにいくつもりだった。

　途中で、それを耳にするまでは。

　夕刻が迫っていた。

　セットのまえをいく女たちが、店じまいをはじめた露店をひやかしながら、にぎやかに話していた。

「そういやさ、王女さま、エリーザベトさま。ハルネスに視察に行かれるんだってね」

「ハルネスだって？　ハルネスのマイエル伯といったら、一年ぐらいまえに、王女さまがぼこぼこにしたステッランさまのお父うえさまだよ。いいのかね」

「それが、むこうからの申し出だと。事件のあと、王女さまはずっとミルヴェーデン侯爵さまのところで謹きん慎しんなさっていただろう。だから、和解に、って」

「和解、って。そりゃ、アレじゃないのかい。縁談。確か、王女さまとステッランさま、お年が近かったと思うけど」

「お待ちよ、そりゃないって。いくら王女さまだっていっても、自分を半殺しにした相手だよ。そんな相手と結婚するなんて、どんな酔すい狂きようもんだよ」

「いやいや、案外それが決め手かもしれないよ。強い女が好き、って。ほら、あんたんとこの亭てい主しゆだってそうじゃないか」

「やだよお。あれはたまたま投げた薪まきがあたっただけで」

　かしましい笑声が通りにあふれ、それをきっかけに女たちはそれぞれの家に帰っていく。

　セットは、まえを行く歩く障害がなくなったので、駆けだした。

　ハルネスに行く気になっていた。

　──贋金犯はともかく、ペーテルの収容先は、ハルネスに入らないとわからないからな。

　素直じゃないね、とアルノルトのからかう声が聞こえたような気がした。
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　二頭の馬が、御ぎよ者しやに適当に追い立てられながら、街道を走る。

　ミカル＝カールフェルトに用立ててもらった乗合馬車は、のんびりとハルネスへとむかっていた。

　ハルネスに辿りつくまでに、あちこちへ寄っては乗客を拾っていくのだが、王都エリングマルクから乗っているのは、セットを除けばたったふたりだった。ハルネスの先にあるヘプケンという都市まで、研究資料を探しにいく学者とその弟子だ。

　ヘプケンは、《聖ト十ル二フ家テ》のひとつ、矢車菊ブロークリントのアーンシェが治める侯こう爵しやく領りようである。

　アーンシェが教育という花言葉を持つ矢車菊を花紋とするのは、スヴェン王によって爵位を授けられた初代侯爵が、頑固な賢者であったからにほかならない。

　頑固な賢者は、スヴェン王が挙兵したときこそ王のまえに膝を折ったが、国内平定後はさっさと隠居し、独立不ふ羈きの賢者として国内外に弟子を得た。

　国内随一の大学こそ王都にあるが、真に学問を究めようとするならヘプケンへ行けと学生たちが口々に唱えるのは、賢者や彼の弟子たちが残した膨ぼう大だいな研究資料がそこにあるからだ。

　実際アルノルトも、エリングマルク大学受験まえの数ヶ月は、ヘプケンで学んでいたらしい。

　──教育が花言葉、か。

　ついでにいえば、リドホルム王国宰相エイジェルステット公爵の花紋は薊テイステルだが、これの花言葉は厳格。失脚したアルーン長官カルステニウス侯爵の芍ピオ薬ーンは、清浄という。そして、

　──純粋な愛情。

　老宰相とて口だし無用の侯爵家ラーゲルレーヴの花紋、石ネイ竹リカの花言葉である。
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　一日のうちに二度も訪れることになるとは思わなかったミカル＝カールフェルトの屋敷は、薄闇のなか、煌こう々こうと灯りが並んでいた。

　屋敷を囲む外壁から、大階段までの長い長い私道にも、まるで闇を払うかのように、規則正しく灯りが灯されている。

　ミカルが夕ゆう餉げの途中であったために、昼間に通された客間でしばらく待つことになった。

　暖炉の火は、一日中落とされていなかったのだろう。部屋はあいかわらず過ごしやすい湿度と温度が保たれていた。

　やがて、食事を終えたミカルがやってきた。

　セットを暖炉のまえの長椅子に座るよう促し、自身はテーブルを挟んだ反対側の椅子にその華きや奢しやなからだを埋うずめる。

「返事はひと晩待ってほしかったのではなかったのかな。とはいえ、決断は迅じん速そくに行われるべきだ。今日中に返答を得られるのなら、不問にしよう。さて、どうすることにした？」

　あえて勧すすめに従わず、立ったままセットは、引き受ける、と返事をし、いくばくかの金とハルネス行きの馬車を用意してほしいと伝えた。

　すると、ミカルが突然弾はじかれたように笑いだした。

「いいな、それはたいへんにいい話だ、ハルネスか、そうか！　ウルフめ、悔くやしがることだろう」

　なにがそんなにおかしいのかよくわからなかったが、セットは一応、どうしてハルネスに行く必要があるかを説明した。無論、夕刻耳にしたエリーザベトの視察の件は抜きにして、だが。

「実は、別件で頼まれごとをしているんです。ひとの命がかかっているので、そっちを優先することを許してください。正直いえば、ハルネスには、その別件で行かなければならないんですが、まえにそこで贋金を摑まされて、使って、捕まったことがあります。おれがいま持ってる鋳貨偽造犯に関する情報はそれだけなんで、ハルネスで集めてみたいと思うんですが」

　ウルフという男は、セットに贋金を造っている犯人の洗いだしを依頼しておきながら、手持ちの情報の一切をセットに明らかにしなかった。

　はなからなにも持っていなかったのか、それともなにかほかに意図するものがあって敢えてなにも知らせなかったのかはわからない。どちらにしろゼロからのスタートだ。ちいさな手がかりから集めていくしかない。

　笑いを収めたミカルは、しわこそ深く刻まれていたが、その整った顔に蔑さげすむような表情を浮かべる。冷ややかな声を発した。

「……つまり、ウルフの依頼を利用したいと？」

　セットは臆おくすることなく応じる。

「結果的にそうなりますね」

「褒められた話ではないな」

「わかってます。ですが、その別件で助けなければならない相手は、『エリングマルクの英雄』である『逃がし屋』と『運び屋』の協力者だった男です。世間はまだ、英雄の存在を忘れたわけじゃありません」

「……新聞社にでも持ち込むつもりか？」

「ご理解いただけないのなら」

「脅おどしの材料にしては、不確実ではないか？　わたしはただの隠居爺だ」

「迎えに寄越していただいた馬車に、石ネイ竹リカの花紋がありました。そちらの暖炉にも、いまは隠されていますがおなじ花紋が」

　ミカル＝カールフェルト──否、ラーゲルレーヴ侯ミカルは、苦笑いを浮かべた。紺碧の瞳に、やわらかい光が灯る。

「……よく見ている」

「生きていくためには観察力が必要なのだと最近教わったばかりなんで。ウルフというかたも《聖ト十ル二フ家テ》の関係者なんですか？」

「アレはただの親バカみたいなものだ」

　ついでとばかりにセットが問えば、吐きだすように答えが返る。

「……？」

　ぱたぱたと手を振って、ミカルはいった。

「気にしなくていい、わたしがきみを気に入ったのだからな。アレにはなにもいわせない。ところで、いつ出しゆつ立たつする？　ひとりでか？　金はどれほど用意すべきかな？　むこうで協力者は必要か？　隠居したとはいえ、わたしは現女王のはとこ、《聖ト十ル二フ家テ》ラーゲルレーヴのミカルだ。きみがそのふたつの仕事をやりやすいよう、手を打とう」
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　──それで、こんなもんをぽんと渡すかふつう!?

　手のひらのなかのちいさな革袋をこっそりと覗くと、なかのものが飴あめ色の暗い光を放はなっていた。

　おおきな琥こ珀はくのブローチだ。

　本来、琥珀は光るものではない。石と台座のあいだに発光する異物を挟んで輝かせているのだ。おおきさといい、輝きぐあいといい、琥珀の愛好者にはたまらない一品であろう。

　だが、その挟まれた異物に刻まれたものが琥珀のブローチにただのアクセサリ以上の価値をあたえていた。

　石ネイ竹リカの花紋。

　花の絵こそ違いがあるが、国内にたった十二個しかない国宝のブローチである。

　頼りきるわけにはいかないと当初の予定どおり金と馬車の手配だけ頼んだセットに、ミカルが無理やり持たせたものだった。

　買われているのはわかっていたが、それ以上のなにかを期待されているように思われて、微妙に肩が重い。ブローチをしまい込んだ懐ふところが重い。

　おかげで安心してぐっすり眠れる状況になく、転うたた寝ねと仮眠を繰り返して十日目のことだった。

「──先生、城壁が見えますよ。あれがハルネスですか？」

　同乗者の弟子の言葉に、セットははっと目を覚ました。

　少年が身を乗りだすようにして外を眺める窓とは反対の窓から進行方向を見み遣やり、頰に受ける風の厳しさに、あまりいい思い出のない地方都市へふたたびやってきたのだと実感する。

　ハルネスをぐるりと取り巻く城壁の、四方にある門のひとつのそばに寄ると、御者が馬車の屋根を叩いて、降車を促してくる。

　了解の合図を送り返すと、停まった馬車を降りる。

　御者に金を渡し、旅の道連れであった学者と弟子の少年に手を振って、セットはハルネスの城門をくぐった。

　記憶を頼りに役所へむかい、王都での別れ際にブロル＝ケイから指示を受けたように、彼の名まえを告げて、彼の実家の場所を教わる。

（妻には先に手紙を送って、きみに協力するよう伝えておくよ）

　そうブロルがいってくれていたように、手紙はすでに届いていたらしい。

「お話は、主人から聞いておりますわ。先せんだっては主人がご迷惑をおかけしたようで」

　教わった道なりに進み、突き当たった小振りな屋敷におとないを告げると、豪商の妻という身分からは想像できない簡素なドレスに純白のエプロンをした、豪商の妻という身分以上の美貌の主が、豪商の妻らしい態度で出迎えてくれた。

　ブロル＝ケイの新妻、アン＝ケイだ。

　ブロルの細さい君くん評ひよう「働きものだけど、普通のブスだよ」を信じていたセットは、ブロルの美意識を疑ってしまう。

　──これだけの美人をブスというなら、あいつの美人ってどんなだよ。

　くっきりとした栗色の眉まゆと藤色の二ふた重え瞼まぶたのおおきな瞳が、やや細ほそ面おもての色白の顔に、翅はねを広げた蝶ちようのように絶妙な配置で並んでいる。意志の強そうな朱しゆ唇しんはたっぷりと肉厚で、左したのちいさなほくろとあいまって、非常に官能的だ。

　朴ぼく訥とつを絵に描いたようなブロルの妻には、とてもではないが思えなかった。

　手を見るまでは。

　アンの手指は、しもやけとあかぎれとで赤く腫はれて、血が滲にじんでいた。労働するものの手だった。

　セットは、安心した。

　──働きものというところは、間違いないようだ。

　なので、問うてみる。

「ブロルの、ひと月まえの仕事について教えてほしいんだが、どこでなにを買って、この街で誰に売った？」

「主人のひと月まえの仕事……？　ああ、報酬がお支払いできなかったアレのことでしょうか。ブリクセンから鉄を買ってきたと申しておりました」

「鉄？」

「ええ、鉄ですわ。ハルネスでもじゅうぶん鉄が採れますのに、おかしな話でございましょ？　詳しいことは存じませんが、ちょっと特殊な鉄だといっていたように覚えております。お取引させていただいたのは……、こちらは申し訳ございません、信用問題になりますので、お答えするわけには……」

「いや、じゅうぶんだ、助かる。もうひとつ、いいかな。この周辺にある、強制労働所の場所を教えてほしいんだが」

　ブロルの自宅の場所を訊くついでに役所でいっしょに尋ねるつもりだったが、ペーテルを脱獄させた場合迷惑をかけかねなかったので、訊けなかったのだ。

　こちらへのアンの返答は、明めい瞭りようだった。

「この辺でいちばんおおきな労働所は、ヘプケンとの境ですわ。市内で罪を犯おかしたひとはたいがいそこへ送られますのよ」

　労働者の手を恥じることなくさらして、彼女は手のひらでそちらの方角を示してみせる。

　セットがそれを追って視線を移動させたとき、アンが、つぶやくように漏らした。

「……ただ、最近、おかしなことが続いていて」

「おかしなこと？」

　ふたたびアンの美び貌ぼうへと目を遣やると、アンは口元に手を当て、眉をしかめている。

「ええ、ちょっとした喧嘩や揉もめごとだと、本来ならお役所の牢屋どまりでございましょ？　でも、ここ最近、労働所に送られることもあるそうで。先日も、そちらの鍛か冶じ屋やのご主人が酒場で喧嘩しただけなのに……」

　──鍛冶屋？

　先に片づけようとした頼まれごとと、あとからなんとかしようと考えていた依頼が、妙に重なって目のまえにあらわれた。

　アンはやはり商人の嫁だ。情報を持っている。

　セットは続けて訊く。

「……その辺のこと、もっと詳しく知っているひとを知らないか？」

「もっと詳しく、とおっしゃいますと？」

「労働所送りになったひとたちの職業が知りたい」

「お役所に行かれるのが、手っ取り早くありませんこと？」

「できれば、それは、避けたいんだが……」

　アンは少し考えるふうだったが、すぐに答えてくれた。

「なら、職工組合のほうへ行かれたらいかがかしら。紹介状、書きましてよ？」




　翌日、セットは職工組合の組合員として酒場で喧嘩をし、強制労働所送りが決まった。
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　エリーザベトは、拵こしらえはよいが質素な椅子に腰をかけて、おなじく質素な丸テーブルのうえに山と詰まれた焼き菓子に、視覚と嗅きゆう覚かくを刺激され続けていた。

　彼女がいまいるのは、リドホルム国王リリー＝アレニウス──すなわちエリーザベトの母親の私室である。

　セットたちとペーテルを助けにいくつもりだったのに、どういうわけかトリーヴァルト城に急きゆう遽きよ連れ戻され、ここに通されたのだ。

「……」

　焼き菓子の誘惑を振りきって室内を見回す。珍しいことに、エイジェルステット公の姿がなかった。

　エイジェルステット公は、エリーザベトにとっては大伯お父じだが、この国にとっては先王の、そして現女王の二代に渡って辣らつ腕わんを振るう宰相である。なにか別に重要な用件でも抱えて、同席できないでいるのだろう。

　おかげで、ずいぶんとひさかたぶりの、母おや子こ水入らずである。どうにも腰が落ちつかない。

　そしてそれはエリーザベトだけではなく、リリーもおなじようだった。どことなく苛いら立だちを隠せないまま、エリーザベトの目のまえを行ったりきたりしている。

　──なにか、悪いことでもしただろうか。

　エリーザベトは、まるで口やかましい教師に呼びだしを喰くらった生徒のような心境で、こころあたりをさぐる。

『エリングマルクの英雄』の逃亡の顚てん末まつと、その英雄の片割れから託たくされたことへの決意を記した手紙に、なにかおかしなことでも書いてしまっただろうか。

　それとも、セットを探すために城をださせてもらったのに、ひょんなことからメルタと出会い、そのまま娼館《気まえのいい花嫁フエネロース・ブルードグム》で用よう心じん棒ぼうをしたことがまずかったのだろうか。

　いやいや、実は半年まえからミルヴェーデン侯爵のもとで謹慎していることになっているのに、かまうことなく王太子の名乗りをあちこちであげてしまっているのがぐあいが悪かったのか。

　どれもが母の苛立ちの原因のようで、どれもが違うような気がする。

　とりあえずよくわからないので、雷が落ちるまえに謝ってしまおうかと思うが、それではたぶん、ますます母は苛立つことだろう。

　──どうしたものかな。

　エリーザベトは、檻おりのなかの熊のようにうろうろし続けるリリーから、ふたたび焼き菓子へ視線をむける。

　──食べ損そこねたな。

　セットが食堂にくる途中で買ってきたというザリガニは、ディルといっしょに茹でてもらい、腹に収めた。だが、ニシンの酢漬けが載ったパンは食べずじまいだ。

　──せっかく、セットが寄越してくれたのに……。

　焼き菓子のおいしそうなかたちとあまったるい匂いが刺激的すぎて、あたまがうまく回らない。腹の虫が騒いでならない。

　──しかたがない。

　エリーザベトが手を伸ばした瞬間、リリーが機先を制すように訊いてきた。

「手紙を読んでよ。……おまえ、恋をしているの？」

　視線を遣やれば、こちらに背をむけている。

　エリーザベトは首を傾かしげた。問われた意味がわからない。

「……？」

　どうして「感情はどうすれば芽生えるか」と「笑顔はどうすれば浮かべられるか」を問うたあの手紙で、恋云うん々ぬんに繫つながるのだろう。

　だが、リリーはそんなエリーザベトのようすを見ていなかった。

　エリーザベトを敢えて振り返らないことで、努めて冷静であろうとしているようだ。

「手紙に書いていた、そのセットという男の『運命の女』になりたいのではなくて？　ああ、もう、そんなこと、許されるとでも思っていて？　おまえはこの国の王太子でしょう。あたくしやおまえの叔お父じ叔お母ばのように国益に繫がる婚こん姻いんをして、リドホルムという国を守らなくてはならないのよ。それはあたくしだって、おまえとおなじ年頃には火遊びのひとつやふたつ嗜たしなんだものだ、けれ、……──エリーザベト!!」

　焼き菓子を嚙かみ砕くだく音は、非常によく響く。

　誘惑に負けてそれに手をだし、母がなにやらぶつぶつ唱えているあいだ、頰張っていたのがばれてしまった。

　リリーが咎めるように名を叫んだのに対し、エリーザベトはがんばって言葉を返してみた。

「お腹なかがすいていたのだ」

　だが、それも母の逆げき鱗りんに触れる。

「──お、おまえは口を開けばお腹がすいたお腹がすいたって！　あたくしが怒っているのがわからないの!!」

「いや」

「わかるのならどうして怒られているさいちゅうにお菓子を食べるの!!」

「お腹がすいていたから」

「～～～～～～～～っ!!」
















　普段は自分より先に癇かん癪しやくを起こすエイジェルステット公がいるからそれなりに落ちついていられるが、野や暮ぼ用ようで彼が席をはずしているいま、リリーに遠慮はなかった。

　声にならない声をあげ、ひっつめた金髪の頭を抱えて、盛大に地じ団だん太だを踏む。

「おまえって子はっ！　おまえって子ぉはぁーっ!!」

「──陛へい下か！　リリー陛下!!」

「落ちつかれなさいませ、女王陛下!!」

　女王の威厳もへったくれもない姿に、置物のように身じろぎもせず壁に沿って控えていた女官たちが、あわててなだめに入る。

「お放しなさい！　今日という今日は……！」

「お気持ちは、お気持ちはようようわかり申します！　ですが、エリーザベト殿下は王太子、リリー陛下のお子さまにございます!!　なにとぞ、なにとぞぉっ」

　どうやら母はなにがしかの実力行為にでようとしていたようだ。

　それを女官長を筆頭に四人の女たちに取り囲まれ、阻はばまれ、諭さとされ、断念したらしい。

　いくばくかの間をおいて、こほん、とひとつ咳払いをした。

「……まぁ、〝アレニウスの初恋は実らない〟というものね。いまのうちに、せいぜい感情というものを成長させておくがいいわ」

　ひとりごとのようにそうつぶやいて、ようやっと女王の顔を取り戻す。

「そろそろお腹は満たされて？　エリーザベト。女王として、おまえに大事な話があります。おまえは、いま、この国でどういう扱いになっているか、わかっていて？」

「うむ」

　テーブルのうえの焼き菓子を全滅させて、ちょうど胃袋も満足を覚えた。エリーザベトは、リリーに注意をむけた。

　現在エリーザベトは、とある事情から王城を離れ、エイジェルステット公肝きも煎いりの劇団《森スコのーグア・テザイスミテル》に身柄を置いていた。劇団の看板俳優レンナルト・ヴァルデマールの下働きとして、国内を旅して回っている。

　だが、一国の王太子が劇団のドサ周りについて回っているなど口外できるはずもなく、国内外には《聖ト十ル二フ家テ》のひとつ、紫アス苑テルのミルヴェーデン侯が治める国内最北端の都市アスケルにて謹慎中ということになっているのだ。

「建国祭に王太子がいないのは問題だからと帰城させたのに、おまえはどこかをほっつき歩いて祭りのあいだじゅう城に戻ってこなかったわね。まあなんとか代役を立てて遣やり過ごせたからよかったものの、今度はそうはいかないことが起こったのよ」

「？」

「一年近くまえのことだけど、覚えているでしょう？　おまえが神しん武ぶ拳けんで廊下に沈めた青年ふたり」

　エリーザベトは幼い頃、祖父であるエーリク先王のもとで育った。

　そのためか、生来のものであったのかはわからないが、表情が非常に乏とぼしいのだ。

　先王の死後、あらためて王城トリーヴァルトに引き取られたが、四年もあれば、市し井せいのものにその無表情ぶりが伝わるのにじゅうぶんであった。




『ドクロの君』──それが、若干十四歳の王女につけられた渾あだ名なだった。




　これはもともと城下町で歌われた戯ざれ歌──





《森のアザミ》の道化師の　奇妙なダンスをごろうじろ

空飛ぶ鳥さえおかしくて　飛ぶこと忘れて地に落ちる

それでも黙もくして笑わぬは　いずれドクロか王太子






　──を由来とする。

　そして、この歌が、その『ドクロの君』という渾名が、エリーザベトを、王太子エリーザベト＝アレニウスから劇団《森スコのーグア・テザイスミテル》の下働きエルサ・シーヴに転職クラス・チエンジさせるきっかけとなった。

　正直にいえば、詳細はほとんど覚えていない。

　ただ、王城内の廊ろう下かで声をかけてきた五人の男女の、嘲ちよう笑しようまじりの言葉を聞かされているうちに視界が真っ赤に染まり、気づいたときにはふたりの青年が床に倒れ伏し、三人の娘たちが恐怖に打ち震えていたのだ。

　それ以前にも彼女には、正当防衛だったとはいえ、ひとりの貴族を一生杖つえなしでは歩けないからだにさせた前科がある。王城内の二度目の惨劇に、

（出て行け──っ!!）

　と老宰相に一いつ喝かつされて、いまにいたるのである。

　だが、その加害者であり被害者でもある青年たちが、いまさらなんだというのだろう。

　エリーザベトは頷き、話の先を促した。

　リリーはエリーザベトとテーブルを挟んでむかいあうように椅子に座ると、女官に茶をふたつ用意させて、続ける。

「そのふたりのうちのひとりが、おまえに暴力を振るわせたのはそもそも自分たちに非があった、なので謹慎を早急に解き、こちらの謝罪を受け入れてほしい、といってきたの」

「うむ」

「王都エリングマルクに比べたら北にあって寒いかもしれないがミルヴェーデン侯領アスケルよりは南方にある、お詫わびにこの冬いっぱい、父親の領地にて歓かん待たいさせていただきたい、って。……伯はく爵しやくごときがなにを、って思うのだけれど、リドホルムは貴族が極端に少ないでしょう？　おまけに、王家と血縁関係となったものが多い公・侯爵と、伯・子・男爵のあいだの溝みぞは目に見えて深い。そういう政策のもとで二百年もやってきたのだから当然といえば当然ではあるわ。そこにね、おまえによってぼこぼこにされた伯爵家の跡取り息子から、仲直りしようと申し出を受けたら、溝を埋めるためにも承諾しておきたいと思うのよ」

「うむ」

「いいお返事ね。理解してもらえたようで、うれしくてよ」

「……」

　相あい槌づちのつもりだったが、承諾にされてしまった。

　思わず言葉に詰つまるエリーザベトをよそに、リリーは女官によって運ばれた繊せん細さいなティー・カップを受け取り、優雅に口へと持っていく。

「念のために、《初フオ代スタ》に、近衛このえをお借りする許可をいただきました。《森スコのーグア・テザイスミテル》に同行をお願いするのだから、くれぐれも、王太子として、粗そ相そうのないように」

「……うむ」

　返事をしながら、セットやアルノルトとともにいられないこの冬を、エリーザベトは残念に思っていた。が、

「長旅になるわね、早く身支度をなさい。行き先はマイエル伯領ハルネスです」

　母リリーの声は、天てん啓けいを告げる神のそれに等しかった。
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　マイエル伯爵領ハルネスは、王都エリングマルクより北西に位置する、鉄の産出地として有名な地方都市であった。

　いくら地方とはいえ、リドホルムの貿易の最重要輸出品のひとつを採掘している土地である。仕事を求めて国内外からひとが集まり、彼らを相手にした商売がはじまり、村が町に、街が都市にと急発展してきた。

　その勢いたるや国内第二の都市と呼ばれたテルンをもしのぐほどで、ただでさえ洗練された文化という点で国内唯一の貿易港アルーンに遅れを取っている王都の住人としては、あたまを押さえつけておきたいところなのだ。

　ゆえに、

「ハルネスの田舎ものに、高尚な王都の文化の粋すいを見せつけてやりましょう！」

　と、女官と劇団《森スコのーグア・テザイスミテル》の女性団員たちは気炎を吐く。

　昨日、建国祭のオオトリを飾る舞台のうえで、健けな気げな奴ど隷れい娘むすめを演じた歌姫が宣戦布告する。

「見てらっしゃい。お金があればなんでもできるつもりのようだけど、生まれ持った品格だけはお金じゃ身につかないってこと、知らしめてやるわ」

　エリーザベトの視察が決まり、その準備の指揮を取っていた女官が強くいう。

「よございますか、エリーザベト殿下。殿下は瘦せぎすでいらっしゃるのでお目ばかりがお目立ちになり、不名誉な渾名をつけられていらっしゃいますが、絶世の美女と名高いリリー陛下のお子さまであり、清くうつくしいアレニウスの血脈に繫つながるおかたでいらっしゃいます。もとはたいっっへんによろしゅうございますので、いまからあたくしどもが、旅立っては《森のアザミ》のお嬢さまがたが、殿下をリドホルム一の貴婦人にお仕立て申しあげます。おとなしく従ってくださいませ」

「……う、うむ」

　エリーザベトは、彼女たちの気迫に、完全に吞のまれてしまった。

　否やの声をあげる間もなく身ぐるみを剝はがされ、熱い湯を張ったバスタブに突っ込まれ、全身をごしごしと磨きあげられると、エリングマルクの女たちのあいだで流行しているらしい美容法をかたっぱしから試される。

　どうやら知らないうちにエリーザベトは、王都対地方都市の王都代表とされているようだった。

　そのあいだ女官たちが、口々に「負けるものか」「眼にものを見せてやる」などと負けん気の強い言葉を呪じゆ咀そのように繰り返す。

　それを聞かされつつ問答無用に飾り立てられていくエリーザベトは、彼女たちに呪のろわれているのはどうにも自分のように思われて、背なかが寒かった。




「視察って、いったいどっちが視察されるんだろうな」

　ムシコ山脈以西の大陸中に鳴り響くほどの美貌の主が、むかいあわせた馬車のなかで、にやにやと笑いながらそんなことをいう。

　常ならばその含みのある言葉が自分にかけられたものとはつゆほども思わないエリーザベトであったが、今回ばかりは別である。

「……」

　彼──劇団《森のアザミ》の看板俳優レンナルト・ヴァルデマールの視線を追って我が身を見み遣やり、変わり果てたそれにむっつりと押し黙る。

　──娼館の遣やり手て婆ばばあといい、女官たちといい、団員たちといい、どうして女はひとを飾り立てたがるのだろう。

　用心棒として雇われていた《気まえのいい花嫁フエネロース・ブルードグム》の遣り手婆に、赤く染めた麻をかもじにして髪に足され、メルタのために縫ぬったというやはり赤いドレスを着つけられたのはつい先日のことだ。

　そのときのものと現在のは、かもじもドレスも、質もデザインも大幅に違うけれど、胸にこれでもかとばかりに詰めものをされたのはおなじである。

　おまけに顔中にいろんなものをごてごてと塗ぬりつけられて、不愉快極まりない。

　しかもこの姿でまえに立つのは、マイエル伯にその子息ステッランだ。

　──つまらない。

　──どうせなら、あのときのようにセットを驚かせてみたいのに。

　思い返せばセットは、ドレス姿のエリーザベトを見て、ずいぶんと間の抜けた顔をしていた。

　なかなかエリーザベトだとわからなかったようで、とまどい、いぶかしみ、そして正体に気づいたときの驚きよう。

　言葉もなく目を見開き、すぐにそうとわかるほど顔を耳まで赤く染めた。

　それはずいぶんエリーザベトを満足させるものだったのだ。

「そんな顔をするな、エリーザベト。あちらからの和解の申し出だ、受けておくに越したことはない」

　レンナルトは、ほんのわずかなエリーザベトの表情の変化も見逃さない稀な人物である。エリーザベトが不機嫌になったのを、にやにや笑いを引っ込め、年長者らしくいさめてくる。

　だが、

「なぜ、あなたまで」

　リリーは、《初フオ代スタ》の近衛を借りたといっていた。《初代》の近衛というのはすなわち、劇団《森スコのーグア・テザイスミテル》の裏の顔である。

　エリーザベトのほとんどはじめてといっていい王族としての仕事の同行者に、旅慣れ、気ごころも知れた彼らを選んでくれたのは、リリーのせめてもの親ごころだろう。

　しかし、いくら近衛を貸しだしたといっても、リドホルム建国の王であり、不老不死のムシコ人の先祖返りたる《初代》──レンナルト・ヴァルデマールことスヴェン＝アレニウスまでついてくる必要はないはずだ。

　そう思って問いかけると、《初代》は軽く目を見張る。

「八つ当たりだな、それは。成長したもんだ」

　いっている意味がわからない。

　ますます不機嫌を募つのらせていくエリーザベトに、ふたたび含みを持たせてレンナルトはいう。

「長居したくなければ長居する必要はない。適当に鉄の採掘現場や労働所などを見て回って、さっさとエリングマルクに引きあげればいい。そのくらいのあいだなら、雪も積もらずに待っていてくれるさ。──それだけ居続けられるならな」

「？」

　今度はこころあたりがなかったので首を傾かしげていると、彼は「贋にせ金がねだ」と続けた。

「聞いたことがないか？　今回の視察は、確かにおまえの起こした暴力事件の和解という面がおおきい。だが、マイエル伯側には、鋳貨の偽造に関して身の潔けつ白ぱくを証明するという側面もある」

「身の潔白？」

「ああ、その贋金が最初に、またもっとも多く発見されているのはハルネスだ。ゆえに、ハルネスのなかに、贋金を組織立って偽造している輩やからがいるのでは、と疑われている。偽造するための鋳鉄にも困らないからな。そこでマイエル伯らは、おまえに採掘現場や労働所を視察させて、自身の周辺にかかった疑いを晴らすつもりなのだろう」

「晴れるのか？」

「さてね。万一贋金を造っていたとしても、視察程度で見抜かれるほど簡単な場所で偽造はしないだろう。ただ、ひととおりおまえに見せ、『贋金は造られてなかった』といわせれば、それであちらの勝ちだ。仮にも王太子のお墨つきを得るわけだからな」

「……重大だな」

　洗練された文化対決の王都代表以上の役目を背負わされていたことを、エリーザベトはあらためて理解した。

　セットとアルノルトと戦うときとは違った王太子としての仕事に、緊張とまではいわないものの、身が引きしまる。

　そのエリーザベトのようすに、レンナルトは苦笑して同意を示す──示したが、

「だな。だがそれだけではなく、もうひとつ……──いや、やめておこう。予備知識をあたえて、わざわざおまえを惑わせる必要はない」

　なにかをはぐらかした。

「？」

「長旅だ。シュティーナたちに頼んで、楽な格好に着替えさせてもらえ。ただし、かもじは取るなよ」

「……うむ」

　そうしてエリーザベトがおおげさな行列を引きつれハルネス入りを果たしたのは、エリングマルクを発たってから約一週間後のことだった。




「──ごらんください、こちらがわが領内最大の労働所です！」

　マイエル伯の息子ステッランは、誇らしげにヘプケンとの境にある強制労働所を案内する。

　だが、エリーザベトにとっては、窮屈で退屈なばかりの視察だった。

　初日こそ旅の疲れがあるだろうからと、約一年まえの事件の謝罪とマイエル伯の家人の紹介のみにとどまり、あとは用意された部屋での休息となったが、翌日早朝からそれこそやすむ間もなく、ひとに会い、あちこち視察に赴き、夜遅くまでのパーティに引っ張りまわされていた。

　──帰りたいな。

　エリーザベトはためいきとともに、こころのなかでつぶやく。

　そう弱よわ音ねを吐いてしまうほど、さすがの彼女の無表情にも、疲労があからさまに浮かんでいた。

　面会を重ね、視察にでかけ、夜会を愉たのしむだけならば、ひとに会うのは苦痛ではないし、馬に乗っての遠出もいやではないし、胃袋が満たされるので夜会も嫌いではないのでここまで疲れはしないだろう。

　しかし、いまの彼女は王太子というよりも、王都エリングマルクのファッション文化の代表といったほうがふさわしい状態である。

　抵抗するすべもないまま、《森のアザミ》の女性陣によって、王女としての盛装をことあるごとに強要され続けていた。

　いったいどれだけの衣装やアクセサリを持ち込んだのか、ひとと会うたびに毎回ドレスを着替え、ジュエリを一新させられる。外出用のマントの色やデザインは、一度としておなじであったことはない。夜会用の豪ごう奢しやなドレスもまたしかり、である。

　贅沢の極みを浴びせられ、年頃の少女であれば狂喜する場面であろう。しかしいかんせんエリーザベトはそういう方面にとんと興味がない。

　大量に足されたあげく、頭ず上じように結ゆいあげられたかもじの重さに頭痛を引き起こしながら、ただステッランに無言で従うだけだ。

　だが、それをどう勘かん違ちがいしたのか、ステッランはうやうやしくエリーザベトの手をとった。

　くちびるを甲に寄せ、目線でエリーザベトの表情を窺うかがってくる。

　好意も嫌けん悪おも見せない彼女の顔に気をおおきくし、折った自身の腕にみずからエリーザベトの手を導くと、そのまま耳元に囁ささやいてくる。

「こちらの誠意を汲んでいただけたようで、感謝いたしますよ、わが君。しおらしいあなたをエスコートできるとは、男おとこ冥みよう利りに尽きます」

「……」

　疲れのあまり、すがるものができたと喜ぶエリーザベトに、その囁き声は届いていなかった。

　つまり、それが周囲からはどう見られるか、彼女には考える余裕がまったくなかったのだ。

　ふたりの邪じや魔まにならないほどの距離を置き、うしろに随したがっていたステッランの従者は顔を喜色満面にし、エリーザベトの侍女を務める《森のアザミ》のシュティーナはいまいましげに舌打ちをする。

　ステッランはちらりと背後を窺い、またまえをむくと、

「よろしいですかな、わが君。この労働所は、現在百人近くの犯罪者を収容しております。ご存知のとおり、わが王国最大の輸出品である鉄の採掘をその刑罰に加えたために、近年、産出量が増加し、ハルネス経済を、ひいてはリドホルム経済をたいへん潤うるおしたのではと、自負しております」

「……」

「また、困こん窮きゆうを極めたものや親のない子、ホーエンローエ帝国からの難民といったものも同時に収容し、労働に就つかせております。これらには、犯罪者とは区別し、三食の配給に月に一回の検診を義務づけております」

「──犯罪者とそれ以外のものたちの区別は、どこで？　犯罪者とおなじ場所に収容すると、罪を知らないものまで犯罪を覚える危険性もありましょう？」

　得意げに語るステッランの言葉を遮さえぎって、シュティーナが問う。

　自分たちが編みだした貧困者の救済方法にけちをつけられたと思ったのか、それともエリーザベトではなく侍女に問われたことがしゃくに障さわったのか、ステッランの表情が歪ゆがむ。

　が、それも一瞬のこと。

　ちょうどあくびをかみ殺していたエリーザベトにむき直り、わざとらしい笑顔でその質問に答える。

「ごらんいただければおわかりになると存じますが、仕事内容において、区別はしておりません。ですが、ひと目で困窮者か犯罪者かわかるように、犯罪者のほうには足枷かせと首枷をつけております」

「枷を……？」

「ええ。どちらも逃亡を防止するためのものです。足枷は鉄の輪をつけた鎖を引きずらせていますので、その音で。首枷は、他の囚人と鎖で繫つないで行動範囲を限定することで。とはいえ、模範囚もおりますので、それらには鎖を繫がず、枷だけにとどめております。……──ちょうど、ほら、ご覧ください、あそこに背の高いのがおりますでしょう。あれは、最近入ったものですが、よく働く囚しゆう人じんだと報告があがっております」

　ステッランの手入れの行き届いた手のひらが差し示すほうにおざなりに視線を送った瞬間、エリーザベトはその紺碧の瞳を驚きよう愕がくに見開くことになる。

「──!?」

　なぜかそこにいたセットが、やはり驚いたようにこちらを見ていたのだ。

　シュティーナが駆け寄ってきた。ステッランの反対側から、エリーザベトの腕を引く。

「殿下」

「……う、うむ」

　小声で呼ばれ、返事をするが、視線がはずせない。

　先に視線をそらしたのはセットのほうだった。軽く会え釈しやくをして、仲間とともに荷車いっぱいに積まれた土砂をどこかへ運んでいった。

「どうかなさいましたかな、わが君」

　さすがにエリーザベトの変化を感じ取り、ステッランが問うてくる。

　それになんでもないと首を振るが、目がセットを追う。無意識にステッランの腕から手をはずし、シュティーナの手を握にぎる。

　その手を握り返しながら、シュティーナが努めて冷静に囁いた。

「アルノルトの姿はありません。三人の傭兵もいないようです。ひとりで、ペーテルを救いにきたのでしょうか」

　エリーザベトはなにもいえなかった。

　苛立ったステッランに無理やり腕を引かれるまで、セットが去っていった方向から、目をそらすことができなかった。
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　外出用のドレスから部屋着に着替え、エリーザベトはずっと窓から夜の闇を眺めていた。

　マイエル伯の屋敷に戻った頃から降りだした雪は、すでに眼下の光景を白く染め変えている。

　──セットがいた。

　いま現在、彼女のこころを占しめるのは、それだけだ。

　──どうして、たったひとりで。

　──どうして、労働所になど。

　強制労働所の管理者側にとって不都合にならない部分ばかりを見せられたはずなのに、労働所内部の囚人の生活条件は、劣れつ悪あくという言葉以外を思いつかないほど悲惨なものだった。

　朝夕に配給される食事は、雑ざつ穀こくパンと水と少々の塩だという。

　ほかに食べられるのは、一週間に一度所内を公開する日があり、その日にやってくる慈善家たちから施されるものだけだそうだ。

　夜、空腹を抱えたまま休息と睡眠を取る場所は、見たところ馬小屋以下のねぐらだった。壁にも、天井にも、ひと目でそれとわかる隙間があった。

　もう冬ははじまっている。

　餓が死しが早いか、凍死が早いかは時間の問題でしかないように思われた。

　──セット！

　窓をあけると、凍こごえるような寒風とともに、にぎやかな笑声と耳障りな音楽が部屋に入り込んでくる。

　マイエル伯の屋敷の一階の大広間で、今夜も夜会が催もよおされているのだ。

　本来ならば、エリーザベトはそれに参加しなければならなかった。この夜会の主しゆ賓ひんは王太子である彼女なのだから。

　だが、侍女を務めてくれたシュティーナが気を利かせて、エリーザベトの体調がすぐれないことを伯爵とステッランに伝え、部屋でやすむ許可を得てくれていたのだ。

「……」

　ひと晩の夜会で、客の胃袋に収まったり、生ゴミとして処分されたりする料理で、いったいどれだけの囚人が飢え死にしないですむだろう。

　ひと晩中、大広間であかあかと焚かれる暖炉の火と、その場を照らしだす数百のロウソクの火で、いったいどれだけの囚人が凍死しなくてすむだろう。

　囚人が──セットが？

「──っ」

　エリーザベトは窓をしめ、部屋着を乱暴に脱ぎ捨てる。

　もしものためにと母親の目を盗んで持ってきていた劇団員の衣装──紫紅色のウールの上下に、薊あざみの花の模様が織り込んである帯、二重底のブーツ──を引っ張りだすと、手早く着込む。淡黄色のコートを纏まとい、そのうえから簡素なデザインの色の濃いマントを羽織る。

　邪魔なかもじは首のうしろでひとつにまとめ、部屋から抜けだした──抜けだそうとした。

「……どこへ行くつもりだ？」

　エリーザベトがドアノブを回すよりも早く、《初フオ代スタ》がドアをあけて入ってきたのだ。

「こんばんはヘイサン、レンナルト」

　その正体を知らないマイエル伯にレンナルトがあたえられたのは、ほかの《森スコのーグア・テザイスミテル》たちとおなじ、使用人用の小部屋だった。

　侍女役を務める娘たちにはエリーザベトの客間の続きを用意されていたが、使用人用の小部屋は別棟にある。

　わざわざその離れたところからこんな時間にやってくるレンナルトの意図がわからず、首を傾かしげるエリーザベトに、彼は重ねて訊いた。

「どこへ行くつもりだ、エリーザベト」

　エリーザベトは正直に答えた。

「昼に視察に行った強制労働所」

「どうして？　シュティーナに聞いたが、セットがいたからか？」

「うむ」

「どうして？」

「？」

「おまえは王太子としての仕事をするためにここに来ている。その仕事を放置してまで、セットに会いたいのか？」

　──会いたい？

　エリーザベトは、虚きよをつかれたかのように、言葉を失った。

　会いたいのは会いたい。でも、それだけではないような気がするし、それだけのような気もする。

　──だが、

（いったいどれだけの囚人が飢え死にしないですむだろう）

（いったいどれだけの囚人が凍死しなくてすむだろう）

　囚人やセットの置かれている状況に思いを馳はせたとき、いてもたってもいられなくなったのだ。

「エリーザベト？」

　黙り込んだエリーザベトの返事を催さい促そくするように、レンナルトが呼びかける。

　その目をしっかりと見返し、頷く。そして、思いだす。セットが、ハルネスにいる理由を。

「……セットは、約束を守っている」

　レンナルトは意外そうに目を見開く。

「約束？　おまえとの？」

「いや」

「誰との？　どんな約束だ？」

「フーゴとの、ペーテルを助ける」

「それは、セットに会いにいく理由にならないな」

「いや」

　苦笑いを浮かべる彼の台詞を、エリーザベトは真剣に打ち消す。

　レンナルトは、表情こそ厳しくあらためたが、紺碧の瞳をおもしろそうに輝かせる。

「なるのか？」

　興味を示した証拠だった。

　エリーザベトは、一歩も譲るつもりはなかった。

「うむ。ペーテルはわたしだけが助けられるひとなのだ」

「？　でも、セットがペーテルを助けにいっているのだろう？」

「うむ」

「ならば、おまえが行く必要はないだろう？」

「なぜだ？」

「なぜ？　なぜ？」

「ペーテルはわたしが助けられるのだ。アネッテにそういわれた」

「アネッテ？　人身売買から救った娘か？」

「うむ」

「なぜここでアネッテがでてくる？」

「アネッテが、世界にはわたしだけが助けられるひとがいるといった」

　レンナルトの絶世の美貌が、笑み崩くずれた。

「……シュティーナ！」

　レンナルトは、別室に控えていた侍女代わりの劇団員を呼ぶ。

　すぐさま訪れた彼女の髪を見て、エリーザベトは弾かれたようにレンナルトを仰あおぎ見た。

　その視線を感じているはずなのに、レンナルトはエリーザベトを見ない。ただ淡々と、すばらしい金髪を惜しげもなく赤毛に染め替えていた侍女兼劇団員に命じる。

「ひと晩、これの代役になってやってくれ。どうもこの頑がん固こ者ものには、行きたい場所があるようだ」

「御ぎよ意い」

　エリーザベトの気持ちなど、すっかり見抜かれていたのだ。

　──なんてひとたちだ。

　自分以上に自分のことをわかってくれているひとたちの存在をこころ強く思い、エリーザベトは部屋を飛びだした。




　だが、その晩、エリーザベトはセットのいる強制労働所に辿りつくことはできなかった。




　マイエル伯の馬小屋から一頭馬を失敬して、労働所へむかう途中で彼女に声をかけるものがあったのだ。

「愛しのエルサ！」

　そんなふうにエリーザベトを呼ぶ存在を、彼女はひとりしか知らない。手た綱づなを引き、馬をとめ、声のほうを見み遣やる。

「……アル？」

　屋敷をめぐらす高い壁の陰に、果たしてその少年はいた。

　国家に仇あだなす密猟者集団《賢者の森クローク・スコーグ》の天才少年アルノルトだ。

　少年は、持っていたカンテラを掲げ、慎重に姿をさらしながら、笑みを浮かべる。

「あなたのことだから、退屈して脱走されると思っていました。お会いできてよかった」

　エリーザベトは馬からおり、アルノルトとむきあう。

　どうしてここにいるのかとか、いつから自分がでてくるのを張っていたのかとか、訊きたいことはたくさんあったけれど、それよりなにより告げたいことがある。

「──セットが強制労働所にいた」

　おまえの考えのうちか、と確認の意をこめたのだが、アルノルトは苦笑するばかり。

「いきなりソレですか、傷つくなぁ」

「？　ペーテルを助けにきたのではないのか？」

「残念ながら、あのあと《賢者の森》から呼びだしを受けてしまいまして、ぼくは別件で動いています。……あなたに会えなかったこの数日のうちに、ぼくのこころはすっかり凍いてついてしまいました。この寂しさを、ああ、どう表現すればあなたにおわかりいただけることか！　真冬の月の孤独？　それとも清せい冽れつな氷の結晶？」

「普通に寂しかったで通じる」

「それもそうですね」

　エリーザベトのツッコミを、アルノルトはあっさりと受けとめる。

　だが、いつものフェミニスト・アルノルトは、そこで姿を消した。声のトーンが変わる。

「しかし、セットが強制労働所にいるというのは都合がいい」

「？」

「会わせたいひとがいる、お越し願えるよね？」

　カンテラの明かりに浮かぶ、冷ややかな視線。

　エリーザベトは頷いた。
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　失敬してきた馬が邪魔だったのでそこに置いていこうとしたら、「むやみに犯罪者を増やさないでくれませんか」とアルノルトに咎められた。

　なので一度馬小屋に戻しにいこうとしたら、「そんな時間ないでしょう」とふたたび咎められる。

「では、どうすればいい」と尋ねたら、「乗っていって、乗って帰ればいいでしょう」と答えが返った。

　──それはそうだが。

　ごくごくあたりまえのようにいわれて、アルノルトと相乗りし、彼の道案内で辿りついたのは、アルノルトの言葉を借りるなら馬を繫つなぐだけで「むやみに犯罪者を増や」しそうな貧ひん民みん窟くつだった。

　鉄の産出で潤っている街でも、爵位こそないが堂々と姓を名乗る富豪が軒のきを並べている街でも、誰もが豊かさに慣れているような地方都市ハルネスでも、貧しいものたちが身を寄せ合うようにして生きている場所はある。

　そして、そこは現在──

「はじめまして、お噂うわさはかねがね甥のアルノルトからうかがっております」

　そういってにこやかに挨拶をしてきた男の格好の隠れ家となっていた。

　冷れい酷こくな密猟者の顔になって、アルノルトが「会わせたいひとがいる」というからには、《賢者の森クローク・スコーグ》の主要メンバーだろうと想像はついた。

　まさか、

「《賢者の森》のスティーグ・マルティンと申します。以後、お見知りおきを」

　脱獄回数二十一回の凶きよう状じよう持ち、《賢者の森》の現リーダー、スティーグ・マルティンそのひととは思わなかったけれど。

「……こちらこそ」

　さすがのエリーザベトも驚愕を隠しきれず、差しだされた手のひらを見、その顔を見る。途端、ぱちくりと音がしそうなほどはっきりとまたたいてしまった。

　──おや。

　その柔にゆう和わな面立ちに、どこか見覚えがあったからだ。

　短いがゆるくうねる見事な金髪が、そのちいさな部屋の唯一の光源に照らしだされている。

　瞳の色は、濃い。この暗さでは虹彩まで判別つかないが、黒か茶か青か。典型的なリドホルム人であれば、深い青だろう。

　また鳥目がちなエリーザベトにもかろうじてそれとわかるほど、スティーグは美男子であった。

　といっても、その甥のアルノルトのように女顔ではなく、彫りが深く、鼻筋の通った男らしい顔立ちをしている。

　そこまで見て、エリーザベトは、スティーグがいったい誰に似ているのかわかった。

　──大伯父うえだ。
















　リドホルム王国老宰相エイジェルステット公ヨーンを、三十歳ほど若くしたようなのだ。

　たったそれだけのことが、エリーザベトのこころに親近感を生む。本来なら慎重に慎重を重ねて、警戒心を持って接すべき相手だというのに。

　差しだされた手をひとときの友好のために握り返し、エリーザベトは問いかけた。

「《賢者の森》の御おん大たい将しようみずからが、どうしてこんな辺境に」

　御大将はふわりと微笑んだ。怒りっぽいエイジェルステット公ではついぞ見られない砕けた笑みだ。そのうえで、実に懐かしい名を、彼は口にした。

「ライラというアルーンの女性はご存知ですね？」

「──！」

　知ってるもなにも。

　国内唯一の貿易港であるアルーンの地で知りあった、酒場《怠けものの犬ラート・フンド》のウェイトレスだ。アネッテ救出のおりには、ずいぶんその好意に甘えさせてもらった。

　──だが、なぜ彼女の名を。

　疑問に思いながら頷くと、アルノルトがあっさりと答えた。

「小麦が必要なら、って、ぼくがヨナタンたちにいったのを覚えていらっしゃいますか？　あのあとナンセン村からすぐに連絡があって、小麦を送ったんです。ちょうどそのときライラがナンセン村に行っていたみたいで──ああ、ライラとアネッテは歳も近く気があったようで、しょっちゅう行き来しているようです──、《賢者の森》の小麦の出来を気に入ってくれたらしく、取引することになったんです。それでいま彼女は、《賢者の森》の協力者として、いろいろと情報を流してくれているんです」

　そういえば、有言実行を絵に描いたような人物だったな、とライラの仕事ぶりを思いだす。

　ウェイトレスとしても有能らしかった彼女は、実に豪ごう胆たんで、実に行動力にあふれていた。

　アネッテを含むナンセン村の女こどもを人身売買の商品として誘拐していた大本を捜しだすために、セットとアルノルトが依頼した情報収集をいとも簡単に手配し終えていたし、信じられないことにエリーザベトの宿泊費もきっちり王城へ請求していたのだ。

　──たったふた月ほどまえのことながら、ずいぶんと懐かしい。

　エリーザベトは目顔で、スティーグに話の続きを促した。

　スティーグは言葉を続ける。

「ハルネスの強制労働所から運ばれた鉄の荷のなかに、たすけてくれ、と血でメッセージが書かれていた木のかけらがあったというのです」

「……血で？」

「ええ。気になってハルネス入りをすれば、労働所にまつわる奇妙な噂があちこちで聞こえる。小手先が器用な職人や、芸術家崩れの検挙率がずいぶんと高い、と。実際、鋳い物もの師しと普通の商人のメンバーに喧嘩をしてもらったら、商人はひと晩役所の牢に入れられただけでしたが、鋳物師はどこへ送られたことやら。おまけにハルネスは、ここ最近世間を混乱させている贋金がいちばん最初に使われた場所で、現在も使用される率がいちばん高い」

「……ここで、造られている可能性があると？」

　スティーグはためらうことなく頷いた。

　そういえば、ハルネス入りをする馬車のなかで、レンナルトもおなじことをいっていた。

　もっとも、

　──《初代フオスタ》は、マイエル伯を疑っているようだったが。

　ステッランに連れ回されて視察にいくあちこちで、一応気にしてはいるが、巧妙に隠されているのか、それとも真に潔白なのか、なかなか尻尾しっぽを見せない。

　エリーザベトはそのことをいおうとしたが、結局口にはしなかった。

《賢者の森クローク・スコーグ》のネットワークはなかなか優秀だと聞いている。その程度のことなら自力で摑んでいることだろう。

　それに、スティーグたちのほうでも、手持ちの情報をセーブしてエリーザベトに聞かせているのがわかる。

　──わざわざ知らせる必要はない。

　そう判断すると、ふと自分にまっすぐに注そそがれる視線があるのに気がついた。

　視線の主は、アルノルトだった。

　冷酷な表情でエリーザベトをこの隠れ家に連れてきた彼だったが、おかしなことに、いまどこか心配そうな顔をしている。

「……？」

「セットが労働所に入り込んでいるのはペーテルの件だろうけど、贋金のことも、なにかしら摑んでくるかもしれませんね。メッセージを送ってきた人物とか鋳物師の行方ゆくえが気になるのも事実ですから、ぼくも、セットのいる労働所に潜もぐり込んでみますよ。それでなんとか彼と繫ぎをつけます。ご安心を」

「……」

　思いがけない申し出にいささか面食らってしまう。

　エリーザベトが情報を流すべきかどうか考えていたのを、セットのことを気にしているのだと勘違いしたらしく、気を遣われたらしい。

　なにやら面おも映はゆいような気がしないでもないが、

「うむ」

　ここは素直に頷いておく。

　確かにセットの件に関しては、自分ひとりで動くよりも、《賢者の森》に任せるほうが利口だろう。セットに会えないのは残念だがしかたがない。

　おとなしく引きさがり、暇いとまを告げてマイエル伯の屋敷に帰ろうとするエリーザベトに、スティーグが呼びかける。

「エリーザベト殿下」

「？」

「杞き憂ゆうに終わることを願っていますが、お気をつけください」

「……どういうことだ？」

「不確かなことですが……、いえ、やめておきましょう。むやみに不安にさせることはないですからねえ。ただ、あなたの周りには、あなたを含め、腕の立つ人物が揃っている。だからこそ、くれぐれも油断めさらぬよう」




　含みのあるスティーグの言葉の真意が理解できたのは、闇に乗じて屋敷に戻ったときのことだった。




「──！」

　レンナルトを含む《森のアザミスコーグ・テイステル》が、マイエル伯の屋敷から姿を消していたのだ。

　エリーザベトがあたえられていた客間に戻り、誰もいないことを知った瞬間、突然背後で扉が開かれ、許可も得ずステッランが入室してきた。

　エリーザベトの帰りを張っていたのだろう。薄い蔑んだような笑みを浮かべて、エリーザベトを見おろす。

「彼らのうちのひとりが、あなたになりすまし、われわれをたばかっておりました。あなたの逃亡に手を貸す危険な存在を屋敷のなかにおいておくわけにはいきませんな」

　──シュティーナの変装がばれたのか。

　個々の戦闘能力を問うならこの西大陸最強の近衛たる《森のアザミ》だが、劇団としても西大陸に広く名の知れ渡っている存在だ。なかでも抜群の演技力を誇るシュティーナが、そうそうばれるようなミスをするはずがない。

　──読まれていたか、敢えて見破らせたか。

　わざと見破らせたのなら、どこかにレンナルトが手がかりを残しておくだろう。しかし部屋中を見回しても、それらしきものがない。

　ということは、

　──監視されていたか。

　エリーザベトは、うしろ手で部屋のドアをしめ、ことさらに音を立てて鍵をかけたステッランにむかいあった。

「ならば、身代わりをたてたわたしも同罪だ。おなじように追いだすがいい」

　しかし、ステッランは弾かれたように哂わらう。

「なにをおっしゃる！　どうして、未来の花嫁を追いだす必要があるというのです!?」

「……未来の、花嫁……？」

　まったく考えもしなかったその言葉に、エリーザベトはつい隙を見せてしまった。

　ステッランは獲え物ものを追い詰める猫のような表情の感じられない目で、張りつけたような薄い笑みを浮かべたまま、するり、とエリーザベトに歩み寄ってくる。

「わたしの妻になりなさい、王太子エリーザベト。そうでなければ、亡命を余儀なくされるか、命を落とすことになりますよ？　ああ、でもわが父は、あなたをある男の妻にさせるつもりのようですが、その男はあなたの倍以上年うえです。ちょうど年回りもよいのだから、わたしにしておきなさい」

「……？」

　こころの奥底でちいさく身じろぎした本能的な『なにか』がある。

『それ』が望むように近づくステッランから身を引き続けていたが、

「──っ！」

　背なかに、固いおおきなものがぶつかった。

　振りむく。壁だった。

　いつのまにか、ステッランに追い詰められていたのだ。

『なにか』がざわめき立つ。耳の奥のほうではすぅと血の引く音がするのに、心臓はどくどくと暴れている。凍りついたようにからだは動かないのに、背なかに汗が流れ落ちる。

　ふたたび、隙をつかれた。

「──あっ」

　両手を摑まれた。ぐっと腕ごとからだを引きあげられる。エリーザベトが爪つま先さき立つのがやっとの高さの壁に、ステッランは右手でエリーザベトの両手首をまとめて押しつけた。右の太ふと股ももを、ステッランの左膝が器用に押さえ込んでいる。

　ねえやの言葉があたまをよぎる。

（いいこと、エリーザベト。男相手に、組み討うちは絶対にしてはだめよ。どんなにあなたが強くても、最終的にものをいうのは男女の体格差ということもあるの。攻撃は最大の防御よ。そのスピードを活かして、自分の間合いで戦うこと）

『なにか』が喚わめくままに、暴れ、声をあげるが、華奢なエリーザベトの腕は簡単に解放されなかった。ステッランの足は、びくともしなかった。

「放せ！」

　顔が近づく。息がかかる。




　──……い……。




（今日という今日は、わたくしにもお時間をいただきますよ、王太子殿下）

　そういって、部屋に入り込んできた男がいた。

　男は口をだらしなくあけて哂わらっていた。ふらふらと酔ったような足取りで、ジャケットを脱ぎ捨てながら、歩み寄ってきた。

　明るい部屋。エリーザベトと男以外誰もいない、ちいさな部屋。

　逃げ回る。なのに、おとなの千ち鳥どり足あしのほうが速かった。壁際に追い詰められた。座り込む。どうしてわたしのからだは壁のむこうに行けないんだろう。

　気づく。気づいてしまう。

　哂わらってない。男。顔は哂っているのに、にやにやと哂っているのに、哂っていない、曇った目。

（王太子殿下はまだ十三。男の怖さを知らぬ年頃でしょう。王太子とはいえ女が男に逆らうとどんな目に会うか、からだで思い知るがいい！）

　男の手が、伸ばされた。肩を、乱暴に摑まれた。




　──怖いっ！




　甦よみがえった感情──『恐怖』に、エリーザベトのこころは乱れた。

　けれど──否、だからこそ、閉じられなかった紺碧の瞳に、ステッランは興きよう醒ざめしたようだった。

「……キスを交わすときのマナーぐらい、ご存知ない？」

　あきれたようにいうと、エリーザベトの腕を、脚あしを解放する。

　だが、エリーザベトは、自分を追い詰めた相手に、神武拳を振るうことができなかった。

　そのままちからが抜けたように、ずるずると膝からくずおれる。

　──こわいコワイ恐い怖い!!

　からだが震えている。

　それを押しとどめるために肩を抱こうとするが、赤くなった手首が目に入った瞬間、

「……」

　ぽたり、と水滴が膝を叩いた。

　ぽたり、ぽたりと紫紅色をますます濃くして、エリーザベトのズボンを濡らし続ける。

　ステッランが腰をかがめ、エリーザベトの肩に手をかけ、耳元で囁く。

「この程度のことでお泣きになるとは。いろいろ教え甲斐がある花嫁だ」

　そのまま剝むきだしになったエリーザベトのうなじに軽く唇で触れ、

「ドクロの君とはいえ、もう少し肉をつけ着飾れば、それなりに見られるようになるでしょう。わたしを床に沈めたあなたが、わたしにベッドに組み敷かれる日がすぐにも訪れる。これだから、未来は楽しい」

　部屋をでていった。

　ドアに、今度は外から鍵かぎのかかる音がした。




　閉じ込められたと気づいたが、エリーザベトはどうすることもできなかった。
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　セットが、ブロル＝ケイの新妻であるアンの手を借りて、職工組合に登録をすませた日。

　彼女のいう「おかしなこと」が、果たして自分にも適応するのかと、酒場ではじまった喧嘩に参戦してみたのだが。

　──まさか、役所ぐるみとは。

　贋金を使った容疑でぶち込まれた場所とは違う役所で、簡単に事情聴取され、「あたまを冷やして帰りなさい」と牢屋に入れられた。

　やはり俄にわか組合員には用がないかと寝てすごし、目が覚めたところで、ようすが違っていることに気がついた。

　セットは飲酒による暴行で捕まったはずだったが、なぜか窃せつ盗とう犯はん扱いになっていたのだ。

　しかも簡易裁判も終わっていることになっていて、何人かの軽犯罪者とともに、強制労働所へ運ばれてしまった。

　運ばれる途中で、世に絶望したとばかりにこうべを垂たれる男たちに、ひとりずつ就いていた仕事を尋ねて回ると、無職や盗賊といったもののなかにひとり、細工師だという男がいた。

　細工師は、セットに訴うつたえた。

「なあ、おれはそんなに悪いことをしたか？　酒場での喧嘩なんて日常茶さ飯はん事じで、おれはそれを止めに入っただけだぜ？　なのに、なんで喧嘩してたヤツがここにいなくて、おれが労働所送りになっているんだ？」

「──！」

　その言葉に、セットもあらためて荷馬車のなかを振り返る。いわれてみれば、昨晩セットが参戦した喧嘩をしていた男たちの姿もない。

　思いたくないが、

　──嵌はめられた、か？

　こうなるとセットももう、ペーテルを助けるために労働所入りをするのか、鋳貨偽造犯を探りだすために労働所入りをするのか、わからなくなってくる。

　──ま、一度ですむなら、手っ取り早くていいけどな。

　努めて楽観的にそう考える。しかし、なにが起こってもいいように、腹をくくることも忘れない。

　だが、奇妙なことに、労働所に運び込まれていちばん最初にさせられたのは、手を洗うことだった。

　手を洗い、爪を切り、清潔にした状態で、一列に並ばされる。命じられるがまま肘ひじを曲げて腰のまえに手をだすと、端から順に、職員がチェックしていく。

　たいがいのものの手は、職員の探している手ではなかったのだろう。一いち瞥べつしただけで素通りしていたが、職員はある男のまえで、不意に立ち止まった。

「おまえ、名は？」

「ヤコブです。ケビの息子、ヤコブ」

　──あの細工師か。

　背を伸ばすように爪先立ちになって、職員とヤコブのようすを窺う。

　鋭くなるセットの視界のなかで、職員は無言で細工師の手を摑み、裏表を確認する。

　探していた手の主だったのか、職員は重ねて訊いた。

「仕事は？」

「細工師です。ブラント通りで、店を構えて……──あの、おれ、なんで捕まったんだ？　おれはただ喧嘩を止めに入っただけだ、なにも悪いこと……」

「──連れていけ」

　職員は、細工師の訴えなどまるで聞いていないかのように、細工師の腕を引き、うしろに控えていた部下に押しつける。部下は無言で細工師をどこかに連れていこうとする。

「ちょっ、おい、どこに連れていくんだ!?　ここからだしてくれるのか!?　なぁ、おれは仕事があるんだ、はやく店に帰らせてくれ!!」

　訴えは最後には絶叫となり、細工師は引きずられていった。

　それからふたりの軽犯罪者をおいて、職員はセットのまえに立つ。セットの手を見た職員は、珍しく口をきいた。

「……職工組合の組合員じゃなかったのか？」

　セットの手は、剣を握る手だ。ひらはごつごつとして硬く、指にはタコもできている。とても職人の手には見えない。

　噓をついたところでしかたがないので、セットは正直に答えた。

「傭兵じゃ食っていけないからな、職工組合に入ったばかりだ」

「なるほどな。ならここは、おまえに似合った場所だ。しっかり働いてもらおう」

　そういって哂わらった職員の言葉どおり、強制労働所は、ずいぶんセットむきな場所であったと思う。

　とはいえ、

「……う、うう……ぎぎぎ……」

　セットは、朝から晩まで中途半端に折り曲げ続けた腰を、痛みのためにまっすぐ伸ばすことができずにいた。

　亡ぼう霊れいのように手足を引きずりながら無言でねぐらへと帰っていく服ふく役えき囚しゆうたちの列の最さい後こう尾びにつき、よろよろ、よたよたとかろうじて足を踏みだすのがせいいっぱいだ。

　──まさか、こんなに過酷とは……。

　初日だからといって、犯罪者に容赦などされるはずもなく。

　ちらほらと降りだした雪も、吐く息や体内から発される熱に溶けてしまうほど、一日中、働いて働いて働き続けた。

　セットが押しつけられた仕事は、鉄を採るために掘り進んだ坑道の奥から、掘りだされた土や岩をひたすら外に運びだす単純作業だった。

　が、土砂をいっぱいに積みあげた荷車は、そう簡単に動いてはくれない。大の大人が四人がかりで押し引きして、ようよう運ぶのだ。

　しかも、その坑道は高さがなく、ふつうの背丈の人間でも腰をかがめる必要があるのに、セットの長身ではいわずもがな。

　おまけに、炭鉱のなかは粉ふん塵じんが舞っていて、息苦しいことこのうえない。

　──強制労働所は、船底よりも生きて帰る率が高いと聞いたが、これじゃ死ねといわれてるようなもんだな。

　腹の虫が豪快に鳴る。

　一日に二食しか配給されない食事は、硬い雑穀パンに水と塩だけだ。

　王都の食堂で、ブロル＝ケイのおごりで囲んだ料理を懐かしく思いだしながら、セットはそれらを無理やり口に突っ込む。

　あまりの疲労に食欲は失せていたが、食べられるときに食べておくのは傭兵の鉄則だ。すでに慣れっこの、金がなくて空腹なのとはわけが違う。

「よし」

　食べ終えて、気合を入れるために、自分の両頰をぱしんと叩く。

　──ペーテルを、探しにいくか……。

　本来の目的のために動きだす──だそうとして、失敗した。

　セットは、本人にも自覚がないまま、気を失うようにして眠ってしまったのだ。

　そうはいっても、伊だ達てや酔狂で傭兵稼か業ぎようを何年もやってきたわけではない。

　セットは積みあげてきた基礎体力にものをいわせ、二日目から仕事が終わったあとの食事の時間や寝るまでのわずかなあいだに、点在する粗末なねぐらをひとつひとつ、ペーテルを訪ねて歩くぐらいには労働に慣れてしまっていた。

　正確にいうなら、無理やり慣らした、だろうか。

　二日目の午後、噂で聞いたとおり視察にやってきたらしいエリーザベトが、案内役の男──遠くてはっきりとは見えなかったが、あれがたぶんステッランとかいう、むかしエリーザベトによってぼこぼこにされた優やさ男おとこだろう──と腕を組んで歩いている、なかなか不愉快な光景を見たために、ムキになったにほかならない。

　いいかえれば体力的にも体型的にも恵まれたセットですらムキにならねば慣れなかったそれは、すでに老人と呼ばれてもしかたのない年齢のペーテルには、文字どおり死に直結した労働だったのだ。

「──ペーテル！」

　セットが労働所に収容されてから、四日目の夜だった。

　おなじ労働所にペーテルの老いさらばえた姿を見つけることができたのは、ほんとうに幸運だった──だったのだが、毛皮というのがおこがましいほど防寒の役目を果たしていないぼろぼろの毛皮にくるまり、ペーテルはねぐらの片隅で、ゆっくりと死の淵ふちへむかっていた。

　──なんで、もっと早く見つけてやれなかったんだろう。

　その思いに胸を突き刺されるようにして、ペーテルを抱き起こす。

「ペーテル、おれがわかるか？」

「……？」

　セットは自身にあたえられていた毛皮でさらにペーテルを包みながら、軽くその頰を叩いて刺激する。

　閉じられていた瞼がうっすらと開かれ、目がセットを探すように頼りなく動く。

「しっかりしてくれ。フーゴに頼まれて、あんたを助けにきたんだ」

　その言葉に、ペーテルのぼんやりとした視線が、急に定まる。

　セットの目をまっすぐに見返しながら、ペーテルはちいさな声をあげる。

「……フーゴは、……フーゴは、無事かい……？」

「……ああ、無事だ。惚ほれた女と、ブリクセンに逃げたよ」

　セットの言葉に、ペーテルはかすかに笑った。

「女……と、か。やるなぁ、あの色男……。無事で……。そりゃあ、よかった……」

　セットは、このときほど、あたまがさがる思いを抱いた瞬間はなかった。

　自分をこんな境遇に追いやった相手の無事をまずなによりも心配し、自分が救われることよりもその無事を喜ぶことを、いったいほかの誰ができるというのだ。

　セットは抱き起こしていたペーテルのからだをいったん床に寝かせ、安心させるようにその目を見ていい聞かせた。

「いいか。あんたを生きてここからだすのが、フーゴからの頼みだ。おれに、古馴染みとの約束を破らせるようなこと、させないでくれよ？」

　ペーテルは薄く笑った。笑ったまま、目を閉じた。か細い寝息が聞こえはじめる。

「……」

　セットはひとまずペーテルたちのねぐらをでた。

　これ以上寒さにペーテルの体力を削り取られるわけにはいかない。

　宿直の監視役が泊まっている小屋を訪れ、毛布を追加させるために、鋳貨の一枚でもちらつかせるつもりだった。

　その声に、呼びとめられるまでは。

「──セット」

　別に名まえを隠しているわけではなかったので、名を呼ばれることは驚くべきことでもない。

　ただ、職員以外の誰もが疲労のあまり泥どろのように眠っている夜よ更ふけに、これほどさわやかな声をだす人間がいるとは思ってもいなかった。

　しかも、ずいぶん聞き覚えのある声で。

　声をあげかねない勢いで驚いたセットは、弾かれるようにして声の主を探す。

　離れたねぐらの陰から、おかっぱ頭が手招いていた。

「……アル！」
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　願ってもない、再会だった。

「アルノルト・オーケ！　なんで、あんたがここに？」

「しーっ！　声がおおきい！」

　われ知らず張りあげてしまった声を咎められ、セットはこどものようにあわてて口をふさぐ。

　ふたりして沈ちん黙もくの行ぎようを行う修しゆ行ぎよう僧そうのように、身じろぎすらせず、周囲に聞き耳をたてる。

　雪が降る音さえ聞こえそうな静せい寂じやくばかりが続くが、ときどき遠くでちいさな声があがる。

　断末魔か、寝言か。

　いずれにしろ、セットの声を聞き咎めたものがいるようではない。

　ほっ、と息をつき、あらためて小声で問いかける。

「なんであんたがここに？　《賢者の森クローク・スコーグ》に、呼びだしを受けたんじゃないのか？」

「あのね、セット。呼びだしを受けて、ハルネスに行くよう指示を受けて、だからぼくはいまここにいるとは思わないの？」

「……」

　──それはまったく思いつかなかった。

　正直にそういってしまえば、この癇かん癪しやく持ちは、場所もわきまえず罵ば詈り雑ぞう言ごんのかぎりを口にするだろう。

　ゆえにセットはごまかした。

「ちょうどあんたのことを考えていたんだ。いま、医者がいればいいなァ──って、おい！　急きゆう患かんなんだ、診みてくれないか!?」

「しーっ！　しーっ!!」

　ごまかしの途中でペーテルのことを思いだし、やはり声がおおきくなるセットに、アルノルトが口にひとさし指をあてて黙れと合図する。

　そしてふたたび沈黙の行。

「……」

「……」

「………」

「………」

「…………もう、いいよな？」

「だいじょうぶだろうね」

　アルノルトに許可を得て、またしても同時にほっ、と息をつく。

　だがアルノルトは、セットのことを軽くにらみつけたあとで、耳のうしろに手をやり、周囲の音を拾う仕し草ぐさをする。

　しかし、すぐに首を傾かしげ、

「こんな時間だと、普通、脱走者がでないかどうか、警備が見て回ったりしてるはずだよね？」

　と問うてくる。

　セットは頷いた。

「普通はどうかは、ほかの強制労働所に入ったことがないからわからないけどな。──ここは、脱走への警戒が日中にかなりされてるからな。おれは足枷だけですんでるが、脱走しかけたやつ、脱走しそうなやつの足枷には歩くだけで音が鳴る鉄輪がつけられてるし、行動範囲を限定するために首枷に鎖が繫つながれてる」

　黙って聞いていたアルノルトの顔が、闇のなかでもそうとわかるほど、苦く歪ゆがんでいた。

「それ、人間にすることじゃないよね」

「まァな。だが、実際のところ、そこまでしなくても、誰も脱走できないだろ。朝から晩までやすみなく働かされるし、食事は一日二回配給されても、パンと水と塩だけ。眠れるときに眠っておかないと、生きてここをでられないからな」

　ひさしぶりにまともな話相手を得て、セットは嬉き々きとして自身の現状を語る。

　だが、アルノルトはセットに同情してはくれなかった。哀れみや蔑みのまじったあきれた声で、

「それできみはよく元気だね？」

「……」

　これでも初日は歩くのも寝るのもつらかったのだと訴えたところで、アルノルトの冷さめたまなざしは雪より冷ややかなままだろう。

　言葉を失ったセットに、アルノルトは沈黙をもって答えていたが、やがてちいさく吹きだすと、

「なんにせよ、元気でよかった」

　と歩み寄り、セットの広い背を軽く叩く──叩き、とまどったように、いい直した。

「無事で、よかった。ほんとうに」

　男尊女卑ならぬ女尊男卑なアルノルトにこういわせるほど、ここ数日でセットのからだは瘦せてしまっていたのだ。




　セットはいう。

「おれはまだここに入って一週間とたってないし、この程度ならどうってことない。傭兵は依頼主が最悪だと、契約期間中飲まず食わずで働かされるからな。でも、ペーテルは違う。ひと助けに協力していた、ただの善良なじいさんなんだ」

　でたばかりのねぐらに戻り、暗がりに慣れた目と記憶を頼りに、ペーテルの眠る場所にアルノルトを案内した。

　アルノルトは持っていたカンテラの灯りが漏れないように四面をふさぐ覆いを、一面だけかすかに開く。

　それはほんの少しの隙間から、ちいさくちいさくこぼれた光だったが、妙にこころを落ちつかせるちからを持っていた。

　どんな偶然か、誰の導きかわからないが、フイゴのような音を立てて浅い呼吸を繰り返すペーテルのそばに、いまアルノルトがいることがとてもこころ強い。

　以前、悪党の襲撃にあって、重傷を負ったパン職人ヨナタンを、手際よく診察し、治療したアルノルトの腕を、セットは信用しているのだ。

　そしてアルノルトは、その信用にちゃんと答えてくれる。

「いうまでもないけど、ひどく衰弱してるね。栄養失調だし、肺がやられているようだし」

「肺がやられてる？　どういうことだ？」

「鉄を採掘してるさいちゅうに、粉塵が舞うよね？　あれが少しずつ少しずつ肺に溜まっていくんだよ。それで、こんな変な呼吸をするようになるんだ。セットはだいじょうぶかい？　喉のどがいがいがしたり、変な咳することはない？」

　ペーテルの腕を取り、脈を診ながら、アルノルトが訊いてくる。

　セットは否定した。

「おれは長時間採掘現場に入らないからな」

　アルノルトが茶ちや化かす。

「それだけ背が高いと、坑道につっかえてしまうしね」

「職工組合に登録して入り込んだんだが、傭兵なのがすぐにばれた。単純肉体労働に回されたよ」

　つまり、ペーテルは小柄だったのだ。

　鉄や銀、鉱物などを採取するために掘られる坑道は、基本的に狭くて低い。広く高く掘ってしまうと、坑道の崩壊の危険性が高まるからだ。

　ゆえに坑道内で働くものは、みないちように小柄だ。あるいは、腰がひどく曲がっている。

　そして、仕事と庇ひ護ごを求めて労働所に望んで収容されたこどもたちによく見られる症状だが、背が伸びなくなる。坑道の高さにあった身長のまま成長し、老いていくのだ。

　セットはこどものからだのまま成長した老人を何人か見かけたが、どうにも正視しがたかった。

　やがて、ひとしきりペーテルの状態を診たアルノルトが、カンテラの覆いをしめる。そのまま立ちあがる動きを見せたので、セットも倣ならって、ねぐらをでた。

「……きみはもう少しここにいてもらってもだいじょうぶそうだけど、ペーテルはすぐにでも運びださなきゃまずいね」

「あんたに診てもらっただけじゃだめか」

「外科ならそれでいいけどね。でもペーテルは、ちゃんとしたところで、休養と栄養を採らないと」

「……」

　このまま労働所に収容され続ける以上、治る見込みはないということだ。

　──フーゴ……。

（セット、最後にひとつ頼みがある。ランツ村のペーテル、覚えてるだろ？　彼を助けてやってくれないか？　あのじいさんは、ただ善良なひとだったんだ）

　そういい残した古馴染みを思いだす。

　──『運び屋』のあいつのほうが、案外じょうずに脱走させられたかもな。

　と、気づく。

　視線が、寒そうに足踏みしているアルノルトに釘づけになる。

　──なんで？

　アルノルトにはエリングマルクで奇妙に再会した過去があるから、労働所内で会ったことにもつい疑問を持たなかったが、

　──なんで、こいつはここにいる？

　罪を犯して収容されたふうでもない。

　しかも、セットがここにいることを知っていたかのようだった。

「……なァ、アル。あんた、どうしてここにいるんだ？」

　そのいまさらすぎる質問に、アルノルトは一瞬ぽかんとし、

「は？　なに、いまごろ訊くわけ!?」

「しーっ！　しーっ!!」

　怒鳴ってくるその口を、あわててふさぐ。

　セットが声を張りあげるよりも、十五歳という年令にしては高いアルノルトの声のほうが、よく響いてしまうからだ。

　三度目の沈黙の行を終えて、アルノルトはセットの疑問に答える。

「壁を乗り越えてきたんだよ」

　壁を指差しながら、あっさりと彼はいう。

　だが、アルノルトが乗り越えたというその石壁は、労働所を取り巻くように造られている囚人の脱走を防ぐためのものだ。「乗り越えたんだよ」と簡単にいえるような高さではない。少なく見積もっても、セットの身長の三倍はありそうだった。

　おまけに、石を積み重ねることで生まれる凹おう凸とつは、石自体を削り均していたのかちいさなものばかりで、手がかり足がかりすら望めそうにない。

　アルノルトの指を追ってそちらを見み遣やったセットは、ふたたびアルノルトを見返し、念を押すように訊く。

「……この、壁を、か……？」

「そうだよ？　簡単だろ？」

「いやたぶんそう思うのはあんたくらいだと思う」

　そうかなあ、とアルノルトは納得いかない顔をしていたが、

「ま、さすがにひとひとり背負って乗り越えるのは難しいけどね」

　と恐ろしく見当違いなことをいい、表情をあらためる。

「ペーテルのことは、一両日中になんとか連れだせるよう手を打つよ。脱獄の手段が決まったら、またここに知らせにくる」

「わかった」

「それから、恩を着せるわけじゃないんだけど、ひとつ、頼まれごとをしてくれないかな？」

　恩を着せられたところで、断るつもりはない。

　頷き、先を促す。

「このなかで、おれができることがあるなら」

「うん、きみにしかできないことだよ、セット」

　アルノルトはひっそりと笑った。

「《賢者の森クローク・スコーグ》はいま、贋金を偽造している場所を探している。所内に関係者がいるはずだ。探してほしい」

（鋳貨偽造犯を洗いだせ）

　ウルフという男の依頼とかぶる。

　──あんたもか。

　と、セットは内心つぶやいた。




「ぼくはこう見えて、案外なんでもできるんだよ」

　といい置いて、アルノルトがほんのわずかなでこぼこを伝って軽々と壁を乗り越えていく姿に驚きよう嘆たんしたのは、日付が変わってずいぶんたってのことだった。

　それからセットは、夜明けまで自分のねぐらで仮眠を取ると、動きだす。

　もともと贋金造りのことは、ラーゲルレーヴ侯ミカルと、ウルフという謎の男からの依頼でもある。

　先になんとかする必要があったペーテルのことは、アルノルトが請け負ってくれた以上、見通しがついたと考えてもいいだろう。

　こころ強い仲間があらわれ、気持ちもからだも身軽になったセットは、ウールの上着の内側を探った。

　──アレの使い道ができたな。

　強制労働所に入る際、手荷物は没収され、コートやマントといった防寒具も容赦なく脱がされる。

　そうなるだろうと予測していたので、最初から剣や皮かわ鎧よろいはブロルの屋敷に預けてきた。防寒具も、没収されてもかまわないように、直前に古いものを買っていた。

　ゆえに、入所したときからずっと手放すことなく持っている私物は、身につけているウールの上下と二重底のブーツ。そして、

「……頼んだぞ」

　上着にいくつも作ってある隠しポケットに忍ばせていた、いくばくかの金と《聖ト十ル二フ家テ》ラーゲルレーヴの花紋が浮かびあがる琥珀のブローチ。

　実は、入所まえの身体検査のときに、その隠しポケットをひとつ見つけられてしまっていた。

　だが、どうもそのときの担当職員は、雇い主への忠誠心の持ちあわせがなかったようだった。見つけられたぶんと別の隠しポケットのぶんの鋳貨二枚をちらつかせると、それをすんなりみずからの懐に納め、見なかったふりをしたのだ。

　以降、いざというときに買収にあたる相手はその職員と決め、機会があるごとに、職員の仕事内容や所内での重要性を調べてみたが、

　──役に立つ日がくるとは、な。

　職員の仕事は、囚人の管理だった。

　所の出入り口より若干離れたところにあるちいさな小屋で、新しく入ってくるものの数、運良く無事にでていくものの数、死体置き場あるいは別の『どこか』へ移されるものの数を、もうひとりの同僚とめんどくさそうに確認し、書類を作り、だらだらとすごしていた。

　今朝もまた、おおっぴらにあくびをしながら、なにやらごそごそとやっている。

　同僚が用を足しにでも小屋の外にでた隙をついて、小屋の小窓から呼びかける。

「──おい」

　職員は鬱うつ陶とうしそうに声の出所を探しこちらをむいたが、すぐにあわてて飛びだしてくる。

「な、なんだ、おまえ！　仕事に就かない……か？」

　咎めるためのその声は、セットの手のなかのものに釘づけになる。

「小こ遣づかい稼かせぎ、しないか？」

　琥珀のブローチ。

　リドホルム人であれば、ひと目でその意味を理解する究極の紋章、花紋──石ネイ竹リカ。




　はたしてセットが贋金を造っている現場への地図を手に入れたのは、アルノルトからちいさな革袋ふたつとペーテル救出の手順を書いた紙を受け取った直後であった。
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　たいへんだ、と役人を呼びにいき、ペーテルのねぐらへ案内したのは、翌日の朝のことだった。

　か細い呼吸を繰り返すペーテルがくるまっている毛皮を剝はいで見せたとき、連れてきた職員もまた、たいへんだ、と仲間を呼びにいった。

　呼ばれてやってきた同僚たちがやはり口々にたいへんだ、たいへんだと騒いでいるさいちゅう、医者がやってきた。たまたまほかの囚人の面会に訪れていたところを、引っ張ってこられたのだという。

　囚人の生き死にを預かっている職員たちだったが、はっきりいえば、罪を犯した人間が生きようが死のうがどうでもいいのが本心である。ゆえに、たとえ坑道の天井が崩ほう落らくして数多くの死傷者がでたとしても、医者を呼んでまで囚人の怪け我がを治す気はさらさらない。

　だから、たったひとりでも事態を冷静に見ている職員がいたら、その、あまりにタイミングのいい医者の登場に、それがすべて芝しば居いであると見抜けたことだろう。

　しかし、さいわいにして、そこまでちゃんと状況判断のできた職員はひとりもいなかった。なぜなら、セットが買収した職員を通じて、「これは疫えき病びようではないか」という噂を広めていたからだ。

　なにせそのときのペーテルは、からだじゅうが土つち気け色いろ。そのうえに、ぬらぬらと爛ただれた発ほつ疹しんがあちこちにできていて、なんともいえない腐ふ臭しゆうを漂わせていたのだ（ときどき全身を震わせて嘔おう吐とするそぶりを見せていたが、それは演技ではなく、ほんとうにその臭においに吐き気を催していたようだ）。

　なにをどう調合したのかわからないが、この不気味な発疹は、アルノルトから渡された革袋のひとつに入っていた粉が作ったものだった。

　その粉を指示どおりペーテルのからだに満まん遍べんなく振りかけると、まもなくぶつぶつと吹きでものがでてきて、やがて爛れたようになり、臭いを発するようになったのだ。ペーテルいわく、痛くも痒かゆくもなく、ただひたすらに臭くさいらしい。

　その状態と、いまでは囚人の一部にまで伝わった疫病の噂の効果があってか、医者がペーテルを診ることを咎めるものは誰もいなかった。しかも、診察しているあいだは遠巻きにし、医師が血相を変えて近寄ったときには、逃げだす職員もいたほどである。

　セットは、思わず吹きだしそうになるのを必死でこらえながら、その奇怪な光景を見ていた。

「疫病だ!!」

　医者は、職員に伝える。

「下げ痢りに、嘔吐、おまけにからだじゅうの原因不明の発疹！　疫病の可能性がある。すぐに隔かく離りしなければ!!」

　職員のなかでも地位の高い男──所長が、やはり顔色を悪くしつつも、自身の務めを果たそうと医師のそばに駆けよる。

「ど、どうせ、犯罪者だ。死んだところで、困りはしな……」

「──なにをいっている！」

　所長の言葉を、医者が怒号で打ち消した。

「いまハルネスには王太子殿下がいらっしゃるのだぞ!?　もし、この冬のあいだに疫病が蔓まん延えんして、殿下が罹り病びようすることなどあれば、首を斬られるどころの話ではないではないか!?」

　雇われ職員たちに、この台詞は強烈だった。

　さっきまで遠巻きにしていたペーテルの身柄を、職員同士のヒエラルキーの最下層に属する新人あたりにねぐらから運びださせ、すぐさま買ばい収しゆう職員の仕事場に隔離した。

　この小屋の主な使用者がたったふたりであるのと、職員たちの詰め所や囚人たちのねぐらからも適当に離れているのとで、選ばれたようだった。

　買収職員はずいぶんと情けない顔をしていたが、セットはたいへん都合のいい場所に運ばれたと内心楽しくてしかたがない。

「おれはそのペーテルと古い知りあいなんだ、看病させてくれないか」

　ともするとにやつきそうになる顔を必死で押さえ込んでいる表情が、いいぐあいに疫病への恐怖と友情のあいだで揺れ動いているように見えたのかもしれない。

　所長は深く考えることなく許可をだし、セットたちに、芝居を先に進める絶好の機会をあたえてしまっていた。

「おもしろいくらいに展開が進むねえ。こりゃ、夕方まで待たないで、ペーテルさんには死んでもらおうか」

　医者役の《賢者の森クローク・スコーグ》のメンバーが、ペーテルのからだから爛れた発疹を拭ふき取りながら、物ぶつ騒そうな提案をする。

　いっしょにペーテルを拭いていたセットは、一度小屋の外へ視線を遣やり、ペーテルに話しかけた。

「そうだな。時間を置くと、冷静になってくるやつもでてくるだろうしな。よし。ペーテル。長く息を止めるのもつらいだろ？　一応、おれの知りあいが、一時的にあんたを昏こん睡すい状態にする薬をくれてるんだ。使うか？」

　ペーテルは、弱々しい笑みを浮かべて、頷く。

　土気色のからだはいまはどうにもできないけれど、くぼんだ眼がん窩かの奥、ペーテルの茶色の瞳がいきいきしてきている。助かることに希望を得た人間の顔になってきている。

　セットは、ふたつめの革袋から、ちいさなビンを取りだす。買収職員と医者役にしばらく息を止めておくよう注意し、みずからも深呼吸のあと息を止め、コルクの栓せんをあけた。そしてそのままペーテルの鼻先に持っていく。

　ビンの中身は、やはりなにをどう調合して作ったのか不明な液体にしっかりひたした布だった。その液体の発する臭いが、嗅いだものを昏睡状態に陥おちいらせるらしい。

　またたく間にペーテルが眠りに落ちる。

　セットはそれを視認し、すぐさまビンにコルク栓をして、臭いが漏れないようにする。やはりアルノルトの指示どおりゆっくり三秒数えてから、深々と息をした。残りのふたりもセットに倣ならう。

「……早かったねえ」

　医者役がおっとりという。

　念のためにペーテルの頰を軽く張るが、反応はない。アルノルトの作った薬は、どうやら願った以上の効果をもたらすらしい。

　医者役に頷き、革袋に突っ込んでいた指示書を開く。内容を確認し、

「じゃあ、次に行くぞ」

　と立ちあがろうとしたとき、買収職員がセットにすがりついてきた。

「な、なあ、おい。ほんとうに、おまえ、お偉いさんとツテがあるんだろうな」

　顔が必死だった。数枚の鋳貨で買収されたことが、いまになって怖くなってきたのだろう。

　セットは、安心させるように笑ってやった。

「もちろん、見せただろう、あのブローチ。あの花紋はほんものだ」

「……」

　言葉だけで不安が解消されるわけはなく、職員は逡しゆん巡じゆんを見せる。だが、

「あんたはおれたちの芝居に協力してくれた。悪いようにはしない。おれがラーゲルレーヴ侯にかけあう」

　畳みかけると、頷いて、小屋の外へでていった。ペーテルが死んだと、所長に告げにいったのだ。

　すぐにやってきた所長は、小屋の小窓から、あたまから爪先まで完全に毛皮で覆われたペーテルを見み遣やり、ついてきたふたりの職員に命令する。

「死体置き場に運んで、埋めてお……」

「──なにをいっている!?」

　医者役の《賢者の森》のメンバーが、やはり所長の言葉を怒号で打ち消した。

「疫病に罹かかったものの死体は焼いて処分するのが常識だろうが！　しかも、その煙や灰ででも疫病はひろまる。どこか別のところへ運ぶんだ。……そうだな、さいわいわたしの知りあいに、そういうのを一手に引き受けているものがいる。彼のところなら、遺体を焼却してくれるはずだ。表おもてに、わたしが乗ってきた荷馬車がある。それを回してくれ。すぐに運びだそう。──そうだな、きみと、きみ。遺体を持って、いっしょに来てくれ」

　医師に指名されたからしかたなくついていく。

　そういうふうに振る舞いながら、セットと買収職員はペーテルのからだを毛皮ごと運び、回された荷馬車の荷台に乗り込む。

「では、わたしは行くよ。所長。悪いことはいわない。いますぐ、このひとが使っていたねぐらとさっき隔離していた小屋を焼きなさい。いいね？」

　手綱を取りつつ放たれた医者役の言葉に、所長を含め、職員たちがおおわらわになる。

「おい、早く火だ！　ねぐらを焼け！」

「小屋のなかの書類はどうすれば!?」

「それも焼くんだ、しかたがない」

　怒号と悲鳴が入り混じり、荷馬車に誰もが関心を払わなくなったとき、荷馬車はゆっくりと強制労働所をでる。

　ヘプケンに近い北の辺境から、もうひとつの隣国ホーエンローエ帝国との西の国境にむかって移動をはじめてどのくらいたっただろう。

　セットは、医者役の青年がいった言葉を反はん芻すうする。首を傾かしげる。

「……そういうのを一手に引き受けてるって、どういうのを引き受けてるんだろうな」

　瞬間、笑いが弾けた。

　医者役も、買収職員もげらげらと声をあげて笑いだした。

　お互いのつたない演技を、薬のありえない効果を、おおあわての所長と職員たちを、涙を流しながら笑っている。

　つられてセットも、腹を抱えてまえのめりになりながら、ペーテルの顔の部分にかかった毛皮をのけてやる。ペーテルのおだやかな寝顔があらわになった。それすらも、おかしくてたまらない。

　ひーひーと笑い続け、それでもなんとか目的地のちいさな村まで辿りついた。荷馬車から馬車に乗り換えるのだ。

「ペーテル、もう起きていいぞ」

　からだを揺さぶり、頰を張り、ペーテルの目覚めを促す。だが、ペーテルは目を覚まさなかった。

　──ひょっとして……。

　過酷な環境からようやく抜けだせたのに、とセットが不安を覚えたとき、

「そのまま寝かせててあげて」

　と、アルノルトの声がする。

　視線をあげると、荷馬車のなかを覗き込むようにして、アルノルトがペーテルのようすを窺っている。

「あれ、ただの誘眠導入効果のある香こうだから、命に別状はないよ。熟睡してるだけ。これまでずっとまともに眠れる環境じゃなかったんだろ？」

　セットは、天才少年の言葉に安あん堵どする。それから、段取りどおり、買収職員の手を借りて、ペーテルを馬車に移動させる。

「思っていたより、顔色が悪いね。今年は《鉄の冬ヤーン・ヴインテル》じゃないようだし、早いうちに《賢者の森クローク・スコーグ》に移そうか、っていってたんだけど、もう少し体力が戻るまではあんまり動かさないほうがいいかもしれないね」

「頼めるか？」

「もちろん」

　アルノルトは、小気味よく即答した。

　ならば、とセットは上着の隠しポケットにしまっていた、買収職員から渡された紙切れを、アルノルトに手渡す。

　セットのうしろでおどおどと、成り行きを、みずからの身の振りかたをみつめていた職員を示し、

「こいつが作った。贋金造りの現場までの地図だ」

　アルノルトの顔に、笑みが広がる。

「ありがとう！　これはとても貴重な地図だ！　……スティーグ、地図だよ!!」

　どこかの農家から借りていた荷馬車を返しにいっていた医者役の青年が、アルノルトの声に、おっとりと手をあげて応じる。ゆっくりと戻ってくるその姿を見ながら、セットはアルノルトが口にしたその名まえをこころのなかで繰り返す。

　──スティーグ……、《賢者の森》のスティーグ……？

　スティーグはどこにでもある名まえだった。

　だが、『《賢者の森》の』とつけて呼ぶとき、それは必ずしもどこにでもある名まえではなくなる。

　セットは、われ知らず、つぶやいていた。

「……《賢者の森》のスティーグ・マルティン？」

　ちょうどセットのまえまで辿りついたその青年は、男らしい美貌にあまやかな笑みを載せて手を差しだしてきた。

「はじめまして、ユストゥスの息子セット。ぼくが、マルティンの息子スティーグです」

　──誰かに似ているな。

　一瞬の既デジ視ヤ・感ビユ。だが、答えを思いついたのもまた一瞬だった。

　──ミカル卿の屋敷で会った、ウルフに似ているんだ……。











[image: ]






　ハルネスに戻ったのは、冬の陽ひがすっかり落ちてしまったあとだった。

　降ってはやみ、降ってはやみを繰り返す雪は、いままた降りだしたところのようで、舗装された道には、うっすらと白い光が積もっているように見える。

　それを蹴散らすように馬車で走り、井戸のある広場で、セットとアルノルトとスティーグの三人は降ろされた。

「……お、おれは？　おれはどこに……？」

　いまだ目を覚まさないペーテルとともに車内に残された職員が、不安げに訴えてくる。

　職員はともかく、ペーテルのことが気がかりなセットも、アルノルトを見、スティーグを見る。

　ふたりは、そこで待っていた《賢者の森クローク・スコーグ》のメンバーに手綱を譲り、二ふた言こと三み言こと会話を交わすと、

「これからぼくたちが行くところは、病人を寝かしておけるほど広くもなければ、清潔ともいい難がたいからねえ」

「内科を診られるメンバーが、ハルネスをちょっと離れたところにいるんだよ。だから、そこにペーテルは運んでおく。そっちの職員さんは、顔、知ってるひとがハルネスにいるんじゃない？　いづらくない？　いっしょに行って、ペーテルの看病をしてもらおうと思っているんだけど」

　職員は、うんうんと乱暴に頷き、提案を素直に受け入れた。そしてそのままその馬車で去っていった。

　この時点ですっきりと肩の荷がおりたセットは、馬車のうしろ姿を眺めていたが、

「なにやってるの！　行くよ!!」

　癇癪を起こしたように怒鳴るアルノルトの声に、あわてて歩きはじめた。




　彼らがハルネスに滞在中、身を潜ひそめている場所は、なんと貧民街のなかにあった。

　──これは確かに。

　細い路地という路地にはゴミが散乱し、ペーテルが漂わせていた腐臭以上の凶悪な異臭が、容赦なく鼻び腔こうを襲ってくる。

　雨や雪をしのぐ屋根を持たない浮浪者たちが身を寄せあい、互いのからだで暖を取りあっている。

　──狭いうえに不衛生だ。

　ペーテルをこの路地に運び込まずにすんで、セットはほっとした。

　ただ、隠れ家の周辺こそそんな様子ではあったが、さすがに内部は、こざっぱりと整えられていた。

　路地の途中に瓦が礫れきに覆われた入り口があり、地下へと延びる階段があった。おりきったところにちょっとした広間があって、《賢者の森クローク・スコーグ》のメンバーらしき男たちが、三人ほど、スティーグとアルノルトの帰りを待っていた。

　その奥に目隠しの布がかかった小部屋のようなものがあったが、「仮眠はあそこで取っていい」といわれたので、誰かの私室というわけではないようだった。

　椅子やテーブルといったしゃれた家具などない広間の床には織物が敷かれ、セットたちはそこに車座になって座る。石を敷き詰めた床から冷気が立ちのぼってきて正直尻が冷えるが、強制労働所のねぐらにくらべたら百万倍マシだった。

　一方、少女のような顔を歪ゆがめ、少女のように高い声で、アルノルトは哂わらう。

「ばかだばかだと思っていたけど、ほんとうにばかだよね、マイエル伯って男は！　王家は、よくこんな小物に伯爵なんかさせてられるよね！」

　職員によって描かれた贋金の製造工場は、なんとハルネス市内にあり、しかもマイエル伯の屋敷の目と鼻の先にあった。

　地図をじっくり見ていたメンバーのひとりが、「どこかで見たことがある」とあわてて持ってきた下水道の配置地図と重ねると、伯爵の屋敷とそこは下水道で綺麗に繫がっているのがわかったのだ。

「労働所内で偽造しているほうが、これよりはまだましだよ！　この程度の知恵で玉座を狙ねらおうなんて、王家もばかにされたものだね！」

　アルノルトの言葉に、ひっかかるものがある。

　セットは隣で気炎を吐くアルノルトの腕を引き、

「……玉座を狙う？　どういうことだ？」

「贋金で国内経済を混乱させておいて、玉座を掠かすめ取るつもりのようだねえ」

　答えたのは、スティーグだった。おっとりと微笑みながら、とんでもないことをあっさりと打ち明ける。

「《賢者の森》に、おなじ王家に恨うらみを持つもの同士、手を結ばないかって持ちかけてきたんだよ」

「恨み？」

　重ねた問いに、うん、と応じたのは、アルノルトだった。地図を見ながら、贋金が造られている製造工場までの下水道を指で辿っている。最短ルートをあたまのなかで計算しているようだった。そうしながら、実になにげなく答える。

「ぼくのとうさん、エルサのお父うえに殺されたんだ」

「……！」

　セットは息を吞んだ。

　いつもエリーザベトのことを、「愛しのエルサ」と呼んでいる彼の過去には、到底思えなかったからだ。

　──自分の父親を殺した相手の娘に、あんなふうに接することができるか？

　だが、セットは、驚愕する一方で、どこかその事実を納得して受け入れている自分がいることにも気づいていた。

（でも、いま、願ってもないチャンスが目のまえに転がっている。思わず国家のっとりの算段をつけてしまいそうなほどにね。王太子をこのまま人質にして《賢者の森》へ連れていこうか、とか、ここで殺して全面戦争に持ち込むのもいいな、とか……）

　貿易港アルーンで、人身売買の黒幕カルステニウス侯爵一味を倒したときのこと。ぞっとするほど冷酷な視線でエリーザベトをねめつけながら、アルノルトが発したそれ。

　あのときは、単純に、国家に仇あだなす密猟者集団《賢者の森》のメンバーとしての発言だと思っていたが、父親を殺されたこどもとしての本心でもあったのか。

　セットが言葉を失っていると、アルノルトが苦笑した。

「いま、ぼくのこと、かわいそうだな、とか思った？」

「……いや、その……」

「気にしなくてもいいよ。薄情なことをいうようだけど、とうさんが殺されたのは、ぼくがまだかあさんのお腹のなかにいるときの話で、いまいちとうさんがいた、っていう実感がないんだよね。実感のないひとを殺されたからといって、エルサを憎むつもりはないよ」

　緑の目が、噓偽りなくアルノルトの本心を伝えている。そこに悲しみとか怒りとか、そういった感情はまったく見られない。

　それはまた、スティーグや、場を囲む《賢者の森》のメンバーたちもそうだった。

　スティーグがいう。

「オーケの死は確かに悲しむべきものだけれど、それはぼくらの《賢者の森》の返還運動には関係のない話なんだよ。本来なら、いちばんオーケを殺した相手を恨んでいいはずのアルやアルの母親が恨んでいない以上、第三者が騒ぎ立てるものじゃないしねえ。それに、オーケを殺したのはセイデリア公爵であって、リリー女王やエリーザベト殿下じゃない。これだけは、間違えちゃいけないことなんだ」

《賢者の森》のメンバーたちが、それこそわが意であるとばかりに、頷いていく。

　──第三者が、騒ぎ立てるものじゃない、か。

　アルノルトの父親は、スティーグにとっては義兄にあたるはずだ。《賢者の森》のメンバーにしてみれば、仲間のはずだ。

　オーケというひとを身近に感じていたひとびとが、みずからのことを第三者といいきる以上、そしてそれを受け入れている以上、セットになにかをいう権利などない。

　彼らの、深い悲しみをたたえつつも意志の光にきらめく双そう眸ぼうを見返し、セットは頷く。そのうえで、最初の疑問をもう一度投げかけた。

「玉座を掠かすめ取るなんてことが可能なのか？」

「──それについては、おれが説明しよう」

　階段の上方から、聞き覚えのある声が降ってくる。

　まさかあの目立たない出入り口を見つけだし、侵入してくるものがいるとは考えてなかったのだろう。《賢者の森》のメンバーが、スティーグとアルノルトを守るように瞬時に仁に王おう立だつ。

　だが、

「安心しろ、敵じゃない」

　そういってあらわれた侵入者の姿に、勇ましいメンバーたちも虚をつかれた。

　まっすぐな黒髪は絹のようにつややかで長く、室内を照らすカンテラの明かりに反射するのは紺碧の瞳。すらりとした華奢な肢体を包む無ぶ粋すいなマント姿であってなお、その絶世の美貌は、いささかも損なわれることがなかった。

「レンナルト・ヴァルデマール！」

　セットとアルノルトが同時に発したそれに、劇団《森のアザミスコーグ・テイステル》の看板俳優は、優雅に応じてみせた。

「よく会うな、セット、アルノルト。それに、ひさしいな、スティーグ。おまえまで来ているとは思わなかった」

　セットやアルノルトだけでなく、自分たちのリーダーの知りあいでもあることがわかって、《賢者の森》のメンバーは安堵したように座り直す。

　その際にあけられたスペースに腰をおろすレンナルトに、スティーグは微笑み返す。

「ご無沙汰をいたしました、レンナルト。そうはおっしゃいますがねえ、ぼくの問題でもありましょう？」

「それもそうだな」

　意味深な会話をするふたりにややもどかしさを覚えながら、セットは隙をついて、レンナルトに訊いた。

「……レンナルト、あんたひとりか？」

　アルーンでも、エリングマルクでも、この青年があらわれるときには、セットのそばに赤毛の小柄な少年めいた少女がいた。

　だが、少女はおらず、青年だけがあらわれる。

　そのなんともいえない違和感に思わずといったていで尋ねたセットに、レンナルトは表情をすぅ、とあらためた。

「エルサが気になるか、セット。安心しろ、といいたいところだが、エルサはマイエル伯に監禁された。《森のアザミ》はていよく追い払われたんだ」

「……!!」
















　言葉を、最後まで聞いてはいなかった。立ちあがり、隠れ家の外に飛びだす──飛びだそうとするセットを、レンナルトが引き止める。

「放せ」

「あわてるな、セット。いまのところ、あいつらはエルサの命をどうこうするつもりはない」

「あたりまえだ！　命をどうこうされて、たまるか！」

「わかってるなら、落ちつけ。おれの話を聞いてから動いても、エルサはちゃんと救出できる」

「……どうしてそういえる？」

「それをこれから説明する」

　セットは、自分を見あげてくる紺碧の瞳にしばらく逡巡したが、「わかった」とその場に座り込む。

　どうにも、この紺碧の瞳に弱いのだ。

　周囲の目が自身に注がれているのを確認し、レンナルトは語りはじめる。

「マイエル伯はニルスという男を玉座に据すえるつもりだ」

「……ニルス？」

「実はその男、六十年まえに玉座を追われたエイナル王の遺児イェスタ王子の子だそうだ」
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「ニルス王子こそが、正統の王位継承者なのですよ、まがいものの王太子殿下」

　奇くしくもその同時刻、エリーザベトの部屋で、ステッランがいままさにおなじことを語りだしたところだった。

「いくらなんでも、あなたもご存知でしょう？　第五代目の国王でいらっしゃったエイナル王を弑しいしたのは、エイナル王の弟であるヨナス殿下とその婚家である石ネイ竹リカのラーゲルレーヴだったことは」

　エリーザベトは頷いた。

　エイナル、シーグル、そしてもうひとりヨナスの三兄弟。彼らの父王・トルドは、リドホルム王国アレニウス朝で唯一、二度即位した王として、あまりにも有名だった。

　一度目の即位は、三代目の王の逝去に伴う順当な即位であった。

　三人の男児を得て、真んなかの王子こそ人語を解さない獣けもののような生まれとなってしまったが、長子はおっとりとした責任感の強い王子となり、末子は野心家のうえに頑がん強きような王子となった。

　トルド王は、長子エイナルに類たぐい稀まれなる王の器うつわが備わっていること、末子ヨナスに危険な野心が育っていることを見抜き、そうそうにエイナルに王位を譲り、ヨナスへの牽けん制せいとしたが、それは結果としてヨナスの野心の火をおおきくしただけのこととなった。

　エイナル王の長子であるイェスタ王子の婚姻の儀の前夜、ヨナスとその息子であるラーゲルレーヴ侯爵ウーログの率いた兵団が、トリーヴァルト城に攻め込んだのだ。

　兵団と剣を交えた王城の衛兵たちを中心に多くの死傷者をだした叛乱は、最悪のかたちで幕を閉じた。たったひと晩でトリーヴァルト城は陥落。翌朝、エイナル王ならびにソフィア妾しよう妃ひは遺体となって城の外に運びだされたのである。

　しかし、床とこに就くことが多くなっていたとはいえ存命中であったトルド王は、ヨナス王子に玉座を明け渡すことを頑がんとして受け入れなかった。

　野心こそが国を滅ぼすきっかけになると、トルド王は信じていたからだ。

　ゆえに、すぐさま獣同然のシーグル王子を王太子として擁よう立りつし、そしてみずからは二度目の王冠をいただいた。

　さすがに野心家のヨナス王子とて、実の父親に剣をむける蛮ばん勇ゆうは犯しがたかったのだろう。以降、叛はん旗きを翻ひるがえすことはなかったという。

　これをおかしい、とステッランはいうのだ。

「どうしてエイナル王を弑しいしたラーゲルレーヴは、こんにちまで罰されることなく《聖ト十ル二フ家テ》で居続けている？　トルド王のご逝せい去きよに伴い玉座に座られたシーグル王の妃きさきウルリーカは矢車菊ブロークリントのアーンシェ。ウルリーカはもともとイェスタ王子の許婚いいなずけでありながら、シーグル王の妃の座に納まり、エーリク王が即位し成人するまでのあいだ、父親のアーンシェ侯となに食わぬ顔で摂せつ政しようを行ったのはどうして？」

　ステッランは、身振り手振りでおおげさに問いかけてくるが、エリーザベトは答えることができなかった。

　そもそも王というのは、王家を存続させるのが最大にして最終の目的だとされる。

　ラーゲルレーヴ家に、たとえ一滴であっても王家の血が流れている以上、もしものときに備え、叛はん乱らんを不問とするしかなかったのだろう。

　獣人という蔑べつ称しようを王家の記録にまで記されていたシーグル王が、唯一懐いていたのがウルリーカだった。彼女以外にシーグル王の血を残せる女がいなかった以上、王妃となり、摂政となるのは当然のことだろう。

　だが、そんな王家の正道を最初から理解しようともしていない人間相手に、なにをどう説明できるというのだ。

　エリーザベトが口を閉ざし続けることに、ますます増長したステッランはよりによって、

「謀む反ほん人にんラーゲルレーヴ家とアーンシェ家は繫つながっていたのです！」

　などと、たわけたことをいいはじめる。おまけに、

「それに、さすがのあなたもこのことはご存知ないでしょう」

　そう一拍置いて、嬉々として語りだす。

「現在のエイジェルステット公は、エイナル王のもうひとりの遺児とされているが、エイナル王、ソフィア妃ひのご遺体とともに赤子のものも見つかったとの報告がある。つまり、偽にせ物ものなのですよ、ヨーン＝エイジェルステットは！　しかもその偽物のエイジェルステットがどこからか拾ってきた女を、どういいくるめられたのか、エーリク王はめとられた！　やつの地位を不動のものとしてしまった!!　これは、真のリドホルム国民として、許しがたい所業!!　それでわれわれは独自の調査をすすめ、正統な王位継けい承しよう者しやであるニルス殿下をお探し申しあげたのです!!」

　熱弁を振るうあまり、ステッランは激げき昂こうする。

　だが、

「………………噓だ」

　はじめて知らされた話に、エリーザベトは、顔色を失っていた。
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　レンナルトは、深く息をついた。

「……と、いうわけだ。……セット、ちゃんと理解できたか？」

　そう訊くぐらいだから、正直に答えても許されるだろう。

　セットは答えた。

「無理だ！」

　レンナルトとスティーグが苦笑し、アルノルトが吼ほえる。

「胸張っていわないでよ、そんなこと！　あたまのなかで家系図を作りながら聞けばわかる話じゃないか！」

「それはそうだが……。なァ、あんたたちも理解できたか？」

　助けを求めるように《賢者の森クローク・スコーグ》一同を見み遣やれば、彼らもそろって首を振る。アルノルトがぽかんと口をあける。

　だいたい自分の家系のことでも、話が長くなると途中で混乱をきたし、最終的にはわけがわからなくなるものだ。エリーザベトの母親の父親のそのまた父親の頃の話を聞かされても、最初から家系図まで理解する気はない。

　まさか、レンナルト相手にいうことになるとは思わなかったが、

「簡潔に、わかりやすく頼む」

　エリーザベト相手に繰り返すことが多かったその台詞をいうと、レンナルトが「善処しよう」と応じた。

「要するに、エリーザベトも女王も、そのまえも、そのまえの王も、長子相続権を主張するやつらからいわせれば、玉座を不当に奪った偽の王というわけだ。だから、自分たちが旗はた頭がしらにしているイェスタ王子のこどものほうが、正しい王位継承者なので、王位を返せ、となる。これが、玉座を掠め取るのも可能である理由で、もうひとついうなら、血なまぐさいことを避けようと思えば、イェスタ王子のこども──ニルスといったか？　そのニルスとやらにエリーザベトを嫁とつがせればいい。……理解してほしいのはこんなもんだな。わかったか？」

　セットは頷いた。

　今度のは理解できた。理解できたからこそ、余計にわからない。

　──なぜ、それをいまになって？

「……」

　セットは、エリーザベトを思った。そして、ミカルを思った。

　一方は『運命の女』であり、一方は自分を高く評価してくれた人物である。そのふたりが背負った背景に、とてもではないが、なにかいう気になれなかった。

　かわりに「わけがわからない」とばかりに憤ふん慨がいして口をひらいたのはアルノルトだった。

　アルノルトはいう。

「だからって、どうして六十年もたって？　一応六十年間なにごともなく国土を治めてきたんだよ？　シーグル王もウルリーカ妃も、エーリク王もリリー女王も間違いなく正統な統治者じゃないか。そんなむかしのことほじくり返すことになんの意味があるっていうの？　ほんと、マイエル伯ってばかだよね！」

　ややもすれば重苦しくなる空気のなか、アルノルトの単純にして明快な意見は、雰囲気をみごとに一変させた。

　楽しそうな顔をして、レンナルトが尋ねる。

「おもしろいことをいうな、天才少年。平へい穏おんに国土を治められたら、それが正しい統治者というか」

「難しいことをいえばきりがないよ。だけど、国民が望むのは、みんなが飢えることなく、安心して生活できる国でしょう？　戦争ばっかりでいっこうに平和に辿りつかないほかの国を思えば、六十年間平和であったことは奇跡だよ。セイデリア公を《賢者の森》のあるフリーベリの領主にした点はいただけないけど、平和を維持しているところは支持する──って、痛いな！　なんで叩くんだよ!?」

　突然、《賢者の森》のメンバーが、次々にアルノルトのあたまを叩いていく。みな、アルノルトの意見をうれしく思っているのだろう。顔が誇らしげに輝いていた。

　ついでに、

「アルはまっすぐだねえ！　叔父として誇らしいよ」

　とスティーグに抱ほう擁ようされて、アルノルトは悲鳴をあげ抵抗していた。

　──この環境が、アルノルトを作ったんだな。

　そのほほえましい光景に、目を細めていたセットは、不意にレンナルトに問われた。

「セット、おまえはどう思う？」

　ごまかせない光が、紺碧の目に宿っている。

　潮が引くように《賢者の森》たちも静かにすると、セットの答えを待った。レンナルトの態度から、セットの意見こそが、これからどうするかを決める指針になるのだと、暗に悟さとったらしい。

　急に注目を浴びて、セットはとまどう。周囲は、決断を待っている。だが、もうひとつだけ聞いておきたいことがあるのだ。

「レンナルト、アルの意見にかぶるが、どうして六十年まえに王太子の座を追われた人間の息子なんてのが、いまさらでてくるんだ？　なにか、背景があるのか？」

「……四十年くらいまえにねぇ、」

　とおっとりと答えたのは、驚くべきことにスティーグだった。

「一度、エイナル王の息子、イェスタ王子を名乗る男があらわれたことがあるんだよ。きみも知ってるだろう？　リリー女王の父、エーリク王の暗殺未遂事件があったことは」

　セットは頷いた。

「それに、なんの関係が？」

「うん。そのときの首しゆ謀ぼう者しやがねぇ、イェスタ王子の名まえを騙かたったんだよ。イェスタ王子には、エーリク王を恨む理由があるからねぇ。玉座につけなかったこともそうだけど、エーリク王のおかあさんが、もとはというとイェスタ王子の許婚だから」

「……そのくらいのことで!?」

　あきれたように声を張るのはアルノルトだ。甥おいのあきれ声にも、うん、と頷いておいて、

「それくらいのことで、だねぇ、ほんとうに。でも、それくらいのことで暗殺をしようとするひとの立てた計画だもの、あっさり未み遂すいで終わってしまって、そのイェスタ王子を名乗る犯人も逮捕された。けどね、普通は、そういう犯人は、処刑されるよねぇ？　でも、そのイェスタ王子は、高ーい塔のうえに幽ゆう閉へいされただけなんだ。どうも城のなかでむかしから働いているひとたちのあいだで犯人の顔を見たひとが何人もいて、あれはほんもののイェスタ王子だったって声があがったからのようなんだけど。なによりねぇ、そのイェスタ王子は、いつのまにか幽閉された部屋から忽こつ然ぜんと姿を消したんだ。もともとヨナスの反乱の際にもイェスタ王子の遺体はどこにも見つからなかったって話だし、幽閉先からも姿を消すしで、いまじゃすっかり生死不明。その生死不明のひとのこどもを名乗る人物がでてきたって、おかしな話じゃないねぇ。……でも、ぼくはね、」

　スティーグは、セットの目をまっすぐに捉えていった。

「ニルス王子は偽者だ、と断定する。信じてくれていいよ、セット」

《賢者の森クローク・スコーグ》のリーダーのちから強い言葉は、彼には申し訳ないが、セットにとってはただの参考でしかなかった。なぜなら、

「……おれは、」

　エリーザベトが監禁されたと聞かされたときから、どうしたいかはもう決まっていた。決まりきっていた。

「おれは、アルのように学があるわけじゃないから、平和な期間の長さとかよい統治者とか、そんなのはよくわからない。ただ、もしエルサが傷つくようなことがあれば……」

「──スティーグはああいうが、もしニルスがほんものだったらどうする？　国家反逆罪で船底行き、あるいは首が落ちるかもしれない」

　レンナルトが試すようにいう。

　たとえ自分のこれからの行動の結果が船底行きだとしても、絞こう首しゆ刑けいだったとしても、ひとつだけ、確信できることがある。

　──その瞬間、おれは後悔じゃなく、満足していることだろう。

　セットはひとつ息をつき、声を張った。

「おれは、あいつの──エリーザベト＝アレニウスのために、できることをするだけだ」

　それはレンナルトの、ひいては一同の欲していた答えだった。

　レンナルトが、破顔する。立ちあがりざま、提案する。

「じゃあ、ひとつ囚とらわれのお姫さまを救いにいくか！」

　笑いが起こった。

「そういや、文字どおり囚われのお姫さま、だ！」
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　のんきな男たちが、姫君救出作戦に乗りだした頃、その姫君は茫ぼう然ぜんと窓の外を見つめていた。

　誰もいなくなった部屋で、先ほどから、ただひたすらおなじ言葉ばかり繰り返している。




「わたしは、正統な王位継承者ではない……？」




　ステッランに迫られたときに蘇った恐怖が、エリーザベトのゆっくりと育ちはじめたばかりの感情の振り幅をおおきく超えてしまっていたのだ。

　そのために、胸中でエリーザベトの精神を破壊せんとばかりに渦うず巻まくさまざまな思いに、自分という存在があやふやになっている。




「わたしは、正統な王位継承者ではない……？」




　祖父が死ぬまでは確かに自分が王位継承者だと認識していなかった。

　だが、王宮に引き取られ、王女よ王太子よと呼ばれるごとに、そうならねばならないと思う気持ちが生まれてきていたのも確かだ。

　やさしいキスをくれたひとに、顔をやさしくつつんでくれたひとに、答えたいと思っていたのも事実だ。

　なのに、そのすべてが虚構。うしろ盾のエイジェルステット公も、公の妹で、祖父のただひとりの后だった祖母シーヴもつくりごと。

　王太子クローン・プリンセツサンエリーザベトという存在も偽り。

「……っ」

　自分のからだを抱きしめるようにして、その場に崩れ落ちる。

　すべてのものから隔離されているため、部屋にはエリーザベト以外誰もいない。




　──恐い。




　ひとりでいること、孤独を、生まれてはじめて恐いと思った。

　はっはっ、と荒く乱れた息が漏れる。苦しい。胸を押さえる。心臓が痛い。




　──誰か……、




　誰かに自分を肯こう定ていしてほしい。自分は王太子だと、自分は王女だと、自分はエリーザベト＝アレニウスだと。

　名まえを呼んで抱きしめて存在を確かなものにしてほしい、誰かに──セットに！

「セット！」

「──呼んだか、エルサ」

　助けを求めるようにしてその名を叫んだとき、背後で部屋の扉が乱暴に蹴破られた。

　振り返ると、セットがいた。

　その信じられないほどのタイミングに、思わずぽかんとするエリーザベト。

　──夢？

　にしては、扉を破壊する音は耳に痛かった。近づいてくる彼の姿が、絨毯のうえを歩く音がリアルだ。

　そばに来て、膝に手を置き、中腰になるセットに手を伸ばした。頰に触れた指の感触が、これは現実であると伝えている。

　大好きな名を、大切な名まえを呼んでみる。

「セット……？」

「よう」

　照れくさそうに、セットは笑った。

　ちからなく落ちるエリーザベトの手のかわりに、セットの手のひらが伸びてくる。そのおおきな手で、あたまを撫でられる。頰を撫でられる。きゅっ、と、軽くつままれる。

　──痛いな。

　でもそれは、暴れだすたくさんの感情によって破壊されたエリーザベトの外がい郭かくが、またたく間に再生される刺激となった。

　エリーザベトは、自身にからだがあったことを思いだす。

　あたまがあり、顔があり、肩が、腕が、胸が、腹部が。冷気を伝えてくるのは床にぺたりとつけた臀でん部で、ドレスのなかに、足がすぅと伸びていく。

　ぺたぺたと頰を弾くセットの手を、握る。タコやマメのできた、ごつごつした手だった。

　エリーザベトは、訊く。

「どうして、ここに……？」

「囚われのお姫さまを助けにきたんだよ。……いらなかったか？」

　茶化すようなものいいに、首を振る。重ねて問う。

「セット……、わたしは、誰だ？」

「は？　なにを……？」

　そこまでが、エリーザベトの限界だった。

　再生されたばかりの外郭をまたしても破壊しようと、感情が──怒りが、寂しさが、恐怖が、ありとあらゆる負の感情が、声をあげて暴れはじめる。

　恐きよう慌こう状態に陥り、セットにすがりつきながら、エリーザベトは早口で答えを求める。

「答えてくれ、お願いだ。わたしは誰だ？　わたしは誰なんだ？　わたしはわたしを王太子だと思っていた。でもステッランは違うという。なら、わたしは誰だ？　わたしはなにものだ？　なにものなんだ!?　答えろ、セット！　答えてくれ──お願いだ……」

　エリーザベトのからだを受け止め損ね、セットは尻しりもちをつく。その痛みを訴えようとしたが、エリーザベトの取り乱しぶりに放つ言葉も忘れてしまった。

　セットは、立てた膝のあいだにエリーザベトのからだを納め、怯おびえさせないように背に腕を回す。

　エリーザベトのからだが一瞬びくりと跳はねたが、なだめるように、あまやかすように叩く。そうしておいて耳元で強く囁いた。

「あんたは、エリーザベトだ。王太子エリーザベト＝アレニウス。おれの……、運命の女だ」
















　──運命の女……？

　その言葉に、聞き覚えがあった。暴れ続けていた感情が、ピタリと止まる。

　顔をあげた。

　思いがけないほど近くに、セットの顔がある。そのひとなつっこい瞳に、自分の姿が映っている。

　一瞬にも永遠にも思える時間を見つめあうと、からだの外郭が、色彩を帯びていく。

　かもじをつけたままの髪は夕日のように鮮やかな赤へ。頰は雪国生まれ特有の白に。薄い唇にはほんのりとピンクが差し、おおきな双眸に、雪雲の晴れ間からのぞく冬の星空──紺碧が宿る。

　エリーザベトは落ちつきを取り戻す。が、

「運命の女、といったか……？」

　彼女の言葉に、こんどはセットがあわてふためく。

「いや、あの……！　き、聞き間違いだ、空耳だ、幻聴だ!!」

「？」

　ひたすらひとりで騒いだあと、エリーザベトが追及してこないことに気づき、セットは顔を赤くして咳払いをする。

「め、珍しいな、というかはじめてだな、あんたがそんなふうに取り乱すの。……あのな、エルサ。そのステッランというやつになにをいわれたか知らないが、あんたは間違いなく王太子エリーザベトだよ。思いだしてみろ。メルタはなにをいった？　アネッテはなにを託した？」

　導かれるように、ふたりのことばが呼び起こされる。

　メルタはいった。

（感情のないひとは、他人を理解できないから王になれないの。喜びが、悲しみが、痛みが、幸せがこころに与える重さを知っているから、ひとははじめて他人を思いやれるのよ。いま、あなたのなかに生まれつつある感情を大事になさい。それは、喜びも、悲しみも、痛みも、幸せもあなたに連れてきてくれる。それを大事にできたとき、あなたはすばらしい王になるわ）

　アネッテは託した。

（外を見なさい、エルサ。外を、世界を見るの。世界のあちこちに、あなたの手を必要としているひとがいる。あなただけが助けられるひとがいるの。だから命令や決まりごとよりも、あなた自身の気持ちとからだでひとびとを助けていって。あなた自身が何を思い、何を考え、何をしていきたいのか、もっと外に伝えていってほしい）

　エリーザベトは、泣きたくなった。

　──どうして、こんな大切な言葉を、あの程度のことで忘れてしまったのだろう。

　セットは、エリーザベトのなかで、いま猛スピードで行われている変革に、ちゃんと気がついていた。

　瞳を覗き込み、いい聞かせるようにいう。

「生まれや血筋で王が決まるというなら、この世界には神話の時代から、王はひとりしかいないはずだろ？　でも、王も国もひとりでもひとつでもない」

「……極論だ、それは」

　まるでこどもの思考だ。世慣れた傭兵の台詞ではない。

　──だが、

　だからだろう。

　おそろしいくらいにまっすぐこころに届いた。不思議なくらいあたたかくこころを支えた。

　そうか？　とセットは首を傾かしげる。

「志を持って立ちあがったやつが、ひとの期待や願いのなかで成長して、王になってきたんだとおれは思うぞ？　だからな、エルサ。あんたが王太子として立太してから、あんたに期待している人間はそれこそ山のようにいるだろう。おれが知ってるだけでも、少なくとも三人の人間は、あんたに期待と希望を持っている。三人の願いを背負っているぶん、ちゃんと王太子だよ」

「三人？　メルタとアネッテと？」

　セットは苦笑したまま答えない。

　エリーザベトも求めない。

　必要ないからだ。

「……」

　これからもきっとマイエル伯やステッランのように、イェスタ王子の遺児を王として擁立しようとするものはあらわれるだろう。

　王位を簒さん奪だつしたものだ、僭せん主しゆだと罵ののしられることもあるだろう。

　──だから、なんだというのだ。

　エリーザベトの背にはいま、アネッテの願いがある。メルタの期待がある。そしてセットの支えがある。

　支えてくれるひとの茶色い瞳が、まばゆいものを見るかのように細められているのが誇らしい。

「セット」

「うん？」

「わたしはいまはじめて『王女』や『王』の持つ言葉の意味を知った」

「そうか」

「だから、もう迷わない」

　ほんの少し、頰の筋肉が動いた。つられて口角がうえに持ちあがるのがわかる。

　エリーザベトは気づいていなかった。いま、『神が跪ひざまずき、悪魔でさえ魂を捧げる』笑顔を浮かべていることを。

　ただ、彼女は、目のまえの男の瞳が見開かれたのを認識しただけだ。




「──王女修業をごろうじろ、だ」




　セットは、その言葉に強く頷く。立ちあがり、エリーザベトに手を貸す。

「さて、腹をくくったところで、さっさとここをでよう。屋敷の住人たちが、おれが眠らせてきた見張りにそろそろ気づく頃だろうし、アルノルトが待ちくたびれているはずだからな」

「うむ！」

　エリーザベトは、返事とともに、鬱うつ陶とうしいドレスを脱ぎはじめる。途端、あがる、情けない悲鳴。

「わああああっ!!」

　セットだった。

　脱ぐのをやめて、彼を見ると、真っ赤な顔をしている。

「？」

「ば、あんっ……、ひとまえで突然ドレスを脱ぐ年頃の娘がどこにいる!?」

「ここに」

「答えを聞いとるかっ！」

「……セットはうるさい」

「うるさい、じゃない！　頼むから早いとこ羞しゆう恥ち心しんとか恥じらいとか慎みとか！　そういうのを学んでくれ!!」

「なぜだ？」

「訊くな！　と、とにかく窓の外にでておく！　そのあいだに着替えろ！」

「顔が赤いぞセット」

「余計なものは見なくていい!!」

　どうやら、叱しかられたらしい。

　しかたないのでいわれたとおり、セットが外にでたのを待って、ドレスを脱ぎ捨てる。《森のアザミスコーグ・テイステル》の衣装にあらためていると、窓の外で、ちいさく空気を切り裂く音が聞こえた。

　──なんだ？

　着替えを終えて外にでると、その切り裂き音の正体がわかった。一本の矢が、ベランダに転がっている。

　セットが、どうやって手に入れたのか、ロープを柱にくくりつけている。その脇を通り抜けて庭を見ると、樹の陰で、手を振るものがあった。判然としないが、きっとアルノルトだろう。それでロープは、矢に紐をつけ飛ばし、その紐にくくりつけたロープを手た繰ぐり寄せて手に入れたことがわかった。

　──ありがとう。

　アルノルトは樹の陰に隠れ、周囲を警戒しはじめた。

　セットは、張ったロープの強度を確かめたあと、マントを脱ぎ、ふたつ折りにしてそれに引っかけている。

　だから、ふたりとも気づかなかった。




　エリーザベトが、生まれてはじめてひとに対し、感謝の念からあたまをさげたその姿を。




　セットはマントの両端を握り、体重をかけて、再度強度を確かめると、あたまをあげたばかりのエリーザベトに手を伸ばしてきた。

「さすがのあんたも、ここからじゃ飛び降りられないだろ？　おいで」

　導かれるままに、ベランダの手て摺すりに足をだして座ったセットの、その膝のうえに座る。

「しっかり摑まっていろ」

　張りつくように、セットの厚い胸板に腕を回す。

「──！」

　必然的に耳があたったセットの胸から、ちから強い鼓こ動どうが聞こえる。そして、それに共きよう鳴めいするように、早はや鐘がねを打ちはじめる自分の心臓の音も。

　息苦しかった。胸が痛かった。けれど、




　──それは味わったことのない、あまい痛みだった。
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　エリーザベトがセットとともに、監禁されていた部屋から脱出し、雪が積もった大地に降り立ったのは、一瞬のことだった。

「──愛しのエルサ！」

　いつもの呼びかたでエリーザベトを呼び、アルノルトが駆け寄ってくる。

「ご無事でしたか！」

　アルノルトは、珍しく弓を肩にかけている。あのロープを届けるために、『本業』を披ひ露ろうしてくれたのだろう。

　別に隠してきたつもりはなかっただろうが、自分を助けるために弓の名手ぶりを発揮してくれた気持ちがうれしい。

　アルノルトは訴える。

「ああ、できればこの無粋な傭兵にまかせず、ぼく自身があなたをお迎えにあがりたかった！　ですが悔しいことに、この屋敷中を、セットのように悪党どもを倒しながらあなたを探して回るほどの技量はぼくにはありません。泣く泣くその役目をそこの体力ばかに譲り、こうやって雪の降るなか、あなたを見つけたという合図が送られるのをひたすら待っていたしだい……！」

「だから、悪かったって……」

「──悪かった!?　悪いことをしたって、自覚はあるんだ!?　自覚してるんなら、どおしていっしょに連れていってくれないわけ？　信じられないよ、ほんとに！　ふざけるのもたいがいにしてほしいねっ!!」

「あああ……」

　きーきーと甲かん高だかい声を張りあげてすばらしい勢いでアルノルトがいうのを、そしてそれをあたまが痛そうにセットが聞いているのを、エリーザベトは胸の奥が満たされる想いで見つめていた。

　たとえばそれはアネッテのやさしいキスに似ていた。メルタのやさしい抱擁にも似ていた。

　感情の泉から、正負すべての感情が湧わきいでたあとにこころを満たす、愛しいという想いであった。

　セットが愛しい。

　アルノルトが愛しい。

　愛しいふたりといっしょにいられる自分が愛しい。

「……アル」

　エリーザベトはセットのそばを離れ、アルノルトにいっそう近づいた。

　そして、エリーザベトの思いがけない接近にきょとんとする少年を、こころのままに抱きしめる。

「──っ!?」

　突然の抱擁にからだを硬こう直ちよくさせるアルノルトに、あらためて礼をいう。

「ありがとう、アル。おかげで助かった」

「……あなたと馴なれあうつもりはないんですがね」

　エリーザベトにだけ聞こえるよう、冷ややかな声でそういいつつも、彼の手はエリーザベトの背に軽く回される。

　きゅっ、と互いを強く抱きしめあってからだを離すと、そこには冷めたまなざしの密猟者アルノルトではなく、少し瞳を潤ませた天才少年アルノルトがいた。

「お礼など！　レンナルトより《森のアザミスコーグ・テイステル》が屋敷を追いだされ、あなたが監禁されたと聞いたとき、ぼくのこのちいさく臆病な心臓は心配で張り裂けそうでした！　あいかわらずおうつくしいお姿を見て、お変わりないことを知り、安堵のあまりこの身が溶けてしまいそう!!」

「冬だ。すぐに固まろう、大事ない」

「……のんきだな、おい」

　セットが、ロープでこすれて焦こげたにおいのするマントを眉をしかめながら羽は織おりつつ、苦笑している。

　エリーザベトは、今度はセットにちゃんと礼をいおうと振り返った──振り返ろうとした。

「──エリーザベト！」

　屋敷から部下を引きつれて、ステッランが駆けだしてくる。

　三人はいっせいにそちらを見た。

　アルノルトがこばかにしたようにいう。

「殿下、という尊称をつけなかったね、あのボンボン」

　──婿むこ気取りのつもりか。

　エリーザベトは、この二、三日のあいだに、ステッランによって投げつけられた暴言、あたえられた暴力を寸分と違たがわず思い返す。

　愛しさに満たされていた感情の泉が、怒りや憎ぞう悪おにぐらぐらと煮え立ちはじめる。

　だが、あいかわらずぴくりともしない表情に加え、明かりの乏しいこの雪の夜。屋敷からかろうじて届く灯りだけでは、ステッランごときに、エリーザベトの変化を感じ取ることができるはずがない。

　打ちのめされ、自分を失い、おのれのなすがままであったときのエリーザベトに接していたように、ステッランは尊大にいう。

「お逃げになればどういうことになるか、おわかりでしょう！　さあ、部屋にお戻りなさい、いますぐ!!」

「──あいにくだが、ステッラン。わたしにわかるのは、もうおまえの思うようにはならないということだけだ」

　エリーザベトは、こころのあらぶりを滲ませた声を放つ。

　だが、それでもなお、ステッランはわかっていなかった。

「聞きわけのない小娘のような真似を」

　と嘲あざけると、

「まさか、まだ王太子で居続けられるとでも？　正しいのはどちらか、なぜおわかりにならない!?」

　エリーザベトはあきれて、セットとアルノルトを見る。ふたりともなんともいい難がたい、実に情けない顔をしていた。

　しかし、エリーザベトの視線を受けると、彼女の背なかを押すように頷く。

　王という名まえに、王太子という地位に、はじめて意味があることに気づいたいま、迷いはない。恐れも消えた。

「正しい正しくないは、所しよ詮せんいまひとときのこと。わたしが正統であるか異端であるかは、歴史が証明しよう！」

　セットが剣を抜き構え、アルノルトが『本業』の弓を引き、矢をつがえる。

　エリーザベトは宣言した。

「──シンブケンを、ごろうじろ」




　先陣をきって敵兵の行動力を奪っていくのは、『本業』──密猟者として使い慣れた短弓を、百発百中とばかりに流れ射つアルノルトだった。

　器用に葉の落ちきった木のもとまで移動すると、軽々と高い枝に登る。

　そしてその高みから、どんなにちいさな的まとでも、どんなに距離があいていても、おかまいなしに矢を放ち、敵に苦く鳴めいをあげさせる。

　剣を握る手首を貫つらぬき、脇腹をえぐり、太股に突き立て……。

　アルノルトは敵をあおるために声を張りあげた。

「手応えがないなあ！　《賢者の森クローク・スコーグ》の獣たちのほうが、よっぽど利口に立ち回るよ？」

　いきり立ってむかってくるものがあれば、即座に矢で大地に縫い止める。

　さすがに少年の弓の名手ぶりに恐れをなしたか、敵は地上で拳こぶしと剣を振るうふたりへと攻撃の対象を絞ろうとする。

「──そんなこと、このぼくが許すと思ってるわけ？」

　アルノルトは一度に二本の矢をつがえ、いまにもセットの背後に斬きりかかろうとした兵を狙った。




「──いっ!?」

　突然耳元で風が鳴り、セットが斬り結んでいた相手がもんどりをうって倒れる。

　風の発生源を追ってうしろを振り返れば、木のうえでアルノルトが陽気に手を振る。

「ごめん、ごめん！　あたった？」

　──アルのやつ、絶対わざとだな。

　セットにあたるかあたらないかギリギリのコースを読んで、眼前の敵と背後の敵を一度に昏こん倒とうさせている。腕に自信があるからこその仕し業わざだ。

　エリーザベトを捜しに屋敷に潜り込むさい、無理やり外で待たせたことを根に持っているのだろう。

「……面倒なやつ」

　とはいえ、アルノルトの本業は、実際のところ、ものすごくありがたい働きを見せていた。

　どうやらこのマイエル伯爵どもは、いつのまにかハルネスじゅうの傭兵を雇い入れていたようなのだ。

　おおよそ偽王を討つとかなんとかいって、見返りに新王朝の爵位や騎き士しの称号あたりをちらつかせて、集めに集めたのだろう。実力はたいしたものではないが、さすがに数が多い。

　それを、アルノルトは、ちいさく、だが確実にダメージを与えることで戦意を失わせ、セットとエリーザベトが戦いやすいよう援護してくれている。

「蜂蜜酒一杯で、手を打ってくれるといいが」

　どうもエリーザベトとのつきあいがはじまってから、ひとをなだめるために食い物を持ちだす傾向が増えたような気がする。

　──エルサ。

　考えごとをしながらも敵を斬り伏せていたセットは、そこでふと視線を巡らし、まるで跳ねるようにして敵陣のなかを暴れ回るエリーザベトの姿を捜す。

　自分を見失った彼女が半狂乱になってしがみついてきた──そのからだのちいささ。細さ。頼りなさ。

　わかっていたはずなのに、抱きしめるときまで、彼女がまだたった十五歳の少女であったことを失念していた。

　おまけに、

　──おれを、恐がった？

　腕を背に回したとき、一瞬怯えたようにからだが跳ねたのを忘れられない。

　先ほど自分からアルノルトを抱きしめにいっていたので考えすぎだと思いたいが、もし、万が一、あのステッランとかいう男になにかされていたとしたら……。

「戦いのさいちゅうに考えごととはのんきだな、セット」

「──ぐぇっ！」

　蛙かえるの鳴き声を真似たような声が、瞬時に遠ざかる。

　あわてて見み遣やれば、エリーザベトが傭兵の顔面に蹴りを入れたところだった。

「誰のせいだ、誰の！」

　セットはエリーザベトに怒鳴り、躍やつ起きになって剣を振るいだした。




　しかし、

　──誰のせいだといわれても。

　セットの考えごとの内容を知るはずもないエリーザベトは、怒鳴られ、やや気分を害する。

　──せっかく手を貸してやったのに。

　正確にいうなら、貸したのは足だが、あのようにいわれる筋あいはない。

　ふん、とばかりにそっぽをむいて、ステッランと対たい峙じすべく、雪を蹴散らしながら走りだす。

「──っ！」

　だが、兵はあとからあとから湧いてくる。

　拳こぶしを鳩みぞ尾おちに食らわせ、肘で顎あごを突きあげ、がら空あきの脇腹に回し蹴りを放ち、頭部に踵かかとを叩き込んでいく……。

　少しでも相手につけ入る隙をあたえないよう──組み討ちに持っていかれないよう、全神経を研とぎ澄すましていると、

「じゃじゃ馬ぶるのも、すぎればかわいくありませんよ」

　エリーザベトが疲れた頃を見計らって、ステッランがようやく姿を見せた。

　長なが槍やりを持ち、全身を板金の鎧で鎧よろっている。

　あまりに時代錯さく誤ごないでたちに、エリーザベトはわが目を疑う。

　勝負の鉄則は、巧こう遅ちよりも拙せつ速そく。

　そんな基本すら知らぬもの相手に本気になるのはためらわれたが、鈍どん重じゆうながら繰りだされた槍に、ステッランはステッランなりに本気なのだと見て取る。

　──ならば、遠慮はいらないな。

　ふたたび鈍重な槍が襲ってくる。

　槍の重さに耐えきれずステッランの腕がさがり、地すれすれまでおろされた矛ほこ先さきに飛び乗ると、一いち目もく散さんに駆けあがる。

「──ばかな!?」

　隣にいた傭兵が驚愕の声をあげ、せめてもの忠誠を見せてステッランの手から槍を払い落とすが、時すでに遅し！




「シンブケンを、ごろうじろ」




　一瞬の跳ちよう躍やく。

　わけもわからず立ち尽くすステッランの兜かぶとを、左足で弾き飛ばす。続いて放つ、右の蹴しゆう撃げき。

　側頭部を強打されたステッランは、板金鎧と槍を捨てさせた傭兵ごと遠く吹っ飛んでいった。ふたりぶんの情けない悲鳴が遠ざかり、やがて消える。

「……」

　着地し、そのピクリともしなくなったふたりに視線をやる。

　──やりすぎたかな。

　そう思いつつも、こころがどこか軽くなっているのがわかる。どうやら囚われていたあいだの恨みが、ずいぶん募っていたらしい。

「あんたの戦いを見てると、人間って簡単に吹っ飛ぶんだって錯覚しそうだ」

「ずいぶん、恨みのこもった一発でしたね」

　エリーザベトのもとへ、セットとアルノルトがやってくる。

　一応この場の主格たるステッランがああなったいま、雇われ傭兵たちに戦う意味などない。それぞれが見たあまい夢の亡なき骸がらと武器を、踏み躙にじられ薄汚れた雪の大地に捨てて逃げていったので、ふたりにはもう戦う相手がいなくなったからだった。

「……なんだかすっきりした顔をしているな」

　セットの手が伸びて、エリーザベトの頰をつまむ。

　──これが。

「あっ！　なんてことするんだよ、女性の頰、に……？」

　アルノルトがあわてたようにセットの手を払いのけようとしたが、エリーザベトが自分の頰をつまんだセットの手に自分の手のひらを重ねたほうが、一瞬早かった。




　──この手が、壊れたわたしを甦らせた。




「……エ、エルサ……？」

「どうかしましたか、エルサ……」

　とまどったような声が、セットとアルノルトから漏れる。

　エリーザベトは、笑えない。笑うことができない。もし笑うことができたなら、いまここで、笑いたいのに。

　葛かつ藤とうを抱えながら、それでもせいいっぱい胸に湧き立つ愛しさをこめて──

「ありがとう、セット。おまえにも、感謝を……」
















「──グー」

　いっしょに、腹が鳴った。

「……」

「……」

「……」

　雰囲気をぶち壊したそれに、男どもが腹を抱えて笑いだす。

　取り残されて、ぽかんとするエリーザベトを、どのくらい放置していたのか。

　やがてようよう笑いおさめたふたりが、涙を拭き拭き両側からエリーザベトの肩を抱いた。そして、声を揃えた。




「──お腹すいた！」
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　囚われの姫君の救出にはセットとアルノルトが名乗りをあげたので、レンナルトはスティーグをともない必然的に贋金の製造工場にむかうことになった。

　一応《森のアザミスコーグ・テイステル》の何人かは、セットたちにばれないようマイエル伯の屋敷までついていかせている。

　アルーンと王都での件から、助力などいらない、三人でなんとかできるだろうと、レンナルトもわかっていた。だが、監禁されていたこの数日のあいだに、エリーザベトになにかあったときのことを考えたうえでの配慮だった。

　──まあ、心配するだけ無駄だろうがな。

　レンナルトがぶつぶつと思い悩んでいるのをそばで聞いていたスティーグが、意外そうにその紺碧の双眸を見開く。

「なんだぁ。あなたやアザミたちの正体、アルたちは知らないんですねぇ」

　そういうスティーグの顔半分は布で覆われていた。

　彼は持ってきていた荷袋のなかからいくつかの丸薬を取りだし、それらから導火線のように飛びだした細い紐に、ひとつずつ火をつけている。やがてその丸薬が煙を激しく吐きだすのを確認して、無造作に転がしている。

　顔半分を覆った布は、その煙を吸い込まないようにするためのものだった。

　やはり口元を布で覆っているレンナルトが、

「頼ってくるようなやつらじゃないだろうが、へたに知られてアテにされたくはないからな」

「……噓ですねぇ、それは。おおかた、変にかまえられたくない。そのあたりじゃないですか」

「うるさいぞ、スティーグ。口より手を動かしたらどうだ？」

「照れなくても。あなたが寂しがり屋なのは、みんな知ってますって」

　そうスティーグがくすくす笑うのを、にがにがしい思いで見返し、なんとか反撃しようと口を開いた瞬間、

「とりあえず、丸薬を全部転がし終わりましたよぉ。じゃ、そろそろ工場のほうに行きましょうか」

　機先を制されてしまった。

　さっさと立ちあがって、迷いのない足取りで、《賢者の森クローク・スコーグ》のスティーグ・マルティンは歩きだす。

　その背が少しだけ震えているのを、レンナルトは見逃すことができなかった。

　──無理もない。

　マイエル伯がひそやかに、かつ思いきって計画した新王擁立は、スティーグにとって侮ぶ辱じよく以外のなにものでもなかったからである。

　──これだから普段温厚な人物を怒らせると、怖い。




「レンナルト。地下工場にいるやつらが下水道に逃げだせないよう、ここら一帯ふさいでおきましょうねえ」

　ハンサムな男らしい顔ににっこりと笑みを浮かべながら彼がいったのは、マイエル伯の屋敷から贋金を造っている地下工場までの下水道に、少し肺に取り込むだけで幻覚効果のあらわれる香こうを、丸薬を使ってあますことなく薫たく、という案だった。

「だいじょうぶですよぉ。二時間足らずで空気に溶け込みますから、一般市民に害はありませんてば」

《賢者の森》で利用したことがあるのだろうが、そんなぶっそうなものを、たとえ下水道とはいえ薫くわけにはいかない。

　せめて誘ゆう眠みん効果の高い香にしろといい、不ふ承しよう不ぶ承しよう従わせたが、

　──あの甥にしてこの叔父あり、だな。

　顔も性格もまったく似ていないのに、アルノルトとスティーグのあいだに奇妙な相そう似じ点てんを見つけ、レンナルトはうれしくなる。

　レンナルトは、スティーグの父を知っていた。母とも面識があった。姉は幼少の頃に一度見ただけだが、甥はあのとおりだ。

　──きっと幸せな最さい期ごを迎えられたんだろう。

　だから、レンナルト──いや、アレニウス王朝の《初フオ代スタ》スヴェン＝アレニウスとしても、マイエル伯のたくらみは許しがたかった。




　地下工場のある廃はい屋おくの周辺は、《森のアザミスコーグ・テイステル》が取り巻いている。

　百戦錬磨の《森のアザミ》が、今回はまんまとマイエル伯にだし抜かれてしまっていた。ゆえに、彼らの恨みも強い。仮に地下工場のものが地上に逃げだせたとしても、一歩として廃屋の外にでることなく、《森のアザミ》たちに取り押さえられるだろう。

　レンナルトとスティーグがその地下工場にふたりきりで殴り込みをかけ、しかもマイエル伯と金髪を丁寧に撫でつけた成りあがりふうな四十男と対峙しつつも、ずいぶんのんきに会話を愉しんでいられたのは、そういう背景がある。

「だいたいあのイェスタに、ウルリーカ以外の女をめとれる甲か斐い性しようがあるものか」

「ぼくが生まれたのも、ある意味奇跡だったそうですからねぇ。お金持ちさんと結婚して、四歳になる娘までいたっていうのに、かあさんは……」

「おれが幽閉先の塔から連れだして、絶対に誰にも過去を語るな、記憶喪失のふりをしてろと命令していたイェスタと逢ったんだ」

「運命の恋だったんだ、とかあさんはよくいってましたよ。まさか慈善事業の一環で慰い問もんに訪れた施療院で、ひと目惚れするとは思ってもみなかった、って」

「それで、まだちいさかったおまえのねえさんの手を引いて、イェスタのところに押しかけて……」

「嫌がるとうさんに駆け落ちの片棒を担かつがせたんですよねぇ、確か」

　真っ赤な顔をして、人生をやり直すことになったきっかけをぽつぽつ語るイェスタの姿を、レンナルトはまだ鮮明に覚えていた。

　その男の横に、自分の手柄を誇るように、赤子を抱いて微笑む強い女性がいた日々が懐かしい。

　呆れたように母親の強引さを確認してくるスティーグに、レンナルトは頷いて答えた。

「おまえのかあさんの行動力は、アレニウスの悪あく癖へきを打ち砕いたほどだからな」

「悪癖？　アレニウスはあきらめが悪い、でしたっけ？」

「いや、未練がましい、だ」

「なるほど」

　そんなところで、対峙するマイエル伯が痺しびれをきらした。

「……な、なんだ、いったいなんの話をしている!?」

　言葉遣いに雰囲気、豪ごう奢しやな衣装などがどことなく馴染んでいない四十男がともに喚わめく。

「そうだとも、おまえたちのような下げ賤せんのものに、わが父・イェスタの名を気やすく口にされたくはないぞ」

「……わが父？」

　その言葉にスティーグの周囲の空気ががらりと変わった。

　それは、レンナルトは知らないが、アルノルトがときどきエリーザベトに見せる、密猟者としての冷酷な表情と酷こく似じしていた。

　その危険性を本能的に察したレンナルトが、先手を打ってでる。

「ということは、おまえがニルスか。なるほどなるほど。これは見事な金髪に濃紺の目だ。顔も一応見られるものを用意したのだな」

「ぶ、無礼な……！　仮にも正統な王位継承者であらせられるニルス殿下に、なんて口を……」

「──行ぎよう政せい監かん察さつ吏り、ヴァルデマールの息子レンナルトである！」

　マイエル伯の言葉を遮って張りあげた声に、伯爵どころかニルスという男、そして彼らの背後でようすを窺っていた贋金を造るために集められた囚人やその看視者たちまでが身を震わせる。

「女王陛下リリーの命めいに従い、マイエル伯および亡きイェスタ王子の落らく胤いんを騙かたるニルス、そして贋金を偽造することでわがリドホルムを悪いた戯ずらに混乱させようとしたそこなものどもを逮捕する。おとなしくくだるがよい！」

「ば、なにを、ばかな！」

　マイエル伯は引きつるような声で哂わらう。

「行政監察吏だと？　そんなもの、伝説だ！　いいや、伝説以下だ、誰が信じるものか!!」

「そ、それに、女王陛下リリーだと？　リリーは、本来ならばわたしが継ぐはずだった玉座を、不当に手に入れた僭せん主しゆの娘だ。そのような女の命に、なにゆえ従わなくてはならん！」

　ニルスも、マイエル伯に続けとばかりに怒鳴り散らす。

「──……？」

　それにレンナルトが応じようとしたのを制し、スティーグが一歩踏みだす。

「まぁねぇ、突然行政監察吏だなんていわれても、ふつうはお伽とぎ話ばなしだと思うよねぇ。……でもねぇ、こっちのほうは、是が非でも信じてもらうよ？」

「……こっち？」

　マイエル伯とニルスが、困ったようなスティーグのものいいに、一瞬気を取られる。

　その隙に、スティーグは縦に足を開く。

　察したレンナルトも倣ならい、同時にうしろに重心をかけるようにして、構える。

　スティーグは酷こく薄はくな笑みを浮かべた。




「うん。ぼくの名まえはスティーグ。スティーグ・イェスタ＝アレニウス。残念ながら、イェスタ王子の遺児は、ニルスという名まえではなかったんだな」




「なん、だ、と……？」

　マイエル伯が声を失った瞬間、レンナルトとスティーグは声を揃えた。




「──シンブケンをごろうじろ！」
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　エリーザベトは、自分を失っていたここ数日、ものを食べたという記憶がなかった。

　強制労働所に入り込んでいたセットは、一日二回の配給こそあったが、パンと水と塩といった、食事というのもおこがましい程度のものしか食べられなかった。

　セットに渡した革袋の中身を作ったあとで叔父スティーグの依頼で幻覚作用を引き起こすものと誘眠効果の高い香こうを練っていたアルノルトは、一度集中すると飲まず食わずやすまずになってしまう性質で、この一両日、腹を満たした覚えはまるでなかった。

　三人の腹の虫が、大合唱している。

　しかも、誰もまともに眠っていなかったから、逃げた傭兵どもはともかく、倒れたままのステッランたちを一ヶ所にまとめ、縛しばりあげておくのさえ苦行だった。

　果たしてそれらをなんとか片づけ終えた三人は、贋金の製造工場からレンナルトとスティーグ、そして《森のアザミスコーグ・テイステル》たちが戻ってくるのを、雪の大地に座り込み、背なかを預けあって待っていた。

　そんななか、エリーザベトはふいにとあることを思いだした。

　左隣でもう何度目かになる空腹の訴えを繰り返していたセットに話しかける。

「ところで、セット。おまえに訊きたいことがある」

「なんだ？」

　ちからのない、やる気のない声で応じるセットは、次のエリーザベトの言葉に、文字どおり飛びあがることになった。




「おまえの『運命の女』は笑顔のうつくしい女だと聞いた」




「だ、だ、だ……」

　誰がそんなことを、といいたいようだが、驚愕のあまり言葉がでていない。

　飛び跳ねるようにして立ちあがり、赤らんだり青ざめたりしながら、エリーザベトを凝ぎよう視ししてくる。

　セットのその奇怪な態度に、エリーザベトは奇妙な愉ゆ悦えつを感じる。口角が少しうえにあがったのがわかる。

「わたしは表情に乏しい。ゆえに笑顔など浮かべたことも、浮かべかたも知らない」

「いや、あの、それは……」

　エリーザベトが続けると、屋敷から漏れる光だけでもそれとわかるほど汗をかきながら、セットはあとずさる。

　アルノルトがエリーザベトの横から顔をだし、問うてくる。

「なにそれ、どういうこと？」

「──あんたは知らなくていいっ!!」

　とっさにセットは怒鳴るが、その態度がおもしろくてたまらないのだろう。わけがわからないまま、それでも腹を立てたふうもなく、アルノルトはにやにやしている。

　エリーザベトは、尋ねた。

「なのにおまえはわたしを『運命の女』だといった。なぜだ？」

「空耳だ幻聴だ聞き間違いだ」

「往おう生じよう際ぎわが悪いぞ、セット。わたしが『運命の女』である理由を、簡かん潔けつにわかりやすく、かつ融通を利きかせてちゃんと説明しろ！」

　ついに逃げだしたセットを、エリーザベトは立ちあがり追いかける。

　ようよう内容を理解したアルノルトも、おもしろがってふたりのあとを追いかけはじめる。

「なにそれ、ぼくは認めないよ、セット！」

「認めんでいいっっ!!」




　地下工場でひと暴れし終えたおとな組が眠気をこらえて屋敷に辿りついたときには、三人は空腹も疲労も忘れて、雪を喜ぶ犬のように走り回っていた。




「……若いなぁ、みんな」

　その光景に、すでに筋肉痛を起こしていたスティーグが感心したようにつぶやくと、《森のアザミスコーグ・テイステル》たちが声を殺して笑う。

　レンナルトも苦笑してそのほほえましい光景を眺めていたが、スティーグが話しかけてきたときには、もう、表情を消していた。

　なぜなら──、

「……《初フオ代スタ》、あなたのことだからお気づきでしょうが、ぼくのからだに流れるムシコ人の血は、ぼくに、長寿ではなく、未来を視みるちからを授さずけてくれました」

「……」

「《初代》。ぼくが思っていたより、エリーザベトは素直ないい子です。だから、それがとても悲しい」

「そうか」

「はい。あの子が王になるために、王女らしくあるために、努力しているのは知っています。ですが、その努力を続けた道の果てに玉座がないことも、ぼくは知っているんです」

　──スティーグの語る内容を、レンナルトもうすうす感じていたのだ。

　それでも、と繫つないでいた希望が閉ざされたことを知り、レンナルトは深くためいきをつく。

「やはり、ないのか」

「ありません」

　即答だった。

　だが、胸に湧き起こるさまざまな思いを抑えるために、必要だったのだろう。次の言葉を紡つむぐまでに、一拍の間があった。

「……それを知っていながら、ぼくはアルノルトを彼女に出会わせた。アルノルトが、運命に従ってぼくに、彼女を出会わせるために」

　声の響きのなかに、後悔があった。

　レンナルトはいった。

「アルノルトは、エリーザベトの成長に、セットとは反対の意味で必要な人間だ。出会わせてくれたことに、親代わりとして、感謝する」

　ありがとうございます、とスティーグはレンナルトを見て寂しそうに微笑む。

　そうしてふたたび、いまは走り回ることにすら疲れ果て、雪のうえに大の字に寝っ転がっている甥と王女と傭兵を見み遣やる。

「──『なエなリつーのザ誓ベいト』。その名が示すように、彼女は出会うべくして出会う七人に対し、ひとつずつ誓いを立てていくでしょう。パン職人の娘アネツテや隣国の密偵メルタ、運命の傭兵セツトにそうしたように。未ア来ルのノ宰ル相トに隻眼の傭兵ビヨルン、炎の聖女ライラ、そして罪びとたちの長ステイーグ。ぼくらとの誓いを全まつとうするために、彼女は玉座を捨てるしかないのです」

　──考え違いをしている。

　レンナルトは、そう、スティーグの言葉に思った。

　──考え違いをしている。

　──エリーザベトは、そんな娘ではない。

「スティーグ。心配しなくていい。アレはきっと捨てるしかないから玉座を捨てるのではない。捨てたいから捨てるはずだ」

「……そうでしょうか」

「そうだとも。だから、その七人が──セットがいるんだろう」

　スティーグの整った顔が、やわらかく笑み崩れる。

　未来を予見するムシコ人としての表情が消え、おっとりとした《賢者の森クローク・スコーグ》のリーダーとしての顔になる。

「レンナルト、どうやらエリーザベトは、初恋を実らせるアレニウス、のようですねぇ」

　うらやましいなぁ、とかなわぬ初恋をいまだくすぶらせる彼はいい、アレニウスの悪癖をのぞかせる。

　やはりかなわなかった初恋にもう百年単位で囚われ続けているレンナルトは、

「かもしれんが、ヨーンとリリーという難関がある。まだ実るとは限らないさ」

「あれぇ？　応援してあげないんですか？」

「誰がするか！　応援するくらいなら、馬に蹴られて死んでやる！」

　おとなげない看板俳優の言葉に、《森のアザミスコーグ・テイステル》たちがたまらずといったふうに声をあげて笑ったので、そこではじめてエリーザベトたちが彼らの存在に気づいた。




「──レンナルト！」




　一瞬、誰が発したのかわからないほど、その声は明るく周囲に響いた。

　背なかが凍りつきそうなほど冷たくても、空腹と疲労と寝不足とで立ちあがれないセットの横で、ぴょこんと小柄な影が文字どおり飛びあがる。

　そして、その影──エリーザベトは、聞こえた笑声のほうへむいて、ぶんぶんと手を振りはじめたのだ。

「……？」

　セットは自分の目がおかしくなったのでは、と思いつつその奇怪な光景を眺めていると、アルノルトに名まえを呼ばれる。

　苦労してからだを反転し、半身をあげてアルノルトを見ると、彼もまた上体を起こしたまま、信じられないものを見るような目で、エリーザベトのうしろ姿を眺めている。

「……どうしちゃったの、エリーザベト」

「……あんたも思うか？」

「うん」




　──エリーザベトじゃない。




　セットが最初に違和感を覚えたのは、監禁されていた部屋から助けだした頃だろうか。

　アルノルトに突然抱きついたり、セットの手に手を重ねたり、感謝の言葉を口にしたり。

　この一ヵ月半のつきあいのなかで、彼女にあんなふうに礼をいわれたのははじめてではないだろうか。

　おまけに、

「エルサ、おまえ……！」

　スティーグと《森のアザミ》たちとともに歩み寄ってきていたレンナルトが、常にない驚愕の声をあげる。

「──笑っているのか？」

「──!?」

　ふたりは顔を見合わせた。雪を蹴って、両側からエリーザベトのまえに回り込む。

「……」

「どうした、ふたりとも？」

　すばらしい勢いで回り込んできたふたりに、エリーザベトがいつもと変わらない表情のない声を聞かせる。

　だが、

「……いや、なんでもない」

「ええ、なんでもありません」

　これが普通の十五歳の少女の表情なのだと、ふたりは思った。




　冬の、夜。

　周囲は雪が降りやむことなく続いていて、屋敷から漏れる灯りが唯一の光源。

　しかし、そのなかで、ひと足早い夜明け──《幸せな夜明けリツクリグ・グリーニング》がエリーザベトの顔に訪れていた。
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　届けられた手紙を読んだあと、女王はためいきをついた。

　うしろ暗いことでもあったのだろう──否、あったはずだ──、手紙を届けた男の姿は、いまはもう部屋にない。

　自分のそばに控え、愚ぐ痴ちの相手になってくれたり、国政の指し南なん役やくになってくれたり、意見を対立させたり、気弱なときにはひとりの味方になって、ただの伯父に戻ってくれるその男──エイジェルステット公でも、さすがにこの場に留とどまりづらかったのだろう。




　──ま、当然ね。




　娘とその想いびとを、絶対に引き離すようあれだけ頼んでいたのに、気がつけば同時期にハルネス入りをさせていた。挙句の果てにはその男に、囚われのお姫さまを救いだす騎士の役まで演じさせてしまっていたのだから。

　いまごろ控えの間かどこかで、女王の怒りが治まるのをじっと待っているだろう老宰相を思い、フンと鼻で哂わらう。

　毎度のごとく届くものだが、娘と《初フオ代スタ》からの手紙に記されていた内容に、彼女が怒り狂わないではいられないと思ったのだろう。

　彼女は女王である。国を治め、血を次代へと受け継ぐ役目を持つものだ。勘かん当どう中とはいえ、唯一の世継ぎである娘の恋愛を、黙って見逃すわけにはいかない。

　自分がそうしてきたように、幼い恋は胸の奥へ隠し、自身への信奉者を集めるためだと割りきった火遊びを嗜たしなみ、やがて国益に繫つながる私情を押さえ込んだ結婚をさせなければと思っている。

　けれど、

「あたくしも、一応、母親でしてよ」

　誰ともなくつぶやき、手紙をたたむと、執しつ務むのための机の引き出しに、そっとしまう。

　席を立ち、窓辺にむかう。

　窓から見る外の世界は一面銀色で、今年はどうやら凶作をもたらす《鉄の冬ヤーン・ヴインテル》を免れたことにほっとする。だが、それは、またひと冬、娘に会えないまますごすということだ。

　マイエル伯を捕らえたことでハルネスを治めるものがいなくなり、新しい領主を派遣するまでのあいだ、かわりに滞在中の娘エリーザベトに領主を務めさせてはどうかと《初フオ代スタ》から手紙で提案を受けた。

　隣のヘプケンからアーンシェ侯の身内を派遣させるのも手だったが、どうやら今年、国の北西部の積雪量は半端なものではないらしい。

《初代》からの遣いをも務める《森のアザミスコーグ・テイステル》がこうやって手紙を届けたように無理をすれば派遣させることも可能だったが、王太子がいるいま、そこまでしなくてもいいだろう。いままでまったくといっていいほど、エリーザベトは国政に携わったことがない。なので、これを機に、少し勉強をさせてみてはどうか、というのだ。

「……勉強、か」

　女王は、ものごころつくまえから王になるための勉強をさせられてきたが、エリーザベトがそれを学んできたとは到底思えない。

　王のなかには玉座にかかわりのない暮らしを送っていたところを、突如として表舞台に引っ張りだされたものもいるし、女王自身も、いくら勉強してきていたとはいえ、先王の突然の退位に、ほとんどぶっつけ本番で国を動かすことになったくちだ。

　その苦労や不安を身をもって知っているため、《初代》の申し出を受けるつもりでいた。

　さいわいいまハルネスの地には、《初代》がいて、《森のアザミ》がいる。教師陣には困らない。

　気になるのはエリーザベトの父親であるセイデリア公と対峙する密猟者集団《賢者の森クローク・スコーグ》のリーダー、スティーグ・マルティンとその甥で、天才少年と名高いアルノルト・オーケまでもがそこに滞在中という点だ。

　そして、




『わたしは、セットの『運命の女』だそうです』




　エリーザベトの、想いびとらしい傭兵のセット・ユストゥスの存在も。

　女王は、こつり、とガラスに額をあてる。二重に張ったガラス越しでも、外の寒さが伝わるほど、それは冷たかった。

　──つわりがひどかった。

　好きでもない男と結婚して、妊娠したとき、女王はずいぶんとつわりに悩まされた。

　吐いて吐いて吐いて。胃のなかのものがなくなってもまだ吐き気は続いて。そのうち胃そのものを吐きだしてしまうのかと思うくらい、苦しんだ。

　ようやくつわりが治まったと思ったら、今度はベッドから起きあがれない日々が続いた。

　手が、みるみるうちに細くなっていった。怖くて見られなかった鏡には、きっと瘦せこけた自分が映っていたことだろう。

　それなのに腹ばかりがどんどん膨らんで、何度死のうと思っただろう。何度死ぬのだと思っただろう。

　それでも、




（あたくしは、女王……！）




　女王であることの誇りが、死への誘惑を押さえ込んでいた。

　女王である以上、女だてらに国を導く地位にいる以上、そのために初恋を犠ぎ牲せいにした以上、こんなところでくたばってたまるか、と。

（そうでしょう？　王太子）

　呼びかけると、ぽこんと腹を内側から蹴られた。それが女王の意地を、何度となく守ってくれた。




　しかし、生まれた子が娘で、しかも女王の母親に似た綺麗な赤毛だとわかったとき、女王は、その意地の守り手を失ってしまった。取りあげられたのだ、実の父親に。




　好きでもない男のこどもだった。でも、愛しいこどもだった。腕に抱き、すでに亡い母親がそうしてくれたように子守唄を歌って、大事に育てたかった。

　異国の王妃の名まえをつけたのも、為政者としての立場からではない。ただひとりの親が、わが子に夢や希望を託すように名づけたのだ。大切な娘だったから！




（返して！　エリーザベトを返して!!）




　彼女が悲しめば悲しむほど、飲むものがいなくなった乳が張り、その痛みに泣いた。絞るむなしさに泣いた。女官に吸わせるばかばかしさに泣いた。

　しばらくして、乳がでなくなり、同時に涙も枯れた。わが子を失うという悲しみの底に触れたこころは、やがてひとつの結論を導きだす。




（こどもなんて、産まなかったのよ。子育てよりも、したいことやすべきことが山のようにあるのだから）




　いい聞かせるうちに、そう思うようになった。

　他人に問われれば父に預けていると笑顔で返せたし、父親に面会したものから娘の成長ぶりを聴かされることがあっても、こころ乱されることはなくなった。




（だって、あたくしの子ではないのだもの）




　そんな態度に、誰もが王女のことを口にするのを控えはじめたころ、父親が他界した。

　そのときにはじめてわが子と再会したが、もう乳は痛むことなく、むこうも、母親を必要とはしていなかった。お互いに、お互いの存在に興味がなかったのだ。




　けれど、エリーザベトがハスロ子爵を神武拳で撃退した日から、女王は俄が然ぜんわが子に興味を持った。

　そして知った。




（エルサ、おまえ、どうして笑わないの？）




　──娘に感情が乏しいことを。




（あたくしが手元で育ててやらなかったから！）




　伯父にそう訴えながら、泣いた。

　泣いたのは、ひさしぶりだった。

　自分のためにも、他人のためにも、涙ひとつ浮かべることができなくなっていたはずなのに、まだこどものためには泣けるのだと、妙に人間くさい自分がうれしくて、また泣いた。




「……」




　女王──リリーは、ふと、頰に手をやった。指先が濡れる。泣いていたようだ。

　──娘の初恋がかなったことがうれしくて泣くなんて、ばかばかしくてよ、リリー。




　それでも、いま、ひとりで泣けることがこころの底から幸せだった。
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　親愛なるアルノルト







　昨日、きみとマルファレータ王女殿下と連名の、結婚式の招待状を受け取りました。ありがとうございます。

　いつきみが、王女殿下の張り巡らした罠わなにかかるかを楽しみにしていたセットは、いま国境付近の警戒にいっているので、まだ招待状を読めていません。

　ですが、とても喜ぶだろうことは、いなくてもわかります。彼のぶんも、おめでとうといっておきます。




　ただ、この手紙では、ふたつばかり残念なことをお伝えしなくてはなりません。

　ひとつは、ミカルおじさまに宰相候補として鍛きたえられているきみのことだからもう知っていることでしょうが、最近《賢者の森クローク・スコーグ》は、あまり安全とはいえなくなっています。

　ホーエンローエと中央四国がふたたび戦火をまじえることになり、その避難民が、国境を越えて、森に入り込んでいるのです。

　こちらとしては受け入れる意志もあるので、城の一部を解放して、病人や女性、こどもを優先的に避難させています。働く元気のあるものには、セットやスティーグたちの指導のもとで、《賢者の森》周辺の警護や田畑を耕してもらっています。

　ですが、避難民にまじって両国の兵も入り込んでいるようで、収穫間ぢかの農作物があらされたり、むやみに小動物が狩られたり、ひどいことに命からがら逃げてきた避難民がさらわれたりしているのです。

　さいわいといっていいのかわかりませんが、まだ《賢者の森》の住人たちには被害はありません。ですが、戦争を拒こばんで逃げてきたものを、また戦場に連れ戻すなんて……。

　なのでいま《賢者の森》のメンバーやセットやイクセルたちといった元傭兵が中心となって、自警団を作り、森の周囲を定期的に見回っているのです。

　そういう状況にあるので、スティーグときみのお母うえは、きみの肉親として式に出席させるためにエリングマルクへ行かせますが、セットはたぶん、欠席ということになると思います。ごめんなさい。

　セットは、わたしたちがいっしょに暮らすときにきみにされたことの仕返しをしようとずっと目もく論ろんでいたので、たいへん悔しがるでしょう。三十も近いというのに、狭きよう量りような男です。

　もうひとつの残念なことは、わたし、アレニウス侯エリーザベトのことです。

　実は、ここ最近ずっと体調を崩していて、ベッドから起きあがれない日が続いています。正確にいうなら、ひどく眠たくて、起きていられないのです。この手紙も、ここまで書くのに、もう二日かかっています。情けない話でしょう？

　とにかく眠たくてしかたがないので、セットには春が近いのにいまさら冬眠するのかなんてからかわれますが、目が覚めたとき、彼がすごく不安そうにそばにいて、わたしが生きていることを確認してからでかけていくのが、ちょっとつらいです。

　この症状が治まれば出席したいと思いますが、このままでは欠席になると思います。

　母が退位し、わたしが王太子を辞めたとき、リドホルムの安あん寧ねいを守り続けるために宰相になると誓ってくれたきみの門出に立ち会えないかもしれないことを、どうか許してください。







　ねえ、アル。

　セットの『運命の女』の話を覚えていますか？　あの、セットに、富と名誉をもたらす、笑顔のうつくしい女、という予言です。

　先日、セットに謝ったのです。わたしは、セットに富も名誉もあげられなかった、って。

　だって、あのままわたしが王太子でいれば、富も名誉も授けることができたでしょうが、いまのわたしはフリーベリの一領主にすぎません。

《賢者の森》をきみたちに返還し終えたあとのフリーベリには、父が放ほう蕩とうの限りを尽くしていたために富がありません。

　父の国との和わ睦ぼくのために、これが名誉になるかわかりませんが、侯爵の夫という地位さえ、彼にあげることはできなかった。

　でも、セットはいってくれました。

「アルって親友を得たうえに、スティーグやイクセルたち仲間も得た。おまけに、冬だからといってひもじい思いをしないですむ《賢者の森》に居場所を得た、これがあんたのくれた富。

　一介の時代錯誤の傭兵に、《賢者の森》の解放運動の中心人物のひとりになる機会をあたえてくれた、これがあんたのくれた名誉。

　だから、ちゃんとあんたはおれの『運命の女』だよ」







　アル。

　きみがこれから家族を得ようとしているのは知っている。ミカルおじさまの養子になって、マルファレータ殿下の婿になって。

　でもね、セットが親友と呼ぶのは、きみだけです。

　もし、わたしになにかあったとき、親友として、わたしがセットにあたえることのできた親友という富として、どうか、セットのそばにいてあげてください。

　マルファレータ殿下には、あなたの結婚式までには必ず元気になるから、独身主義者のアルをどう罠にはめたか聞かせてほしい、と伝えてください。

　それでは、またヴィ・シーンス。





こころを込めて　　　　　　

エリーザベト＝アレニウス　









《追伸》

　エルサに頼まれてこの手紙に封ふうをしようとしたとき、あんたのかあさんが医者を連れてきた。

　診断結果を聞いて、エルサはこれを破り捨てろと騒いでいたが、おもしろかったので送る。

　エルサの体調不良は寝つわりという、つわりの一種だそうだ。笑ってやってくれ。





セット　













了
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　去年のいまごろでした。

　プロットにＯＫをいただいて、あとは書き進めていくだけだったお話を、個人的な事情でどうしても書けなくなり、新しく準備し直したのが『王女修業、はじめます。』でした。

　没にしたお話はそれこそ年単位であたためてきたものだったうえに、当時前作『エパタイ・ユカラ』への思いをかなり引きずっておりましたので、新参者のこの〝信号トリオ〟になかなか思い入れることができず、ずいぶん苦しみながら書きあげたことを覚えています。

　約一年いろいろありましたが、もうちょっと書きたかったな、と思うくらいに各キャラに愛着が持てたことを確認できたので、三巻をもちまして無事完結です！




　なので、信号トリオについて、ちょっと語らせてくださいね。

　まず、花より団子を地で行くお姫さま・エリーザベト。

　もともとただ元気なだけの女の子だったのですが、名前風水を見ていたときに、名まえのあたまに「え」がつくひとは「笑顔ですべてがうまくいく。ただし言葉には気をつけよう」とあったので、無表情で言葉足らずなキャラにしてみました。

　おかげで、長年わたしの小説を読んでくれている友人に、「エルサ書くの苦手でしょ」といいあてられるくらい書きにくい子になってしまいましたが『王女修業』はエルサの性格が決まった時点でおおきく動きだしたお話なので、わたしもいい修業をさせていただいたと思います。

　次は、どうやら甲殻類と同等ぐらいにはなれたらしいセットさん。

　やはり名前風水を見てみると、「玉の輿こしに乗れる一生お金に苦労しないタイプ」とあったので、お金に苦労してもらいました。

　とある時代劇の大好きなキャラをイメージしていましたが、ただひたすらわたしの書きやすいキャラへ書きやすいキャラへとかわってしまいました。彼が明るいと筆が進み、彼が惑うと筆が止まる、執筆のペースメイカーのようなキャラでした。

　最後は、アルノルト。

　彼は作中で天才天才といわれていますが、正しくは努力の天才だと思っています。なぜならばイメージしていたのが、ちばあきお先生の『キャプテン』のイガラシだったからです!!

　ちなみに名前風水で、「なにをやってもリーダーになれるけれど、ひとをあてにして怠けると運気が落ちる」のが「あ」だそうです。

　彼には毎回女装をさせてみたかったのですが……。姫さまがどうも……。




　とまれ結果として、彼女たちにかかわることを楽しく思えた要因のひとつは、確実に、挿絵をつけてくださった由貴海里先生あってのことだと思っています。

　いつも極悪スケジュールのなか、お仕事をさせてしまって申し訳ありませんでした。それなのに、あれほど素敵に生き生きと三人を描いてくださって、感謝の言葉では足りないくらい、感謝しております。ありがとうございました！

　おなじく極悪スケジュールでお仕事をさせてしまった担当さま、校正のかた、印刷所のかた。

　ＰＣのモニタが壊れたじゃ過眠症の疑いじゃといって、いつもぎりぎりを越えたところまで仕事ができないわたしのかわりに、出版スケジュールに乗せるために無理をさせてばかりですみませんでした！　何度も何度も助けてくださり、ほんとうにありがとうございました!!

　そしてそして。

　締め切り近くになると遅刻が増えるわたしを、なにもいわずに待ってくれている同僚たち。

　風邪っ引きのなか、午前三時まで「乙女小説とはなにか」という相談につきあってくれた友。

　忙しいなか、三巻にわたって登場する「肉団子のコケモモジャム添えとニシンの酢漬け」を食べに連れて行ってくれた美女。

　前作に引き続き応援してくださっている読者の皆さまに、今作からおつきあいのはじまった読者の皆さま。

　ありがとうございました。ヴィ・シーンス！


高丘しずる　拝









著者

高丘しずる

Shizuru Takaoka




友人から、以下のような心配をされました。




「エルサのなかでさ、セットさん（なぜかさん付け）はザリガニ以上の存在になれるの？」




ヒーローは無事甲殻類に勝つことができたでしょうか？

最終巻です。結果をごろうじろ！







イラスト

由貴海里

Kairi Yuki




完結編です。ごろうじろです！








電子版　ビーズログ文庫



王おう女じよ修しゆ業ぎよう、ごろうじろ。
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